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第一章　ばれてしまった嘘




　国内最大手の製紙会社『富とみ川かわ製せい紙し』の地下スタジオは、明るいライトの中活気に満ちていた。

　昨日と今日行われている会社案内掲載商品の撮影はあとワンカットを残すのみだ。

　二日間立ち会っている広報宣伝部の御み園その菫すみれは、二メートル四方のテーブル全体に華やかな色の折り紙や色画用紙で作った動物や花を慎重に並べ終えた。どれも立体的で見栄えよく、彼女の背後からスタッフたちが興味深げに眺めている。

「こんな感じかな」

　身長百六十センチで手足が長い細身の身体を折り、作品のひとつひとつの位置を丁寧に確認していく。肩より少し長いダークブラウンの髪が彼女の小さな顔の横で揺れた。

　その目は大きくて愛らしく、少し垂れ気味なのが優しい印象を添えている。菫は形がいい唇を引きしめ、カメラマンに視線を向けてうなずいた。

　菫が並べた作品はすべて彼女の手作りで、自社商品を使った力作だ。これまで会社案内だけでなくホームページでも作品を発表し、商品の紹介ページの片隅に彩りを添えてきた。

　ホームページには菫が作品を作る過程を紹介する動画もアップされていて、それを楽しみにしている視聴者も多い。

「今回も力が入ってますね」

　チーフカメラマンの野の島じまがシャッターを切りながら感心する。彼はこれまで何度も富川製紙の会社案内や商品カタログの撮影を担当し、撮影のたびに菫の作品を褒めている。

「前回のペーパーフラワーの花束も素敵だったけど、今回は子どもたちが喜びそうだね」

「ありがとうございます。最近ホームページにお子さんや親御さんからのメッセージが増えてきたのでそれを意識して作ったんです」

　菫が唯一の特技ともいえる折り紙を会社の宣伝活動に取り入れるようになってから二年近く経つ。

　富川製紙は各種用紙や段ボール、そして木材製品や紙オムツという実用的な商品をメインに製造、販売している。会社案内もホームページも落ち着いた印象といえば聞こえはいいが、地味で固い印象は拭えず、それを少しでも明るく柔らかなイメージにしたいと考えたのが折り紙作品制作のきっかけだ。

　商品の紹介ページの片隅に菫が思いつきで添えた折り紙の花はたちまち評判となり、折り方の問い合わせがいくつも入った。

　それに答える形でホームページに作り方の動画をアップして以来、月に一度作品を更新するようになった。今では折り紙見たさにホームページを訪れる人も多く、菫にとって大切な仕事のひとつとなっている。

　広報宣伝部という一見華やかに見られがちな部署に所属しているとはいえ、菫が担当しているのは華やかさとは縁遠い仕事がほとんどだ。今回のように会社案内やホームページの作成・管理も担当しているが、ＩＲ関係が主な仕事で証券会社や銀行とのつながりが深い。社内の各部門との調整や外部への情報発信も重要な仕事のひとつだ。

　人前に出るよりも誰かのサポートに回ったりじっくりと事務作業に向き合う方がやりがいを感じる菫には、裏方作業の繰り返しともいえる今の仕事は性に合っている。

「ＯＫです。これで予定の全カットの撮影が終了しました。お疲れ様でした」

　スタッフの声を合図にスタジオ内にホッとした空気が広がり、続いて拍手が響いた。

　菫も安堵の息を吐つく。

　年に一度の大がかりな撮影が、無事に終了した。




　撮影終了後、会社近くの和食料理屋に場所を移して宴会が始まった。広い和室でおいしい料理に舌鼓をうちながら楽しむお酒は格別で、顔なじみのカメラマンやスタッフ、そして広報宣伝部のメンバーや今回の撮影に関係した総勢二十人ほどがテーブルを囲んでいる。

　広報宣材の動画や写真の撮影、編集を得意とする事務所から派遣されるカメラマンふたりは富川製紙との付き合いは長く、野島は菫が入社する十年以上前から商品撮影などを担当している。

「先月の折り紙で作ったクリスマスツリーはすごかった。あれ、一メートルくらいあるよね」

　ビールグラスを片手に、野島は隣に座る菫に尋ねた。三十代後半の野島には小学生の娘がいて菫の作品に夢中らしく、富川製紙のホームページが大のお気に入りだそうだ。先月は十二月ということで、事前に広報部メンバーに折り方を教えて協力してもらい一千枚以上の大きな折り紙を使って制作したクリスマスツリーを公開した。数カ月をかけてオーナメントもすべて折り紙や色画用紙で作りあげ、仕上げに電飾を施したツリーは圧巻で、公開と同時に大きな話題となった。

「娘はしょっちゅう作り方の動画を見てるよ。おかげで家中折り紙の作品だらけだよ」

「子どもたちが楽しんでくれるのが一番うれしいです。クリスマスツリーも時間はかかりますけどそれほど難しくないんですよ」

「そうなの？　だけどそれは娘には黙っておくよ。休日折り紙に夢中で俺の相手をしてもらえないとさびしいからね」

　目尻を下げて笑う野島につられ、菫も笑い声をあげる。

「だったら野島さんも娘さんと一緒に折り紙にチャレンジすればいいんですよ。きっと娘さんと楽しい時間を過ごせますよ」

「それはいいな。だったら折り紙や千代紙を買いこんで娘に教えてもらうとするか。あ、ホームページで公開していた作品をまとめた本が発売されるんだってね。おめでとう。さっき聞いたけど予約もかなり入ってるらしいし、今まで頑張ってきた甲か斐いがあったね」

「ありがとうございます」

　野島からのねぎらいの言葉に、菫は大きな笑みを浮かべた。

　これまでホームページで紹介した折り紙作品と作り方をまとめた本が二カ月後に発売される予定で、書店やネットでは予約受付が始まっている。

　菫が中心となり部署一丸となって作った作品集には、実際に折り紙を使って作品を制作している過程をまとめた動画ディスクもついていて、かなりいい仕上がりになっている。

「まさかこんな展開になるとは思ってなかったんですけど、うれしいです。私の作品が本になるなんて、夢のようです」

「いやいや、これだけ話題になってるんだから当然のことだよ。御園さんの作品が素晴らしいって認められたようなものだし、これからの励みにもなるね」

　菫は深くうなずいた。

「そうなんです。ようやく自分の仕事はこれですって言えるものができて、すごく励みになります。ホームページで紹介したい作品はまだまだあるのでこれからも頑張ります」

「僕も混ぜてくださいよー」

　それまで向かいの席で飲んでいた男性がふたりの話に割って入ってきた。

「折り紙や千代紙って、正直興味なかったんですけど、今日の作品を見て考えを改めましたー。御園さん、すごいですね」

　野島のアシスタントの塩しお田たが赤い顔でにこにこ笑っている。彼とは今回の撮影で初めて顔を合わせたにもかかわらず、度々親しげに声をかけられ戸惑っている。

「折り紙なんて幼稚園のときにした記憶があるんですけど、今日撮影で久しぶりに見て懐かしかったんですよねー」

　塩田は人あたりのよさそうな笑顔で言葉を続ける。酔っているのかうまく口が回っていない。

「そうおっしゃる方、多いんですよ。私は幼稚園の先生を目指していた時期があって。そのおかげで折り紙を勉強して得意になったんです」

「幼稚園の先生？」

「はい。両親が幼稚園を経営しているので」

「そっかー。御園さんはとーってもかわいいから園児たちから大人気だったでしょうね。すみれせんせーなんて呼ばれてさ。保護者の間で評判の美人先生になってたでしょうね」

　塩田はグラスを手に口元を緩ませている。ときおり呂ろ律れつも回らず言葉尻も曖昧だ。菫はどう答えればいいのかと苦笑する。幼稚園の先生を目指していたのは事実だが、大学受験に失敗して母親に見放されたのをきっかけにあきらめたのだ。

　普段はあまり考えないようにしている現実を思い出し、菫は昂こう揚ようしていた気分から一転、あっという間に落ちこんだ。

「御園さん、申し訳ない。おい塩田、飲みすぎだ」

　野島が菫の様子に慌て、塩田をたしなめる。かわいいだの美人だのとからかわれて戸惑っているのだと思われたようだ。

「大仕事が終わってホッとしたのはわかるが、酒に飲まれるな」

「……ごめんね、御園さん。でも、酔ってなくても御園さんはかわいいよ。俺、初めて見たときからそう思って――」

「塩田っ」

　塩田は一瞬反省の色を浮かべたものの菫にウィンクまで投げてよこし、野島に再び怒られている。

「悪いね。この二日間気を張っていたのもあって酒が回るのが早かったみたいだ。あとできつく言っておくから」

　頭を下げる野島に、菫は慌てて「大丈夫ですから」と答えた。

　二十五歳になるというのに男性との付き合いが苦手で気軽に冗談を交わすことすらうまくできない。菫は恋愛経験のひとつもない自分のこれまでを、後悔した。

「そういえば御園さんは幼稚園の先生を目指していたと言ってたね。いずれはご両親の幼稚園を手伝うの？」

「いいえ、そのつもりはないんです」

　野島の問いに、菫は気が進まないながらも答える。

「結局幼稚園教諭の資格が取れる大学に合格できなくて、あきらめたんです。でも妹が資格を取って両親の幼稚園で先生として働いているので将来は彼女が引き継ぐと思います。だから私が地元に帰る必要はないんです」

「だったらご両親は御園さんが家を出てさびしいだろうね。それに御園さんも幼稚園の先生を目指していたのなら残念だったね」

　気まずげな菫の声になにかを感じ取ったのか、野島が明るく声をかけた。

「いえ、大丈夫です。幼稚園の先生にこだわっていたのは母親で、私はそれほどでも……」

　首を横に振って否定する菫に、野島は言葉を続ける。

「だけどそのおかげで今こうして富川製紙で活躍してるんだから、結果オーライだな」

「結果オーライ……」

　野島のなにげない言葉に、菫は小さく反応した。

「そう。なにがきっかけで人生どう転がるかわからないからな。俺だって親父が会社の忘年会で一眼レフを当ててこなけりゃカメラに興味なんて持たなかっただろうし。人生って本当、面白いよな」

「あ……はい。そうですね。たしかに」

　菫は野島の言葉に、大学で予想外の学部に入学したもののそれが吉と出た自分の人生を重ねながら、大きくうなずいた。




　その後しばらくして宴会はお開きとなった。

　一月半ばの週末となれば新年会が多いようで、店を出ると近辺の飲食店も客の出入りが途切れず続いている。

　時計を見ると二十一時を少し過ぎている。菫は外気の寒さに震えた。

「御園さん、二次会はどうする？」

　傍らから聞こえた声に視線を向けると、広報宣伝部の先輩の女性が立っていた。

「近くのバーにこのまま移動するらしいけど、御園さんはやめておく？　お酒苦手だしね」

「はい。いつも付き合いが悪くてすみませんが、このまま帰ります」

　酒に弱いうえに今回の宴席には会社案内制作に関わった面々がずらりと参加している。一次会は仕事の一環と考えて参加したが、男性との付き合いが苦手なのもあり、菫はこのまま帰るつもりでいた。

「じゃあ、私は行くけど、気をつけて帰ってね。あ、そこの角を曲がったらロータリーでタクシーが並んでるから」

　先輩はそう言って軽く手を振ると、二次会に向かう面々のもとへ向かった。その中に野島の後ろ姿もあった。

「せめてお酒に強かったら付き合えたかな……それでも人見知りはどうにもならないか」

　菫は小さく息を吐いた。

　そして仕事とは別の疲れを感じ、肩にかけているバッグを持ち直して駅へと急ぐ。

「二次会は少し先のバーを予約してるそうですよー」

「え……？」

　歩き出した途端聞こえた声に振り返ると、いつの間にやってきたのか塩田が立っていた。酔いがかなり回っていて顔は真っ赤で目は虚ろだ。菫は思わず後ずさる。

「塩田さん……あの？」

「へへっ。このままひとりで帰らせませんよー」

　塩田は満足そうに笑うと、いきなり菫の腕を掴んだ。

「そのバーに行ったことがあるんですけど、地ビールが豊富で雰囲気もいい感じなんです。ほら、御園さんも一緒に行きましょうよ」

　菫の戸惑いなどかまわず引きずるように歩き始めた塩田に菫は不安を覚える。

「塩田さん。酔いすぎです。私はこのまま帰るので手を離してください」

「俺、御園さんと一緒に飲みたいんです。というより初めて見たときから気になっていたんですよー。あ、大勢が嫌なら俺とふたりきりってのも悪くないですね。そうしましょう」

「い、いえ、結構です。私、今日は帰りますから塩田さんはこのまま皆さんと一緒に行ってください」

　菫は引きずられまいと両足を踏ん張り掴まれた腕を振りほどこうとするが、塩田の手の力が強くてどうにもならない。それどころか二次会に参加するメンバーたちが向かった方向とは逆に引きずられていく。

「塩田さん、は、離して。今日はもうこのまま帰りましょう」

　必死で逆らっても華奢な菫の力では敵うわけなく、気付けばタクシー乗り場が迫っている。こんなときに限ってタクシー待ちする人がいないうえに空車のタクシーが何台も並んでいる。菫は顔をこわばらせた。

「や、やだ。離して」

　このままだとタクシーに無理矢理乗せられてしまう。

　菫は本気で怖くなり、さっさと帰ればよかったと後悔しながら抵抗を続けた。

「おい、お前なにしてるんだ。菫、こっちにこい」

　突然、ここにいるはずのない人の声が聞こえた。

　すると大きな声に驚いたのか、塩田の手が一瞬菫の手から離れる。その反動で大きく揺れた菫の身体は、素早く伸びてきた力強い腕に引き寄せられた。

「黎れい君……どうしてここに？」

　突然菫と塩田の間に割って入ってきたのは知り合いの紅べに尾お黎だった。

「菫。大丈夫か？」

　少しかすれた黎の声に、菫は小さくうなずいた。

　現在二十八歳の黎は国内有数の企業グループである『紅尾ホールディングス』の社長令息で、いずれホールディングスのトップに立つ御曹司だ。今は傘下の『紅尾システムソリューション』で働いている。

　長身で手足が長く、顔は文句のつけようがないほど整っている。すっと通った鼻筋や薄く形がいい唇、そして切れ長の目は女性なら誰もが二度見しそうなほどの色香を放っている。黎は菫の大学時代からの親友である比ひ嘉が果か凛りんの恋人富とみ川かわ航わたるの友人で、今から二年半ほど前、ちょうど入社半年が過ぎた頃に出会った。果凛と食事をしているときに黎を伴った航が合流しそれ以来何度も四人で顔を合わせている。

　初めて顔を合わせたとき、菫は心臓がきゅっと小さくなるのを感じ、黎から目が離せなかった。それまで男性との付き合いに縁がなかった菫にようやくおとずれた初恋だった。

　黎は肌触りのいいキャメル色のロングコートをまとい、菫を守るように抱きしめる。

「間に合ってよかった。……もう大丈夫だから安心しろ」

　黎は菫の頬にかかった髪をそっと後ろに梳すいた。急いで駆けつけたのか呼吸が荒く、微かに肩を上下させている。

　菫は張り詰めていた気持ちが解けていくのを感じた。黎が来てくれたのだ、もう心配する必要はない。菫は無意識に黎のコートを両手で掴むと、身体を預けてホッと息を吐いた。

「お、おい。いきなりなにするんだよ」

　突然現れた黎に動転していた塩田は我に返り、荒々しい声をあげる。その声は周囲に響き、菫は小さく身体を震わせた。

　すると菫の怯えを察した黎の手が、安心させるように彼女の背中を上下する。

「これから彼女と飲みに行くんだ。御園さん、そうだよな」

　呂律が回らない塩田の声に、黎の口から「は？」と息が漏れ出た。

「菫が男とふたりで飲みに行くわけがない。今も無理矢理タクシーに乗せようとしていただろう」

　怒気を含んだ声が響く。普段の冷静で落ち着いている黎からは考えられないその声に、菫は視線を上げた。

「酔っ払っているにしても、菫をこんなに怖がらせて……今も震えてるぞ」

「な、なにを……お、俺はただ御園さんと一緒に飲みたかっただけだ」

　塩田は視線を泳がせる。厳しい表情を崩さない黎に圧倒されているのだ。

　常に大企業の後継者としての立場を意識し、経済界の有力者とも付き合いがある黎と塩田では役者が違う。酔っぱらっていても、塩田は自分との大きな違いに気付いたようだ。

「飲みに行きたければひとりで行け。菫は俺が送っていく」

　黎はきっぱりそう言うと、菫を胸に抱きしめた。絶対に塩田には渡さないとばかりに力がこめられ、菫は促されるように黎の背中に両手を回した。

　単なる友達だというのにここまで丁寧に守ってもらい、菫は黎に愛されていると勘違いしそうになる。

「菫、彼は富川製紙の社員か？　もしそうなら航に言って……おい、航」

「え？」

　菫の頭上で黎が馴染みのある名前を呼んでいる。菫は黎の視線の先を追った。

「あ、航君？」

　少し離れた場所から航が菫と黎を見ながらこちらに向かって歩いている。スマホを耳に当て、誰かと話しているようだ。

　航は富川製紙の次期後継者だ。菫は大学時代に果凛を通じて航と知り合ったのがきっかけで富川製紙に興味を抱き、運よく採用されたのだ。

「え、航君と一緒だったの？」

「ああ。さっきまで近くの店で飲んでた。果凛の仕事が予定より早く終わったから速攻でお開きになったけどな」

「あ……そうなんだ」

　果凛は大学在学中から自作の洋服をネット販売していて、ＳＮＳで評判になったり有名モデルからの注文が入ったりと売り上げは順調だ。おかげで恋人の航との時間がなかなかとれないと菫によく嘆いているが、今日は仕事が順調に完了したようだ。

「菫ちゃん、黎に抱かれてどうしたんだ？」

　菫と黎の目の前に立った航は、黎の胸に抱かれている菫を見ながら面白がるように笑っている。

「あ……それは、あの――」

「それよりこの酔っ払ってる男は航の会社の社員か？　菫をタクシーに押しこんで無理矢理どこかに連れていこうとしてたぞ」

　菫の言葉を遮った黎は、鋭い視線を塩田に向ける。

「俺はただ……御園さんと一緒にいたくて」

　拗ねた口ぶりでぶつぶつ言い訳をしている塩田を眺めていた航は、ふと思い出したように口を開いた。

「見覚えがあるんだけど。もしかしたら、野島さんのところのスタッフの方？」

　航は塩田の顔を覗きこむ。

「は……はあ」

　塩田が訝かしげにうなずく。同時に酔いのせいか足元がふらついた。

「航、そいつのことを知ってるのか？　社員だったらこういうことがないように厳重に注意しておけよ」

　怒りが収まらない黎の声に、菫の鼓動が不規則に跳ねる。普段から航や果凛と四人で会う機会が多いせいかなにかと菫を気にかけてくれるが、ここまで怒りを隠さない彼はめずらしい。

　航も菫と同じことを考えたようで、黎を意味ありげに見つめている。

「落ち着け。彼はうちの社員じゃないし、酔っ払ってる相手になに声を荒らげてるんだよ。ほんと、菫ちゃんのこととなると人が変わるよな」

　目の前で呆れる航に、黎は「悪いか」とつぶやき顔を背けた。同時に菫の身体をさらに抱き寄せる。

「怖くて泣きそうになってる菫を見て、冷静でいられるかよ」

「れ、黎君」

　黎の胸に顔を押しつけられ、菫はくぐもった声をあげた。ここまで黎と、というより男性と密着した経験がない菫は、ひたすら身体を固くし棒立ちのまま。

　黎とはたしかに仲がいいが、恋人でもない単なる友人をこうして抱きしめるのはどうなのか。

　初めて会った日から黎を想い続けている菫の全身は熱く、脳内はパニック状態だ。

　隠し続けている恋心に、まさか気付いているのだろうか。

　そう思い当たった菫がハッと表情を変えたとき、航の笑いを含んだ声が聞こえた。

「悪いなんて言ってないし、お前の気持ちはわかる。だったら、いい加減菫ちゃんと――」

「塩田っ。お前酔っ払ってなにをしでかした……え、航さん？」

　そのとき、慌ただしい足音とともに焦った声が菫たちの背後で響いた。

　振り返ると、野島が前まえ屈かがみになり荒い息づかいで膝に両手を置いている。

「本当、申し訳ない。おい塩田、お前また酒に飲まれやがって。今日はもうこのまま帰れ！」

　野島は赤い顔で突っ立っている塩田の腕を掴んだ。

「えー、野島さーん。俺は御園さんと飲みたいんですって」

「いい加減にしろ。御園さんを気に入ってるのはわかってたけど、まさか酒の勢いで……。御園さん、申し訳ない」

　黎の腕の中から顔を覗かせている菫に、野島が深々と頭を下げる。

「あ、あの。野島さん……」

　いきなり謝る野島の姿に菫は慌て、黎の腕から抜け出した。

「えっと、お酒のことだとわかってますから。野島さんはお気になさらず」

「そうだよ。彼の酒癖が悪いだけ。まあ、菫ちゃんはかなり怖がってたみたいだけどな」

　航が口を挟んだ。

「ねえ、航君は野島さんと知り合いなの？」

　ふたりの顔を見ながら、菫は問いかける。

「ああ。うちの仕事を引き受けてもらってる関係で父さんと野島さん、仲がいいんだよ。姉さんの結婚式のときにも会場カメラマンをお願いしたし」

「そうだったの……え？」

　どうりでふたりは親しげなのだと納得した菫の腕を唐突に掴み、黎は野島に向かってため息を吐いた。

「悪いけど彼を家でも二次会でもどこでもいいので連れていってもらえますか？」

　菫が腕の中から離れたのが気に入らないのか、黎が多少荒い仕草で菫を引き戻す。その勢いのまま、菫の身体は再び黎の腕の中に吸いこまれていく。

　抱き留められる寸前、とっさに黎の胸に両手を突き見上げると、切なげな黒い瞳が真っすぐ菫を見つめていた。




　その後野島は何度も菫に詫び塩田を引きずるようにしてその場を離れ、航は果凛の家に向かった。配車アプリで呼んでいたタクシーに乗りこむ航は果凛に会えるのがよほどうれしいのか、終始頬が緩んでいた。

　黎は航が乗ったタクシーが通りの向こうに消えていくのを見ながら面白がるように笑い声をあげた。

「果凛から連絡があった途端、ビール一杯で即お開き。航がなにより恋人を優先するのには慣れてるけど、あれで富川製紙の次期社長って最高だな」

「そうだね。果凛も航君ひと筋だし、仲がよくて本当にうらやましい」

「付き合い始めたのは大学の頃にしても、中学の頃から一緒にいるんだろ？　早く結婚すればいいのにな……まあ、航が社長に就任してからってことだろうな」

　黎はそう言って苦笑した。黎も航と同様将来は大企業のトップに就く。航の状況を自分のそれと重ね合わせているのだろう。

　好きだという想いひとつで結婚を決められない黎の立場と過去を察し、菫はなにも言わず顔を背けた。

　もしも紅尾ホールディングスの次期トップでなければ、黎はとっくに大学時代から付き合っていた恋人と結婚していたはずなのだ。菫は黎が過去に手放した大切な存在を思い出し、切なくなる。

　菫が黎と知り合った当時、黎には商社で働く恋人がいた。大学時代にはモデルの経験があるかなりの美人だと航から聞いていたが、黎は恋人の話をするのを嫌がり、彼女と顔を合わせたことは一度もなかった。誰にも会わせたくないほど彼女を大切にしていた黎は、菫と出会って三カ月が過ぎた正月頃から航や菫との付き合いを後回しにして彼女との時間を優先し始めた。

　それまで友達としてでもたまに会える日を心待ちにしていた菫は、滅多に会えなくなったさびしさに落ちこみ、自分が思っている以上に黎が好きなのだと自覚した。

　そんな中、黎が父親から次期後継者の責任として早く結婚するよう急かされていることを知っていた航から「いよいよ黎は親父さんのためにも今の彼女と結婚する気になったんだな。そうじゃなかったら強引に仕事の調整をしてまで彼女と会わないだろうし」と聞かされ、菫は黎の結婚が近いと察した。

　同時に、出会って以来胸の奥に隠していた黎への恋心を、消し去るべきときが来たのだと思い知らされた。

　けれどなぜか、黎はその彼女と別れてしまった。




「菫？」

　黎の腕の中で物思いにふけっていた菫の顔を、黎が心配そうに見つめる。

「あ、なんでもないの。ごめんなさい。黎君が来てくれてホッとしたのかな。ぼんやりしちゃった」

　菫はぎこちない笑みを浮かべ、黎を安心させるように見上げる。黎はたまらないとでもいうように力をこめて、さらに強く菫を抱きしめた。

「俺に強がらなくていい」

「う……ん」

　黎は以前から菫に優しいが、いきなり抱きしめたり頬を撫でたりするようなタイプではない。どれほど親しくなっても礼儀をわきまえ、友達としての距離を意識し慎重だった。それなのに今、菫は黎の腕の中に閉じこめられ吐息まで感じている。

　黎の優しさに気持ちを揺らしたこれまでを思い返してみても、今回の黎の優しさは別格だ。

「今日は一段と冷えるな……これ、巻いておけ」

「え？」

　菫の首元が柔らかな温かさで包まれた。

「年明け早々風邪なんてひくなよ」

　黎は自分が使っていたベージュのマフラーを菫の首にぐるぐる巻く。

「え、いいよ。黎君が風邪をひいちゃう」

「身体だけは丈夫だから気にするな。あ、タクシーを拾うけど大通りまで歩けるか？」

「で、でも」

　黎に巻かれたマフラーに顔を埋うずめながら、菫はぶんぶんと首を横に振る。そしてマフラーを黎に返そうとするも、黎がその動きを遮り、菫の手首を掴んだ。

「似合ってるからそのまま着けてろ。それよりさっさと行くぞ」

「あ、ありがとう……」

　黎は菫の手を引き歩き出した。

「ん？」

　黎の後をついて歩きながら、菫はふと首をひねる。

　黎と手をつないで歩くなど滅多にない。思い返しても、人混みではぐれないためにだとか菫が靴擦れで足を痛めただとかというれっきとした理由があったときくらいだ。

　それなのに今、黎は当然とばかりに菫の手を引き歩いている。

　ただでさえスキンシップ過多の黎に振り回され混乱しているのに、さらにわけがわからなくなる。

「今日は満月か」

　菫に合わせてゆっくり歩きながら、黎が空を見上げた。

「雲がないからすごく綺麗に見えるね」

　日中から続く晴天のおかげで雲ひとつなく、空には金色に輝く満月が浮かんでいる。

「最近忙しくて月や星を見る余裕なんてなかったな」

　黎はしばらくの間満月を眺めた後、深い息をひとつ吐いて菫に視線を向けた。

「満月のせいだろうな。菫を困らせないと決めてるのに自信がなくなってきた。あ、一月の満月をなんて呼ぶか知ってるか？」

「えっと……黎君？」

　黎の言葉の前半がうまく聞き取れず気になるが、とくに表情も変わらないところをみると大した話ではなかったのだろう。菫は聞き返すことなく続く問いについて考え始めた。

「ちょっと待ってね」

　黎の問いに菫は記憶をたどる。会社のホームページに掲載する折り紙作品を月に一度更新する際に、月ごとの行事や和風月名などと合わせて新月の呼び名も確認しているのだ。

　中秋の名月で知られる九月の満月はハーベストムーンといって、収穫を喜ぶ月にふさわしい呼び名だ。

「一月……あ、ウルフムーン」

　この時期はネイティブアメリカンが尊敬の念を抱いているオオカミの繁殖期で、遠吠えがよく聞こえてくるからそう呼ばれているというのが一般的な説だ。

「そのテーマで作品を作ってホームページにのせてもよかったんだけど、残念ながら最終的にお正月にちなんだ作品を作ったから今月のうちのホームページにオオカミは登場しなかったの。オオカミって子どもたちにあまり馴染みがないし」

「菫は？」

「え、私？」

　月を眺めていた菫の顔を覗きこむ。端正な顔でジッと見つめられ、菫は思わず後ずさる。

「オオカミに遭遇したこと、ある？」

「ないない。オオカミなんて動物園でしか見たことない」

　黎がなぜそんな質問をするのかがわからず、菫は首をかしげた。満月の話をしていただけなのに、突然オオカミに話題が飛んでしまった。

「普通はそうだな。だけど菫が気付いてないだけで、さっきの男みたいなオオカミたちに狙われてたんだろうな」

　黎は困惑する菫に含みのある声でそう言って、再び歩き始めた。

　つながれた手に引っ張られ、菫は黎の後をついて歩く。

「狙われてたってどういう意味？　街中にオオカミがいるわけないでしょう？　冗談ばかり」

　菫の言葉を聞き流し、黎はなんでもなかったかのように歩を進める。

　肩透かしをくらったみたいで腹立たしい。菫は子どものように顔をしかめた。

　黎はそんな菫の様子をしばらく眺めた後「鈍すぎ」とだけ言って視線を戻す。同時にそれまでつないでいた手をほどき、菫の肩を抱き寄せた。

「え？」

　菫は勢いよく黎の胸に飛びこみ、顔を埋める。

「まだ震えてるな。……心配だからこのまま俺の家に連れて帰りたい。ひとりにしたくないんだ」

「黎君？」

「足元もふらついてる。まだ怖いんだろ？」

　幾分小さくなったとはいえ、たしかに菫の身体はまだ震えていた。おまけになんでもない振りをしていたが、足元に力が入らずうまく歩けない。

「大丈夫。そのうち治まると思うから」

　これまでなにがあってもひとりで感情に折り合いをつけてきたのだ。この程度のことなら黎に頼らなくてもやりすごせる。

「ふうん」

　黎はちらりと菫に視線を向け、訝かしげな表情を浮かべた。

「菫の大丈夫は信用してない。それに菫が心配で、俺の方が大丈夫じゃない」

「え……」

「弱ってるときくらい、俺に守らせてくれ」

　黎の温かな手が菫の頬をしっとりと撫で、反論しないよう親指で菫の唇を塞いだ。

　ただ軽く触れているだけの指先から伝わる熱に、菫は今にもとろけてしまいそうになる。黎がどんなキスをするのか知らないのに、まるでキスをされたような錯覚を覚え、そんなことを思う自分が恥ずかしい。

　菫はこれ以上一緒にいると黎への想いをつい口にしてしまいそうで不安になり、その場で首を横に振って気持ちを切り替えた。

「黎君、私は本当に大丈夫なの。だから――」

「なにを言っても聞いてやれない。今日は絶対に俺の家に連れて帰るから」

　黎は菫の言葉を即座に遮り、それ以上はなにを言っても無駄だとばかりに表情を引きしめた。










第二章　想いも身体も重なった夜




　誰もがその名前をよく聞く高級住宅地に黎の自宅はある。何度か訪れたことがある高層マンションを見上げ、菫はその高さに圧倒される。

　世界屈指の大企業のトップや芸能人、政治家たちがこぞって購入し販売開始と同時に完売したという豪華なマンションだ。緑が多い地方で育った菫にとって、テレビで見るしかなかった別世界。ここに来るたび緊張で足どりがぎこちなくなる。

「ほら、行くぞ」

　タクシーを降りた途端、黎は菫の手を掴みマンションのエントランスへと向かう。敷地内に入るにも警備員が見守るゲートにカードキーを通して解錠し、その後しばらく歩いた先にあるエントランスでも暗証番号を入力しなければマンションには入れない。もちろんマンション内にも警備員が常駐し、まるでホテルのように豪華なロビーにはコンシェルジュが複数人待機している。

　カウンターに立つ顔見知りのコンシェルジュに軽く頭を下げる黎につられ、菫も会釈する。ここに来るのは初めてではないが、いつもなら航や果凛も一緒だ。こうして菫ひとりが訪ねるのは初めてで、コンシェルジュにどう思われているだろうと居心地が悪い。

　黎の自宅がある二十階までは高速エレベーターであっという間。普段は感動するその速さも、今は逆にうらめしいほどだ。

「冷蔵庫に菫が好きな林りん檎ごジュースがあるから飲んで待ってて」

　黎は自宅のリビングに入るなりそう言うと、着替えのために寝室に消えた。

　取り残された菫は落ち着かない気分でしばらくその場で黎が戻るのを待っていたが、寝室をチラリと見ても、戻ってくる気配はない。

「どうしよう……」

　菫は次第に大きくなる緊張感に耐えられず、黎が戻ってくる前に帰ろうかと考えた。けれど菫を心配してわざわざ連れ帰ってくれた黎の優しさを思い出し、それは失礼だからやめておこうと考え直す。

　白みがかった木目調で統一されたリビングはとても広く、センスのいい家具が揃っている。中でも深い紫色が目を引くベンチタイプの猫足のソファが菫のお気に入りだ。

　それは以前果凛たちとこの部屋に来てインテリアの話で盛り上がったときに菫が憧れの家具メーカーだと言って果凛たちに見せたサイトに掲載されていた。菫はその個性的なフォルムや黒い枠に紫の背もたれという印象的なコントラストに目が釘付けになった。すると菫の様子を見ていた黎が「それほど気に入ったなら俺が買っておくからいつでも来て使えばいい」と言って躊躇なく注文ボタンをクリックし、菫は言葉を失った。

　それは職人手作りの一点物というだけあって決して安くない。なにより室内の雰囲気とはまるで違うデザインだ。菫は黎に何度もキャンセルするよう訴えたが、黎は菫の言葉を聞き流し、なぜか満足そうな笑みを浮かべていた。

『菫の名前にぴったりの椅子だな。届いたらすぐに連絡する』

　黎の部屋のインテリアと猫足のソファ。どう配置しても馴染みそうにない。やはり菫のために取り寄せてくれたのだろう。さすが紅尾家の御曹司、一般人とは感覚が違う。

　菫は黎の気遣いを申し訳なく思う一方で、菫が自分の名前にちなんで紫色を好むことなど知らないはずの黎の言葉が心に響き、それ以上なにも言えなかった。

　本音では黎がソファを買ってくれたのがうれしくてたまらなかったのだ。

　菫は猫足のソファの端にバッグとコートを重ね置き、腰かけた。

　ひとりでここを訪ねたのは初めてで、予想以上に落ち着かず神経質になっている。

「どうしよう……」

　力なくつぶやき、何度目かもわからないため息を吐きだした。

「まだ落ち着かないのか？　ひとりにして悪かった」

　シャワーを浴びたのか、黎が濡れた髪をタオルで拭きながら目の前に立っている。百八十センチを超えるスラリとした長身かつ女性からの注目度抜群の秀麗な容姿の黎は、仕立てのいいスーツだけでなく単なるスウェット姿も様になっている。

　これに大企業の次期後継者という肩書きが加わるのだ、どこをどう切り取っても無敵の男性に違いない。

「大丈夫か？」

　黎は菫の足元に膝をつき、大きな手で菫の頬を包みこんだ。

「顔色はまだそれほどよくないけど、震えは止まったようだな」

　黎は菫が落ち着いているのを確認し、ホッと息をつく。

「野島さんだっけ？　彼があの酔っ払いに厳しく言ってくれるだろうし、今後なにかあれば航に言えばいい。釘を刺してくれるはずだ」

「大丈夫。塩田さんももうあんなことはしないと思うから」

　黎は塩田のせいで菫の口数が少ないのだと誤解しているようだ。たしかに塩田に無理矢理タクシーに押しこまれそうになったときには背筋がぞっとしたが、今ではすっかり落ち着いている。

　むしろ菫の口数が少ないのは他でもない、黎のせいなのだ。こうして黎の部屋にふたりきりでいて、平然と話せるわけがない。

　今も菫の心臓はばくばく大きな音を立てていて、呼吸するだけで精一杯だ。

「菫、もしもまた今日みたいなことがあったら、俺に電話しろ。そうじゃなくても困ったことがあればどんな些細なことでもいいから俺に頼れ。いいな」

「黎君に？　それは申し訳ないよ」

　親しくしているとはいえ限度がある。今日みたいに偶然顔を合わせたときでもなければ頼るつもりはない。

「俺がずっとついていられたらいいんだけどな」

「……え？」

「今日みたいなことがこの先もあるかもしれないし。いや、きっとあるだろ。菫は綺麗でそこにいるだけで男の目を引くからな」

　菫はぽかんとする。自分が綺麗だとは思わないし、男性からの視線を感じた記憶もない。

「いくら私が心配だからってそんなお世辞は必要ないよ。今日みたいなことって初めてだし、男の人と飲む機会は滅多にないから。黎君にそこまで心配してもらわなくて大丈夫。理由もないし……でも、ありがとう」

　黎の過剰な気遣いを遠慮しながらも、ここまで心配されてうれしくないわけがない。心がじんわりと温かくなる。

　実家に頼れずひとりで暮らしている菫にとって、黎は誰よりも頼れる存在なのだ。

　本音を言えば黎の言葉に甘えてしまいたいが、それはあまりにも図々しい。

　第一、黎は今も別れた恋人を想い続けているのだ。そんな黎にこれ以上負担をかけられない。

「菫？　どうした。やっぱりまだ――」

「あ、ごめんね。ただぼんやりしていただけ。塩田さんのことなら大丈夫」

　黎が別れた恋人を忘れられずにいることを思い出して考えこむ菫を、黎は不安げに見つめている。

　どこまで優しいのだろう。

　まるで黎の方が塩田に傷つけられたように見える。菫は黎への想いが胸にあふれるのを感じた。そして今でもまだ黎を好きだと思い知らされる。

「そうだ林檎ジュース」

　菫はこの場の空気を変えようと、無理矢理笑みを浮かべた。

「青森の林檎ジュースでしょ？　後でもらっていい？　そういえば去年、あまりにもおいしくて私と果凛でたくさん飲んじゃったね」

「そうだったな。今年も好きなだけ飲んでいいぞ」

「あの、まさか私たちのために取り寄せてくれたの？」

　果凛にいたっては、その後自分でも取り寄せるほど気に入っていた。きっと黎はそのことを覚えていたのだろう。

「……もしも足りなかったら追加するから言って」

　黎は菫の問いに答えるでもなく立ち上がると、菫の隣に腰を下ろした。その途端、シャワーを浴びたばかりの黎の身体からミント系の香りが漂い、菫は思わず息を止めた。ボディソープなのかシャンプーなのかわからないが、今まで知らなかった黎の日常を垣間見た気がしてドキリとする。

「あ、菫も風呂に入ってくれば？」

「ううん、家に帰ってから入るから大丈夫」

　着替えもなにも用意していないからと菫が断った途端、黎の表情が曇った。菫の言葉に納得がいかないのか、眉も不機嫌そうに寄っている。

「黎君？」

「家に帰すつもりはない。いい加減、それくらい理解してくれ」

　黎は菫の顔を真っすぐ見つめ、きっぱりと言い放つ。その語気の強さに気け圧おされ、菫はソファの上で後ずさる。このままだと黎に言われるがままこの家でひと晩を過ごすことになりそうだ。

　菫は黎とふたりきりで過ごす夜を想像し、落ち着かない気分になる。黎が友達としか思っていない菫に手を出すとは思わないが、菫にとって黎は片想いの相手だ。平静ではいられない。

「あ、あの。やっぱり年明けは忙しい？」

　菫はそわそわする気持ちを紛らわせようと、当たり障りのない言葉を口にした。

　話の腰を折られた黎は一瞬顔をしかめ、ぞんざいに答える。

「ああ。毎年のことだけどな。三月納期の依頼も多いから、まあ仕方がないんだ」

　黎は紅尾システムソリューションでシステム開発をしている。

　企業の社内システムの構築・運用、そしてサポート業務を請け負っているらしいが、政府や各省庁からの受注も多く、いつも忙しそうにしている。

　海外にも支店がいくつかあり、黎が現地に行く機会は多い。たしか先月もヨーロッパに二週間ほど行っていたはずだ。

「身体を壊さないようにね。ひとり暮らしだから食事にも気をつけなきゃ」

「わかってるよ」

　黎は軽い口調で答える。

　いずれ父親の跡を継いで大企業のトップに就かなければならない黎は、その立場に見合う実績を残そうと一生懸命だ。

　同じ立場の航とは大学時代から仲がよく、卒業後も定期的に会って情報交換をしているらしい。

　とくに富川製紙のシステム開発・管理を黎の会社が一手に引き受けていることから、公私ともに顔を合わせる機会は多いと聞いている。

「この時期普段ならまだ会社にいる時間なのに、たまたま航と近くで飲んでいたおかげで菫を助けられてよかったよ。他の誰でもなく、俺があの場にいられてよかった」

「あ……それは、ありがとう。感謝してる」

　塩田の件では間一髪のところで助けてもらった。菫は改めて礼を述べ頭を下げる。

「何度も言うけどまたなにかあれば俺に言えよ。近くにいる俺ならいつでも菫を助けてやれるから」

　感情を表情に乗せない黎にはめずらしく、どこか悲しげに口元を歪めている。なにが黎をそんな表情にさせるのか、菫にはその理由が思い浮かばない。

　それにスキンシップの多さもそうだが口にする言葉からも普段とは違うニュアンスが感じられ、どうにも落ち着かない。

「どうした？　妙な顔をして。まあ、それもかわいいけどな」

「……酔ってる？　私をおだててもなにも出ないよ」

　お世辞だとわかっていても頬が熱くなるのを抑えられず、菫は呆れた風を装ってごまかした。

「……おだてて手に入るならいくらでもおだてるし、大切にする」

　不意にそれまでとは違う固い声でそう言って、黎は菫の顔を見つめた。

「あ、あの？　どうかした？　今日の黎君、おかしいよ」

　黎は不安げに瞳を揺らす菫をしばらく見つめた後、ふと表情を引きしめ口を開いた。

「そろそろ婚約者が帰ってくる頃だよな」

「婚約者……？」

　一瞬、黎が突然なにを言い出したのか理解できず、菫は口ごもる。

「ドイツ赴任の任期は長くても二年って言ってただろ」

「あっ」

　続く黎の言葉に菫は目を見開き、顔をひきつらせる。

「こ、婚約者。うん。そ、そうなの。そろそろ帰国すると思うんだけど、まだよくわからなくて」

　菫は視線を泳がせ曖昧に笑って見せる。

　まさかこの場でその話が持ち出されるとは思わず、あっという間に全身から熱が引いていく。

「たしか相手が帰国したら結婚準備に入るんだよな」

　感情が読めない黎の落ち着きはらった声に、菫は「た、多分」とぎこちなく答える。

　つい口ごもってしまうのは、やましい思いを抱えているからだ。

　菫は黎の顔を見ていられずうつむくと、一年半前にした見合いを思い返した。

　一昨年の五月、菫は黎が恋人との結婚を決めたと思い沈みこんでいた。黎をあきらめたくても簡単にあきらめられない悶もん々もんとした日々。いつ仕事で大きなミスをしてもおかしくない不安定な状況にかなり疲れていた。

　そんなとき、疎遠になっていた母から突然連絡が入り見合いを強要された。菫は黎を忘れられるかもしれないと、縋すがるような思いでその話を受けた。

　けれど見合い相手とふたりきりで顔を合わせた途端、自覚していた以上に黎への想いは強く、黎以外の男性を受け入れられないと改めて実感してしまった。菫はその場で相手に事情を話し何度も頭を下げて謝罪し見合いを断った。

　幸いにも相手の男性は菫の気持ちを理解してくれ「お互いにその気にならなかった」ということにして見合いの話を流そうと言ってくれた。

　勝手に見合いを破談にした菫に母は激怒しいっそう実家に帰りづらくなったが、黎への想いをどう昇華させればいいのかわからず困り切っていた菫にとって、その問題は二の次だった。

　母の怒りが収まらない中実家から戻ってすぐ、菫は果凛の自宅に食事に呼ばれた。果凛にだけは事前に見合いの話を打ち明けていたので、きっと心配しているのだろうと思いつつ果凛の家に顔を出したとき、そこには航と黎の姿もあった。

　航が果凛の家にいてもおかしくないが、その頃滅多に顔を見せなかった黎に久しぶりに会い、菫はうろたえた。顔を見た途端、胸が黎への恋心でいっぱいになったのだ。

　菫はその日、黎の顔をまともに見ることができず頻繁にキッチンに引っ込み果凛の手伝いをしていた。

『それで、お見合いはどうなったの？　電話で聞いても要領を得ないし。心配していたのよ』

　果凛は当時から菫の黎への気持ちを察していたようで、気遣うような声音で菫に尋ねたのだが、タイミングが悪くたまたま飲み物を取りに来た黎に聞かれてしまった。

『お見合いって、どういうことだ？』

　キッチンに入るなり菫に詰め寄る黎の語気の強さに気圧され、菫はシンクに背を預け黙りこんだ。

『まさか見合いをするために、滅多に帰らない実家に帰ってたのか？』

　傍らでおろおろしている果凛にかまわず、黎は鋭い声で菫に問いただした。

『う、うん……お見合いの話があったから、久しぶりに帰ったの。それで、その……』

　菫がおずおずと顔を上げ口を開いたとき、目の前にある黎の顔が大きく歪んだ。

　黎は菫の体をシンクに押しつけ、逃げ出さないように菫の両脇に手をついた。

『れ、黎君』

　あっという間に吐息が触れるほどの距離に黎が近づき、菫は果凛に弱々しい視線を向けたが、彼女も目を丸くし驚くばかり。

『菫』

　不機嫌な黎の声に肩を小さくし、菫は『お見合いは、その……』と口ごもった。同時になぜ黎が菫の見合いのことで不機嫌になるのかが理解できず、どう答えていいのかわからなかった。

『なんで見合いなんてしたんだ。俺はなにも聞いてなかったぞ』

　続く黎の厳しい声に、菫はハッとした。

　もともと黎に見合いの話をするつもりはなかったが、たとえ話そうと思っても、恋人との時間を優先していた黎に話すタイミングなどなかったのだ。

　そう考えたとき、菫は黎をあきらめるために見合いをしたのだと改めて思い出した。だとすれば、見合いはうまくいかなかったと正直に伝えない方がいいかもしれない。

『も、もともと断るつもりだったから果凛にしか言ってなかったんだけど、会ったらとてもいい人で、その……結婚することになったの』

　つい嘘が口を突いて出てしまった。

　その瞬間、菫は自分の嘘に焦り視線を泳がせたが、彼女との結婚が近いだろう黎への想いを断ち切るためには嘘も仕方がない。ただ、成り行きをおろおろと見守っていた果凛にも嘘をつくことになり、心が痛んだ。

『そ、そういえば、黎君も彼女との結婚が近いんじゃないの？』

『は……なんだよそれ』

　黎は菫の言葉に呆然とした表情を浮かべ、続けて自分は恋人と別れたと告げた。菫はあまりの驚きに言葉を失った。

　この数カ月、黎は忙しい仕事の合間に時間を捻出しては彼女と会っていると聞いていたのになにがあったのだろうか。

　その理由が気になったが、別れた恋人に未練があるのかあまりにもつらそうにしている黎に、菫はなにも聞けなかった。同時にこれほど彼女を想っている黎からこの先自分が愛される可能性はないのだと、強く思い知らされた。

　だとすれば、やはり黎のことはきっぱりとあきらめなければならない。だから見合い相手と結婚すると嘘をつき退路を断ったのは間違いではなかったのだと、菫は自分に言い聞かせた。

　それから約一年半が経ち、今年の夏には架空の婚約者がドイツから帰国することになっている。

　計画では婚約者のドイツ赴任期間が延びた、あるいは婚約を解消したということにしてごまかすつもりでいたが、それは半年ほど先でいい話。具体的にどう伝えるかはまだ考えていなかった。なのにいきなり黎にその話を持ち出され、まとまりのない言葉ばかりが口を突いて出る。

　これ以上追及されて結婚の話が嘘だとばれるのはまずい。やはり一刻も早く黎の家から帰るべきだ。

　菫は黎が座る向こう側に置いたバッグを取ろうと手を伸ばし腰を浮かせた。

「婚約者は、こんなに長く菫と離れていて平気なのか？」

「え……？」

　黎は菫が伸ばした手を素早く掴み、苦しげに眉を寄せる。

「俺ならたとえ海外でも菫を連れていくのに。二年も離れるなんて、絶対に無理だ」

「無理って、それって、あの……黎君？」

　重い声音で問いただす黎に、菫は違和感を覚える。

　これまでもなにかと菫を心配し気遣っていたが、黎がここまで菫と婚約者との関係に立ち入ってくるのは初めてだ。

　やはり変だ。黎になにかあったのだろうか。菫は急に心配になった。

「黎君、嫌なことでもあったの？　それともなにか悩みでも？　だったら私が聞く――」

「菫は本当にその男と結婚したいのか？」

　気を揉む菫の言葉を遮り、黎は改めて問いかける。菫の答えを聞くまでは、掴んだ菫の手を離すつもりはなさそうだ。

「……えっと」

　菫は答えに詰まる。結婚の予定はないと正直に話すことに抵抗はないが、だったらどうして嘘などついたのかと聞かれるのはまずいのだ。

　黎を忘れたくて嘘をついたなどと言えるわけもなく、強い視線を向ける黎から必死の思いで視線を逸らした。

　そのとき部屋の空気を変える軽やかなメロディーが響き渡り、菫と黎は顔を見合わせる。それは幼児教育番組のオープニング曲で、菫のスマホから流れていた。

「菖蒲あやめからの電話だ……」

　双子の妹の菖蒲の着信音だと思い出し、菫は黎に「ごめんね」と言いながらバッグからスマホを取り出した。

「……もしもし、菖蒲？」

『あ、菫ちゃん、久しぶり』

「うん。久しぶり……」

　思いのほか明るい声がスマホから聞こえ、菫はひとまずホッとする。

　菖蒲とは滅多に連絡を取り合わず、ましてや顔を合わせる機会はほとんどない。母親から勘当されているも同然の菫は年末年始にも帰省せず、前回菖蒲と会ったのは一年半前の見合いで帰省したときだ。

『菫ちゃん？　聞こえてる？』

「う、うん。聞こえてる」

　黙りこんでいた菫は、菖蒲の声に我に返る。緊張のあまりとっさに出た声は震えていた。

　すると傍らにいた黎が菫との距離を詰め、彼女の背にそっと手を当てた。菫が家族とうまくいっていないと知っているからだろう、ここに俺がいるとでも言わんばかりに優しく撫でている。

　菫はその動きを意識しながら次第に気持ちが落ち着いていくのを感じた。

「菖蒲、久しぶりだね。えっと、父さんと母さんになにかあった？」

『ううん。それは大丈夫。ふたりは元気。あのね、母さんからも連絡があると思うけど、菫ちゃんにお見合いの話があるから帰ってきて』

「え……？　お見合い？　私に？」

　思ってもみなかった言葉を耳にし、菫の声は裏返る。

　以前、母が望んだ見合いがまとまらず、その結果菫は完全に母から見放された。そんな自分に再び見合いの話が持ちこまれるとは考えられない。

「菖蒲も知ってるはずだけど、私、母さんから嫌われてるし、前のお見合いだってうまくいかなくて。だから私にまたお見合いなんて……嘘でしょう」

『嘘じゃないよ。母さんが菫ちゃんのために、前よりも条件がいいお見合いを用意したのよ』

「そんな……お見合いって。だって私……あ」

　菖蒲の言葉に動揺して力が抜けた菫の手からスマホが滑り落ちた。

　するととっさに黎の手が伸び、ラグの上に落ちる寸前のスマホを掴んだ。

「あ、ありがとう……」

『それでね』

　菫が黎からスマホを受け取ろうとした瞬間、スマホから菖蒲の声が響いた。黎がスマホを手にした弾みでスピーカーモードに変わったようだ。

『今回のお見合い相手はうちの幼稚園にかなりの寄付をしてくれてる畑はた中なか建設の社長の長男の悟さとる君。中学で菫ちゃんと同じ吹奏楽部だったから知ってるでしょう？』

「悟先輩なら覚えてるけど、卒業以来会ってないよ」

　黎の手の中のスマホに向かって、菫は力なく答える。

『悟君ね、来年いよいよ家業を継ぐから社長さんが結婚相手を探してるの。母さんが頑張って菫ちゃんとのお見合いを取り付けてきたんだから、前みたいに勝手に断るなんてこと絶対にやめてよね』

　具体的に見合い相手の名前を聞かされ、それも菫の中学の先輩だ。いよいよこれは嘘でも冗談でもなく現実なのだと理解し、菫は顔色を変える。

「で、でも。私、母さんからなんの連絡もないし勘当されてるし」

『時間が経って、母さんの気持ちも落ち着いたんじゃない？　だからお見合いの後は結婚準備に入るつもりでそっちは引き払って帰ってきてね。じゃあね』

「菖蒲、ねえ、私お見合いなんて――」

　要件を話し終えた菖蒲は菫にかまわず、さっさと通話を切ってしまった。菫はすでに光が消えたスマホの画面を呆然と見つめる。

「今さらどうしてお見合いの話が……」

「それはこっちが聞きたい。うまくいかなかった見合いってなんの話だ？」

「あっ……黎君。そ、それはね、あの」

　黎の低く不機嫌な声に菫はうろたえる。今の話を黎は聞いていたのだ。いきなりの見合い話に動揺し、黎が傍らにいることにまで気が回らなかった。

「たしか見合い相手が帰国したら結婚するって、さっき言っていたよな？」

「そ、そんなこと……言ったかな。ははっ。それにしても突然またお見合いしろなんて、おかしいよね。菖蒲も母さんもなにを考えてるんだろうね」

「俺は菫がなにを考えてるのかが知りたい」

　菫はぎこちない笑みを浮かべごまかそうとするが、菫を見つめる黎の表情は固く、彼女の言葉を疑っているのは明らかだ。

　菫は嘘をついた理由を正直に打ち明け想いを伝えようかと考えた。

　けれど立場も見た目も極上の黎には女性からのアプローチは多いはずなのに、恋人どころか特定の女性の気配すらない。大企業の後継者としての覚悟とともに仕事に励み、遊びに行くといっても今日のように航と飲みに行く程度。彼はきっと今も別れた恋人が忘れられないのだろう。

　改めてその事実を思い出した菫は、今も過去の恋を昇華できていない黎を困らせたくないと、考え直す。

「とにかく今日は遅いからまた今度にしよう。実家には改めて電話してみる。だから心配しないで」

　菫は黎の手の中にあるスマホを返してもらおうと手を伸ばした。

「え？」

　黎は菫の手からスマホを遠ざけると、無造作にそれをスウェットのズボンのポケットにしまいこんだ。

「なにを隠してる？　本当のことを話すまでこれは預かっておく」

　感情を消した声と目を菫に向け、黎は断固たる調子でつぶやいた。

「そんな、困る……」

「だったらちゃんと話せばいいだろ。嘘もごまかしもなしだ」

　黎はこれ以上菫の言い訳など聞かないとばかりに顔を歪め、菫に向き直る。

「あの……」

　黎の勢いに圧倒され、菫のか細い声はあっさり無視される。黎の固く閉じられた口元を見ると、怒りが見え隠れしている。

　黎は嘘をついた菫に呆れているのだろう。呆れているだけでなく、嘘をつかれて傷ついているのかもしれない。

　菫はこれ以上ごまかせないと、覚悟を決めた。




　猫足ソファに身を埋め、菫はたどたどしい口調で見合いの件について話し始めた。

　途中、並んで座る黎をチラチラ見ては、その反応を確認する。ただでさえ嘘がばれて居心地が悪いというのに、互いの身体が触れ合うほどの距離の近さ。その緊張感はかなりのもの。

　菫はときおり声を詰まらせ頭を整理しつつ、順を追って話し続けた。

　ただ、黎への想いがばれないよう言葉を選ぶのは思いのほか神経を使った。

「結局、見合いはしたけどうまくいかなかったってことなんだな？」

　ひと通り話を聞き終えた黎の問いに、菫は視線を泳がせうなずく。淡々と事実を確認する黎の言葉が耳に痛いうえに嘘が次々とばれて決まりが悪い。

「婚約したというのも、相手の男性のドイツ赴任終了後に結婚するというのも――」

「ごめんなさい。全部嘘なの。先方も乗り気じゃなくて。それでふたりで話し合って破談にしちゃって」

　落ち着き払った黎の声が逆に菫を責めているように思え、菫は黎の言葉を遮った。

「だったらどうしてあのときにそう言わなかったんだ。俺はてっきり菫は結婚が決まって幸せだと思ってたんだ。だから」

　黎は悔しげにそう言って顔をしかめた。

「黎君？」

「なんでもない。自分のふがいなさにイライラしているだけだ」

「ふがいなさ？」

　きょとんとしている菫の頭をぐしゃりと撫で、黎は軽く首を横に振る。

「俺のことはいいから。で、なんで俺に本当のことを言わなかったんだ？　いつかばれると思わなかったのか？」

「あ、あの。それは……」

　ぴくりと身体を震わせた菫の手を、黎は両手で優しく包みこむ。

「菫、答えて」

　それまで菫の手を掴んでいた黎の手が、答えを促すように菫の頬に移る。菫はその表情の険しさに息をのんだ。

「ごめんなさい。……お、お見合いがうまくいかなかったって、恥ずかしくて言えなかったの。それにあのとき、黎君がいよいよ彼女と結婚すると思ってたから水を差しちゃいけないかなって」

　菫は黎への恋心を悟られないよう言葉を選び答える。黎の結婚が近いと考えていたのは嘘ではないが、今再び黎への想いを胸にしまい嘘を重ねたことで胸が痛み泣きそうになる。恥ずかしくて言えなかったのではない。黎への想いが強すぎて本当のことが言えなかったのだ。その気持ちが落ち着いた頃を見計らって見合いは破談になったとでも言おうと考えていたが、結局今日に至るまで黎への気持ちが落ち着く気配はなく、見合いの件について口にする機会もなかった。

「俺が結婚？」

　居心地の悪さにうつむく菫の耳に、黎の困惑する声が届く。見ると黎の眉間に深い溝ができている。

「俺の結婚ってなに？　今までそんな話をした記憶はないけど」

　黎は思い返すようにつぶやき、菫を見つめ首をかしげる。

「だって、あの頃の黎君は彼女との約束優先で付き合いが悪くて……よっぽど彼女が好きなんだなって。だから結婚も近いって思ってた」

　それに父親から結婚を急かされていると聞き、これは間違いないと確信したのだ。

「だけど私がお見合いの後戻ってきたら、黎君は彼女と別れてすごく落ちこんでるからびっくりしたの。黎君、彼女と結婚したかったんでしょう？　だから彼女としょっちゅう会って――」

「は？　なんでそうなる……」

　黎は大きく息を吐き、菫の肩に力なく額を乗せた。痩せているとはいえ長身の身体が押しつけられ、菫はソファの上で小さく固まった。

「あの、黎君……？」

　黎は菫の両肩に手を置き、ゆっくりと顔を上げる。

　菫はおずおずと手を伸ばして黎の背中に手を添え、ポンポンと何度か叩いた。

「菫、いいか」

　無言で背中を撫で続ける菫の腕を掴み、黎は口を開く。

「菫が考えてるような理由じゃな――」

「ごめんなさい。いいの、わかってるし大丈夫」

　落ち着いた声で話し始めた黎の言葉を、菫は大きな声で遮った。赤い顔で何度も首を横に振るその様子に黎はたじろぐ。

「あのね。もうなにも言わなくていいから。黎君がつらそうにしているのを見てたし簡単に忘れられないってこともわかってる。だから無理しないで」

「いや、待て。俺は別に彼女とは」

「彼女の話は聞きたくない」

　菫は語気を強めた。今もまだ黎が好きなのだ、黎の口から彼女の話を聞くのはつらい。

　めずらしく強い反応を見せた菫の顔を、黎が真っすぐ見つめる。

「あ、あの。だから、彼女の話はもういいの。えっと、私が黎君に嘘をついていたのが悪いんだから。そもそも恋愛経験ゼロの私がいきなり結婚なんてあり得ないよ。恋人どころか男性の友達も黎君と航君くらいしかいなくて今時の中学生の方が知識は豊富だろうし。そんな私が結婚なんて、ないない。黎君だったらすぐにでも結婚できそうだけどね」

　菫は再び彼女の話を続けそうな黎を制してひと息にそう言った。思いつくまま言葉をつないで取り繕ったが、黎にどう伝わったのか自信はない。おまけに最後の言葉は拗ねているみたいで不要だったなと反省する。

「中学生の方が……まあ、たしかにそうかもな。知識もそうだし、菫より察しがいいよな、きっと」

　黎は最初菫の勢いに面食らっていたが、次第に表情を和らげおかしそうに目を細めた。

「察しが悪いのは菫だけじゃないか。俺もまんまとだまされてたってことだからな」

　黎は軽い口調でそう言うと躊躇なく菫の頬を撫で、自然な動きで耳たぶをもてあそび始める。そして指先で持ち上げた髪に口づけを落としている。

「れ、黎君」

　じゃれるような触れ合いに頬を染め、菫の声は裏返る。仲がいいとはいえ菫と黎は単なる友達だ。この流れはおかしいだろう。

　菫は黎の手をそっと掴み、ぎこちない笑みを浮かべる。

「か、からかわないで。私、こんなことすら初めてなの」

　今の黎はあまりにも親密すぎる。

　二十代も半ばを過ぎているというのにこの程度のふれ合いにも免疫がない自分が情けない。これでは冗談ではなく本当に中学生以下だ。

　菫はくらくらする頭の中を整理し、どうにか気持ちを落ち着ける。

「それでね、お見合いの話に戻るけど。勝手に破談にしちゃったから母親が激怒して、それ以来実家に帰りづらくて……勘当されたも同然なの」

「破談……ね」

　そのとき、黎は指先でもてあそんでいた菫の毛束をぱらりと落とし、固い声でつぶやいた。

「だったら結局、菫には結婚の予定もなければ恋人もいないってことだな？」

　念を押され、菫は黎の変化の理由がわからないまま深くうなずいた。

「隠していて本当にごめんなさい。お見合いした当日にとっくに断ってるの。なのにどうしてまたお見合いしろなんて言い出したんだろう。私にその気はないのに……あ、でもどうしよう」

　菫は声を震わせ身体を固くした。

「どうした」

　明らかに青ざめている菫に、黎は眉を寄せる。

「大丈夫か？　なにが気になるんだ、言ってみろ」

　黎は菫の膝裏に手を差しこみ抱き上げると、自分の膝の上にゆっくりと降ろした。

　抱き上げた瞬間菫は目を丸くし黎に向かってかぶりを振ったが、黎はかまわず菫の頭を胸に抱き寄せた。

　菫は慌てて離れようとするが、その動きは即座に拒まれる。

「気にするな。この方が話しやすくていいだろ」

「でも……」

　たしかに横並びに座って話すよりも膝の上に横抱きにされている方が体勢的には楽だが、黎の膝の上で抱きしめられているこの状況でなにを話せというのだろう。あまりにも親密すぎて緊張感は半端なく、頭も回らない。

　それに、これ以上黎に家族の話をして困らせたくない。

　菫は身体を動かし黎から離れようと再び試みる。その途端、黎の手にぐっと力が入りさらに強く抱き寄せられた。

「いいから話せ。見合いの話がまた持ちこまれて困ってるんだろう」

　黎は片手を菫の腰に回し、もう一方の手で菫の頭を柔らかく撫で始める。その動きはとても慎重で優しく、菫の心情を案じる黎の思いが伝わってくる。

　菫は次第に脱力し、自ら黎の胸にことんと身体を預けた。

　黎には愚痴をこぼさないと決めたのに、全身を包みこむ黎の温かさにほぐされていく。

「あ、あのね」

　菫は自分の意志の弱さに落ちこみながら口を開いた。

「前にお見合いを断ってから母は私に会ってくれなくて。それなのに今さらまたお見合いなんてわけがわからない。第一、好きでもない相手と結婚したくない。だけどまた断ったら今度こそ本当に実家に帰れなくなるかもって考えたら、怖くなっちゃって」

　この一年半、母親と顔を合わせず電話をしてもそっけない言葉ですぐに切られている。

「それに、母から妹が幼稚園を継ぐから好きにしなさいと言われて……だから私、大学卒業後も地元に帰らずこっちで就職して頑張ってきたのに」

　しばらく忘れていた子どもの頃の苦しい思いが勢いよくよみがえる。




『あなたは菖蒲と違って本当になにもできない子ね』

　菫は物心がついた頃から母にそう言われて育ってきた。

　双子といっても二卵性の菫と菖蒲はそれほど似ていない。

　手足が長くスラリとしたスタイルの菫と小柄で丸みを帯びたスタイルの菖蒲。今も昔もひと目で見分けられるほど、ふたりの違いは歴然としている。

　顔立ちも目鼻立ちがはっきりとしていてどちらかといえばクールな印象の菫に対して、菖蒲は笑顔が愛らしい幼顔。菫が美人だと言われる機会は多かったが、その言葉は菖蒲のようなかわいらしさがない自分への気遣いだと考え、決して真に受けることはなかった。

　菖蒲の愛らしさは顔だけでなく性格にも当てはまり、子どもの頃から菖蒲は周囲の人気者だった。人見知りなど無縁な性格ゆえに他人の懐に入るのが得意で、初対面の人ともすぐに仲よくなっていた。

　成績に関してはふたりとも優秀で問題はなかったが、菖蒲に限っていえば、ずば抜けて秀逸な成績を収めていた。中学高校と学年一位は当たり前で全国模試でも国立最難関と言われている大学のＡ判定を何度もたたき出していた。

　なにもかもが菫よりも優れている菖蒲。そんな菖蒲を母親が溺愛するのは当然で、「自慢の娘」と周囲に触れ回っていた。

　そして菖蒲のサポートをするのが菫の義務だとことあるごとに厳しく言い聞かせ、菫を幼稚園教諭の資格が取れる大学へ進学させようと考えていた。

『菫も幼稚園教諭の資格をとって、菖蒲を手伝いなさい』

　いずれ幼稚園の園長になることを期待されていた菖蒲は幼稚園教諭一種の資格が必要で、大学に入学しなければならなかった。

　一方、菖蒲のサポートだけを期待されている菫に一種の資格は不要で、短大でも専門学校でもよかったのだが、両親は大学以外の進学を許さなかった。

　結局、菖蒲は地元の難関国立大学の発達教育学部に合格したが、菫は都内の私立大学の教育学部に合格できなかった。

　けれど願書をオンラインで提出する際、菫は教育学部以外にも受験の機会を得られる併願受験というシステムを活用し、家政学部も志願していた。

　受験料や提出する書類の追加がなく、ボタンをひとつクリックするだけで完了できるので両親に内緒で受験した結果、本命には落ちたが家政学部には合格できた。

　このことが菫と両親の間に溝をつくった一番の要因ともいえるが、菖蒲が合格した大学には及ばないにしても難関校として知られた大学だ、世間体を気にする両親は菫の進学を渋々許した。同時に両親は、それは菫が今後幼稚園とは関わらないという意思表示だと受け止めた。

『菖蒲は将来園長になって幼稚園を盛り立ててくれるっていうのに。あなたは勝手に違う道に進んで自由に生きていくのよね』

『料理や裁縫なんて、高い学費を払ってまで勉強すること？　そんなの家のことを手伝っているうちに覚えていくものでしょう。本当、菖蒲と違ってあなたは冷たい子ね。家族や地元を捨てて出ていくんだから』

　大学の入学手続きや引っ越しの手配が終わって一段落ついた頃、母は冷たい表情を浮かべてそう言い放った。

　勝手に家政学部の受験をしていた菫への怒りが収まらなかったのだ。

　子どもの頃から優しくされた記憶が少ない菫だったが、そのとき母が見せた鬼のような形相は異様で、まるで菫を憎んでいるように思えた。

　高校三年生の受験期はただでさえ不安定な時期だというのに、菫にとっては家族との関係が大きく揺らいだつらい時期でもあった。




「お見合いをまた断ったら、今度こそ母は完全に私を切り捨てると思う。そうなったら私、帰る場所がなくなっちゃって……本当のひとりぼっちになるかも」

　菫は胸にあふれる思いをこらえきれず、つい情けない思いを口にした。

「安心しろ。俺は菫をひとりにはしない」

　黎は菫が何度も口ごもり言いよどんでも、辛抱強く菫の話に耳を傾けていた。今も菫の身体を抱きしめ、励ますように背中をそっと撫でている。その温かさに後押しされて、菫は幼少期から抱えてきた苦しみを吐き出せたのだ。

「私、いつまでもあきらめが悪いよね」

　地元を離れると決めたときに、家族との関係はあきらめたつもりでいた。中でも母とは生涯縁が切れることも覚悟した、はずなのに。

　今こうして再び見合いの話が持ちこまれ、この話を断ったらもう二度と母からのコンタクトはないかもしれないと不安になり、心は大きく揺れている。

「私、まだ心のどこかで母と仲直りできるかもしれないって期待していたのかな」

　可能性はほぼないと納得していても、やはり期待していたのかもしれない。親子だからという一点、それだけに縋っていたのだ。

「だけど、やっぱり嫌だ……。お見合いも嫌だし、戻りたくない」

「だったら戻らなくていい」

　黎は力強い声でそう告げると、菫の頭をさらに強く自分の胸に押しつける。

「見合いは断れ。実家の反応が気になるなら俺が一緒に行って話をつけてもいい」

「れ、黎君にそこまでしてもらう理由が……」

　黎の胸の中でもぞもぞ顔を上げ、菫は瞳を瞬かせる。菫の話を聞いてもらうだけならまだしも、家族と話をつけてもいいとは理解が追いつかない。

「理由？　ただ菫が大切なんだ。なんといっても俺は、困ってる菫に弱い。家族との関係を考えると仕方ないとは思うけど、ひとりで踏ん張ろうと気負ってる菫が心配でたまらないんだ」

「あ、あの……」

　淡々と口にした黎の言葉は、ひどく甘いような気がした。そこまで言ってもらえるほど自分たちが親密な関係だとは思えない。

　そのとき黎の瞳に甘い光が宿り、襟足に黎の指先が優しく触れた。

「婚約者なんていないんだ。気を使う必要はないよな」

「う、うん」

　菫は穏やかな黎の声にうなずきながらも、ふとその言葉にひっかかる。

　菫に向けられた言葉だと受け止めた一方で、まるで黎が自分自身に言い聞かせているようにも思えたのだ。

　菫に婚約者などいない。だから黎が気を使う必要はない――と。

「本当、早く言ってくれよ。気付かなかった俺も情けないけど。だけど、よかった」

　大きく息を吐き出しつぶやいた黎の言葉に、菫は眉を寄せる。

「よかった？」

　黎は菫の嘘を責めるどころか安心したように目尻を下げている。おまけに普段から滅多に感情を見せない黎にはめずらしく、その表情は高揚感にあふれている。

　いったいなにが起こっているのだろう。

　黎は口元を緩め、いっそう深みを帯びた瞳で菫の視線を絡め取る。

　黎の指先が菫の目尻をそっと撫でた。柔らかな仕草に反して触れる指先は熱く、菫の鼓動がとくりと跳ねる。

「嘘で……よかった」

　指先を動かしながらつぶやく黎に、菫はしゅんと身体を小さくし頭を下げる。

「ごめんなさい。どうしても言えなくて」

「もう、いいよ」

　黎はそう言って、菫の身体を抱きこんだ。

「何度も言うけど、心配だから、今日はここに泊まれ」

「だけど……」

「今夜は色々あって疲れただろう？　ひとまずここでゆっくり体を休めろ」

　黙りこむ菫の頭に黎の手が優しく添えられる。菫は困ったように顔をしかめた。

「今日はもうなにも考えるな。これからのことは明日話そう」

「だから、それは、その。帰らなきゃ……」

「とりあえず風呂に入って温まってこい。着替えなら適当に用意しておくから」

　菫を胸に抱いた黎の弾む声が、鼓膜にダイレクトに響く。

「だから、黎君……」

　反論しようと身じろぐ菫を、黎はその都度抱きしめては阻止する。それを何度か繰り返し、黎は何度も泊まっていくようにと説得を続けた。そのうちあきらめモードに入った菫は黎の申し出に渋々うなずいた。

　黎の押しの強さに負けた風を装いながらも、本当のところは菫自身が黎の側にいたかったのだ。

「じゃ、じゃあ、お言葉に甘えます」

　黎の腕の中でもじもじしながらつぶやく菫を、黎は満足そうに見つめていた。




『あなたは菖蒲と違って本当になにもできない子ね』

『菖蒲は将来園長になって幼稚園を盛り立ててくれるっていうのに。あなたは勝手に違う道に進んで自由に生きていくのよね』

『料理や裁縫なんて、高い学費を払ってまで勉強すること？　そんなの家のことを手伝っているうちに覚えていくものでしょう。本当、菖蒲と違ってあなたは冷たい子ね。家族や地元を捨てて出ていくんだから』

　暗い世界の向こう側から、菫を責め立てる声が聞こえてきた。あきらめと憎しみに満ちた低い声に、菫は全身をこわばらせ震えながら耐え続ける。

　どこにも逃げ場のない、光の筋ひとつ見えない真っ暗闇で。




「母さん、私、頑張るから。いつか母さんに認めてもらえるように絶対に……」

「菫、おい、どうしたんだ」

「私、母さんが喜んでくれるように勉強するし、いつか、いつか……」

「菫、目を覚ませ」

　母からの冷たい言葉に全身を震わせていたとき、温かな声が聞こえてきた。

　頬に落とされた優しい刺激、そして菫を悲しい世界から引き上げようとする強い力。

　菫は全身が頼りがいのあるなにかに守られているような感覚に包まれた。

「菫」

　遠くから名前を呼ばれ、菫はぼんやりと目を開く。

「黎君……？　私、え、どうして」

　菫の視界に入ってきたのは、菫が寝ているベッドの脇に膝立ちし心配そうに顔を歪めている黎だった。菫の様子を食い入るように見つめている。

「大丈夫か？　かなりうなされてたけど、悪い夢でも見たのか？」

　黎は菫の頬にかかった髪を後ろに梳いた。その手の温かさには覚えがあった。どこまでも暗く悲しい世界の中でもがいていた菫を呼び戻してくれた力強い感触だ。

「黎君」

　菫のかすれた声が部屋に響く。

「あ、私……」

　次第にはっきりとしていく意識の中、菫は辺りを見回した。

　そこは黎の寝室で、サイドテーブルやライティングデスクなどの見慣れない調度品が目に入る。

　黎の家に泊まると決めた菫を、黎は無理矢理寝室のベッドに寝かしつけたのだ。

『俺はリビングで仕事をするし、そんなときにソファで寝るのもしょっちゅうだから気にするな』

　そう言って黎はソファで十分だと言う菫の言葉など完全に無視した。

　黎の広いベッドは寝心地がよく、心身ともに疲れていた菫はベッドに入った途端眠りについたのだが、菖蒲からの電話によって思い出した切ない過去が、悪夢を呼びこんだようだ。

　菫は夢の中で聞いた母親の冷たい言葉を思い出し、小さく身体を震わせた。

「どうした？　リビングにまで声が聞こえてきたぞ」

　黎は親指の腹で菫の目尻から落ちる涙を拭った。けれど拭ったそばから涙がこぼれ落ち、シーツをしっとり濡らし続ける。

「ベッドが慣れてなくて眠れないか？　温かいお茶でも飲むか？」

　菫の表情をうかがいながら、黎は優しく声をかける。

「ううん、大丈夫。……ごめんね」

　菫は黎の視線から逃れるように両手で顔を覆い、身体を横に向けた。目の前には壁、そして背中に黎の視線を痛いほど感じている。

　落ちこんだときや体調が悪いとき、今日のように母親から叱られたり冷たい目で突き放される夢を見ることがある。最近はあまり見なかったが、まさか黎の家に泊まったときに見るとはあまりにもタイミングが悪い。菫は手元のブランケットを掴み身体を小さく丸めた。

「菫」

　黎の穏やかな声に、菫の体からわずかに力が抜けていく。

「ベッドはとても寝心地がいいから心配しないで。さすが御曹司愛用のベッドだよね、横になった途端すぐに眠っちゃったみたい」

　菫は壁を見ながら明るくそうつぶやくも、涙混じりのくぐもった声に説得力はなく、黎の口からはため息がこぼれる。

「こっち向け、菫」

　黎がベッドの端に腰かけた拍子に菫の身体が沈み、小さくバウンドする。同時に伸びてきた黎の手が菫の頭をくしゃりと撫でる。

「よくうなされるのか？」

　黎の問いに、菫はぶんぶんと首を横に振る。本当のことを言えば、黎が心配するはずだ。ただでさえこうしてベッドを占領し困らせているのにこれ以上迷惑はかけられない。

「私、普段ひとりだからたまにさびしくなって泣いちゃうみたいで……今日は妹からの電話でホームシックになっちゃったのかな。この年になって夢で泣くなんて、子どもみたいだね、恥ずかし――」

「無理しなくていい。ホームシックになるほど実家に帰りたいのか？」

　菫の言葉を信じていないと明らかにわかる声で、黎は菫の言葉を遮った。

「菫をないがしろにして夢でまで傷つけるような母親が、本当に恋しいのか？　さびしくて泣いているわけでもないよな」

　感情を抑えていながらも、その言葉はとても鋭い。菫は反論できず、唇をかみしめた。黎の指摘通り、ホームシックなんてでまかせだ。母親を思い出すだけで自分が役立たずのできの悪い人間のように思え、苦しくなるのだ。

「妹さんからの電話がよほどショックだったんだよな」

　自分のことのように苦しげな声でそう言いながら、黎はベッドに潜りこんできた。背中に黎の体温を感じた菫は慌てて身体を起こそうとするが、一瞬早く黎の腕が伸び菫の身体を背後から抱き寄せる。

「ひとりがさびしいなら、俺が抱きしめてやる」

　黎は菫の肩に顔を埋め、吐息とともにそうつぶやいた。

「あ……あの、黎君」

　首に黎の唇が触れ、菫はピクリと反応し身体を小さくする。密着した背中が熱い。

「菫には俺がついてるから、これ以上苦しまなくていい。今まで気付いてやれなくて悪かった」

　菫のお腹の上で組まれていた黎の手に、ぐっと力が入る。

「菫の結婚が決まったと聞いて、菫に深入りしないように意識していたんだ」

「え？　でも、よく果凛や航君と一緒に会ってたよね」

「それが俺の弱さなんだよ。深入りしないと決めても結局菫との縁を切れなかった」

　吐き出すようにそう言って、黎は菫の身体をくるりと自分の正面に向けた。突然のことに菫は抵抗できず、気付けば目の前で黎が瞬きをしている。

　少しでも動けばお互いの唇が触れ合いそうな親密な距離に、菫は息を止めた。

「菫が見合いをして結婚が決まったと聞いたとき、目の前が真っ暗になったよ。血の気が引くってこのことかって実感して、苦しくてたまらなかった」

「……黎君？」

　菫のか細い声になんの反応も見せず、黎は菫の頬を両手で包みこむ。

「ただ、たとえ苦しくてもそれを菫に知られるわけにはいかなかった。結婚が決まっている菫を困らせたくなかったからな」

　自身の心を振り返るように言葉を続ける黎を、菫は呆然と見つめ返す。

「俺がつらそうに見えていたのなら、その理由は菫だ。彼女と別れたからじゃない。菫の結婚が決まったと知って、自分のタイミングの悪さに絶望したんだよ」

　黎の表情が見るからに固くなる。吐き捨てるような声音から、言葉通り絶望を感じた。

「ど、どうして私の結婚がショックだったの？　だって黎君は結婚するはずで、あんなに彼女と会ってたのに」

「だから、それが間違いなんだ」

　これまでになく大きな声が部屋に響き、菫は息をのむ。

「悪い」

　黎は身をすくめた菫の身体を慎重に抱き寄せる。菫は呆然としたまま素直に黎の胸に身を任せた。

「たしかにあの頃は、無理にでも時間を作って彼女に会いに行っていた」

　その言葉を聞いて、菫はわずかに身じろいだ。

「ひとまず今は俺の話を聞いてくれ」

　菫を落ち着かせるように、黎は彼女の背中に手を添え優しく撫でる。

　菫はその言葉に素直に従い、背中に広がる温かさに意識を集中した。

「彼女とは大学の卒業直前に付き合い始めたんだ。だけど、結局うまくいかなかった。理由のひとつは彼女は俺の立場に魅力を感じていただけで本気で俺を好きなわけじゃなかったということ。紅尾ホールディングスの社長夫人。彼女はそれだけを求めてた」

「そんな。社長夫人なんて、相手が好きなら頑張れるけど、そうでなかったら荷が重すぎて大変なだけなのに」

　菫はおずおずと顔を上げ、黎の気持ちを気にかける。黎はその視線を苦笑いで受け止め話を続ける。

「まあ、社長夫人になりたいから俺と結婚したいとはっきり口にする彼女はある意味すがすがしくて、彼女との結婚もありかなと考えた時期もあった。恋愛感情を持ちこまず仕事に集中できるだろうし、彼女は彼女で肩書きさえもらえれば満足だって言い切ってたから」

　あっさりそう言って笑う黎に、菫は眉を寄せる。

「だったらどうして？　それほど社長夫人になりたかったのに、彼女はどうして黎君を振ったの？」

　彼女と別れたときの黎の激しい落ちこみぶりを思い出し、菫は胸が痛んだ。

　すると黎は菫の頭をくしゃくしゃと撫で回し、大きく息を吐き出した。

「俺が別れを切り出したんだ。それに、落ちこんでいたのはそれが理由じゃない。菫が結婚すると聞いて、落ちこんでいたんだよ」

「え、黎君から別れようって言ったの？」

　黎の言葉を頭の中で整理しながら、菫は目を丸くする。

「ああ。菫と知り合って好きになったから、彼女との結婚は考えられなくなった。それが彼女と別れた一番の理由だ。菫以外の女性とは結婚できない。そう思ったんだ」

　菫を見つめる黎の瞳が切なげに揺れる。

「え……私？」

「そう、菫のことは航に紹介されたときからかわいい子だと思ってた。で、初めて会ったあの日、食事の後店の外で菫に連絡先を聞いてきた男がいただろう？　それを見たとき菫を他の男に渡したくないって思ったんだよな。会ったばかりなのにって自分でも驚いたけど、それが菫に対する自分の気持ちを意識し始めたきっかけだ。その後はもう、それまで俺の周りにいた女性と違って俺になにもねだってこないし俺の立場を意識するでもないし。どんどん惹かれてあっという間に好きになった」

　変わらず菫を真っすぐ見つめたまま、黎はつまることなくひと息に想いを告げた。菫はその淡々としながらも真摯な声音に戸惑い、小さく首を横に振る。

「嘘っ」

　菫はブランケットをはねのけ飛び起きた。

「だって、そんなことひと言も言ってくれなかったし、彼女としょっちゅう会ってたのに」

「そうだったな」

　黎も菫に続いて起き上がると、落ち着かない様子で黎を見つめる菫の手を握りしめた。

「俺だって少しでも早く菫に想いを伝えたかった。だけどお互いに気持ちがないとはいえ恋人がいる俺にそれはできないだろう。だから彼女と別れてから菫に好きだと伝えるつもりでいたのに、彼女にとって紅尾ホールディングスの社長夫人の座はかなり魅力的で、なかなか納得してもらえなかった。だから毎週のように会いに行って話し合って、別れるのにかなり時間がかかった」

　そこまで話した黎はホッとしたように肩を下げ、菫の手をさらに強く包みこんだ。

「こうして菫に触れたいとどれだけ思っていたか……なのにようやく彼女と別れて菫を俺のものにしようと意気ごんでいたら、いつの間にか見合いして結婚が決まってるし、自分のタイミングの悪さに辟易した」

　語気を強めた黎の真剣な言葉が、菫の胸を大きく揺らす。

　別れを切り出したのが黎だと聞いてもちろん驚いたが、その理由が自分だと知りさらに混乱し頭が回らない。

　黎が今も別れた恋人を想い続けているのだと信じ、自分の恋心が実ることなど想像もしていなかったのだ。今までそんな気配など微み塵じんも見せなかった黎の言葉を信じていいのかわからず、不安も大きい。

「突然いろいろ聞いて、頭が追いつかない……」

　菫はいったん落ち着き頭の中を整理しようと考え、ベッドの上で姿勢を正した。

　黎も気持ちを切り替えようと思ったのか、サイドテーブルの上のライトを点灯させた。趣のあるオレンジ色の光がぼんやりと室内を照らし出す。

　それまで暗かった部屋が明るくなり、菫は部屋の片隅の書棚にあるガラスケースが目に入った。ケースに入っているくす玉には見覚えがあり、菫はそれをまじまじと見つめた。

「あれって、私が作ったくす玉？」

　菫はガラスケースを指差し、黎に問いかけた。黎は気まずそうに肩をすくめる。

「あ、ああ。見つかったな。菫が作ってくれたくす玉だ」

「え、なんでここに？」

　ガラスケースの中に収まっているのは、二年前、菫が黎の母親のために制作したくす玉だ。金色と茶色を基調にした華やかなもので、折り紙六十枚を使っている。

「もしかして、お母さん、気に入らなかった？」

　菫は不安げな声でつぶやいた。

　二年前の正月、母親との折り合いがうまくいっていない菫は実家に帰省せず、自宅でひとりの正月を過ごしていた。大学時代から続くひとりの年越しや新年には慣れていたが、その年は黎が菫を初詣に連れ出してくれた。すでに黎への想いを深めていた菫は、家族と海外に行っているという黎の彼女に申し訳ないと思いながらも黎とふたり、神社へと出かけたのだ。

　そこで偶然黎の両親とかち合い、気のいい黎の母が菫にお年玉をくれた。立場上新年の挨拶などで顔を合わせる人数は多く、ポチ袋に入れたお年玉をいくつも持ち歩いているそうだ。

　すでに社会人となりお年玉をもらう年齢でもない菫は必死で遠慮したのだが、黎の母親は「私たちに比べたらあなたたちはまだまだ子どもよ」とにこやかに笑い、菫の手にポチ袋を押しつけた。

　実家を出て以来お年玉には縁がなかった菫は、ポチ袋に描かれた七福神のイラストを見ながら泣きそうになった。

　ひとり暮らしを初めてからそれまで、学費以外は実家に頼らずなにもかもをひとりでこなし頑張ってきた。

　そんな中、誰かにこうして「子ども」だと言って気遣われることがどれほどうれしいものなのかを実感し胸がいっぱいになったのだ。

　後日、そのお礼として作ったくす玉が今黎の部屋に飾られている。

「あれ、お年玉のお礼に作ったくす玉よね？　お母さんに渡してって黎君に預けた……」

　一流企業の社長夫人である黎の母親なら大抵の物はすでに手にしているはずだと考え、菫は得意の折り紙でくす玉を作って黎に預けたのだ。

「やっぱり、折り紙で作ったものなんていらなかったのかな」

　気持ちをこめて丁寧に作ったとはいえ、折り紙だ。そんな子どもじみたものなど受け取ってもらえなかったのかもしれない。菫はベッドの上でがっくりと肩を落とした。

「違う。実家に届けに行ったとき、母はひと目で気に入ってかなり喜んでたけど、俺が欲しくて無理矢理もらってきたんだ。惚れてる女が心をこめて作ったものなら、そりゃ欲しいだろ」

　うなだれる菫の顔を覗きこみ、黎が猛然と弁解する。

「惚れてる？　でもあのとき、黎君には恋人がいて」

「ああ。だけどあの頃からとっくに菫が好きでどうしようもなかったんだよ。菫が俺の母親のために作ったくす玉を手元に残しておくくらい惚れていたってことだ。この二年、その想いは少しも変わってない」

　黎は心に秘めていた想いを一気に吐き出すと、目を丸くする菫をかき抱いた。

「菫が結婚するって聞いて、俺がどれほど苦しんだかわかるか？　まずは彼女と別れてからだなんて考えずに、真っ先に菫に気持ちを告げていればよかったと何度後悔したか。綺麗ごとを並べてもたもたしていた自分のふがいなさが心底嫌になったよ」

「れ、黎君……」

「だけど、もう遠慮はしない。今日男に無理矢理タクシーに押しこめられそうになった菫を見たとき、たとえ婚約者がいても俺が菫を幸せにすると決めた。相手がどういう態度に出てこようが、絶対に手放さない。そう決めて菫を助けたんだ」

　耳元に届く黎の絞り出すような声を、菫は呆然と聞いていた。これほどありのままに感情をぶつけてくる黎は初めてだ。

　大企業の御曹司という立場を背負い、黎はいつも冷静だった。黎の発言や行動ひとつで会社の株価や利益に影響が出ることを心得ているからだ。肩苦しい立場を淡々と受け止め、どんな状況の中でも冷静にやり過ごし本音を漏らすことはない。それが黎の本来のパーソナリティーだと、菫は思いこんでいた。

　けれど今の黎の姿に、それはまったく当てはまらない。

「菫、愛してる」

　菫を抱きしめ苦しげな声でそうつぶやく黎の身体は小刻みに震え、冷静さからはほど遠い。あふれ出る感情に対処できず、まるで菫に縋り付いているようだ。

「わ、私……」

　菫は黎の重みを肩で受け止めながら、頭の中で黎の言葉を何度も繰り返す。視線の先には二年もの間黎を見守っていたはずのくす玉。黎はそれをどれほど切ない想いで見てきたのだろう。

　いつの間にか頬を伝っていた涙を手の甲で拭い、菫は黎にしがみつく。

「私、初めて会ったときから黎君が気になってどうしようもなかった。だけど彼女がいたからあきらめるしかなくて」

　黎の胸に顔を埋め、菫はひと息に想いを告げた。その瞬間、黎がいっそう強く菫を抱きしめた。

「結婚するなんて嘘をついてごめんなさい。恋人がいる黎君に好きって言ってしまいそうで……だけど、ちゃんと言えばよかった。私に勇気がなかったせいで黎君を苦しめたよね」

　ひしと抱きつき、菫は長い間言えずにいた想いを吐き出した。

「俺も。たとえ婚約していようが菫を連れ去ってでも気持ちを伝えればよかった。おまけに菫と中途半端に距離をおこうとしたせいで、菫が両親との関係にここまで悩んでいるのに気付いてやれなかった」

　まるで自分のせいで菫が苦しんでいるのだと思いこんでいる黎の声に、菫はハッと顔を上げた。

「それは、違う。両親とはもともとうまくいってなかったから、黎君のせいじゃないし。私がなんとかしなくちゃいけなくて」

　黎の腕を掴み、菫は何度も首を横に振る。

「またお見合いを断ったらそれこそ本当に実家には帰れなくなるね」

「菫？」

「私、自分が間違っていたのかもってずっと悩んでた。お見合いを断らずに結婚していればすべてうまくいってたのかもしれないって」

「それは違うだろ。たとえお母さんを怒らせたとしても、自分で自分を守った菫は間違っていない。だからそんな弱気なことを言うな」

　力なくつぶやく菫の肩をつかみ、黎は強い口調で言い放つ。

　菫はそんな黎の様子が新鮮で、つい口元をほころばせた。

「私、正直、お見合いした男性と結婚していればよかったかもしれないと思ったことはあるけど、結局断ったことを後悔してないの。たとえ両親との仲がこじれても、黎君以外の人を好きになれるとは思わなかったから。あ、でも、黎君に恋人がいたからって自分の気持ちを告げないままでいたことは後悔してる。玉砕する覚悟で告白すればよかったよね。嘘までついて黎君を苦しめて、本当にごめんなさい」

　唇をかみしめ頭を下げる菫を、黎は再び胸に抱き寄せた。

「お互い様だ。俺が菫の嘘に気付ける距離で見守っていればよかったんだよ」

「そんなこと……」

「それに、この二年を無駄にしたのがかなり悔しい。俺の気持ちひとつで菫とこうして抱き合えていたはずなのに」

　黎は大きく息をつき、過去の自分を悔んでいる。

　この二年と言われ、黎への想いを振り切れなかった日々の切なさを思い出し、菫は目を伏せる。苦しい中で過ごした二年はとても長かった。

　そして同じ想いを黎も抱えていたのだ、申し訳なさに胸が痛む。

　結婚が決まったと嘘をついたのは菫だ。

　黎が婚約中の菫を気遣い距離を詰められなかったのは仕方がない。

　だから菫と両親の関係がここまでこじれていると気付かなかったのは当然なのだ。

　そして菫も黎が別れた恋人を今も想い続けていると思いこんでいた。

　菫と黎の気持ちが寄り添うきっかけならいくつもあったはずなのに、相手のことを考えすぎて遠慮し、結果的にはふたりとも思うようにならない恋に苦しんでいたのだ。

「本当だね。すごく悔しい」

「ん？　どうした」

　菫は黎の胸に額をぐりぐりと押し当て甘える仕草を見せる。

「二年分。本当ならこうして黎君と抱き合えていたかもしれない二年分」

　黎から顔を逸らし、菫は黎がさっき口にした言葉を真似てつぶやいた。

「抱き合えていた二年分？」

「うん。もったいなかった二年を取り戻したい」

　照れくささを隠しきれずたどたどしい声音で話す菫を黎はしばし見おろす。やがて目尻を下げると菫の頭を粗い手つきで撫で始めた。

「へえ……。どうやって取り戻すんだ？　抱き合えていたはずの二年分、結構長いぞ」

　顔を上げようとしない菫に愛しげな眼差しを向け、黎はわずかに上ずった声で問いかける。

「どうやってって言われても」

　からかい混じりの黎の言葉に、菫は口ごもる。

「えっと、た、たとえば。あ、会いたいときに会ったり、電話で話したり」

　菫は黎の身体に寄り添い、指折り数える。

「あ、一緒においしいものを食べたい」

「うん、それで？」

　次第に明るく滑らかに話す菫を見つめ、黎の表情も和らいでいく。

　やがて脱力した身体を黎に委ねる菫の髪を束にして持ち上げ、指先でもてあそぶ。

「そうだ、去年の夏に果凛や航君たちとキャンプに行ったでしょう？　また四人で行こうよ。今度は川釣りでいいところを見せなきゃ」

「なあ、菫、それでいいのか？」

　声を弾ませはしゃぐ菫に、黎はくすくす笑い声をあげる。

「キャンプでも釣りでも付き合うし、もちろんおいしい店ならいつでも連れていくけど、それってこの二年を取り戻すことなのか？」

　畳みかけるような声に、菫は黙りこむ。

「この二年間、菫とは何度も会って、電話もした。なんなら航や果凛も一緒に旅行にも行ったよな」

「うん……そうだね」

　菫の目がハッと大きくなる。黎の言わんとすることがわかったのだ。

「あ、あ、私……」

　菫はもぞもぞと顔を上げ、それまで身を委ねていた黎の身体からそっと離れた。

　スーツを脱ぎラフなスウェット姿の黎が、意志の強そうな瞳で菫を真っすぐ見つめている。普段はワックスで後ろに流されている髪が無造作に額にかかっていて子どもっぽい印象を与えている。それが妙に照れくさい。

　菫は緊張を解くように何度か瞬きを繰り返した後、そっと手を伸ばし黎の髪に触れた。

「思っていたより硬いね」

　艶のある真っすぐな黒髪は指通りがよく滑らかで、さわり心地は抜群だった。

　そして菫はそのまま指先で黎の耳たぶをつまんでみる。自分の耳よりも弾力が強いのは男性だからだろうかと考え、小さく笑った。

「もういいだろう」

　耳たぶへの刺激がこそばゆいのか黎は顔を逸らし、菫の手を掴んで遠ざける。

「ふふ。気になってたの、この二年間。黎君の髪の手触りや耳たぶの柔らかさ。想像していたよりもいい感じだった」

　顔を赤くしながら満足そうに話す菫に、黎は苦笑いを浮かべる。

「いつでも触ってよかったのに。もったいなかったな」

「うん。二年間、存分に触れることができたかもって思うと本当に残念」

「それで？　他にはないのか？　この二年間してみたかったこととか、取り戻したいこと」

　これで終わりじゃないだろうとばかりの期待をこめた声に、菫は「それは……」と口ごもる。

「あるんだろう？　言ってみろよ。これから先二度と後悔したり、もったいなかったなんて言いたくないんだ。俺にしてほしいことでもなんでも言ってみろ」

　黎の優しい声に促されて視線を戻した菫は、ほんの一瞬ためらう表情を見せた後、思いきって口を開いた。

「黎君、好き。ずっと大好き」

　小さくてもはっきりと聞き取れる声でそう告げてすぐ、菫は勢いよく黎の胸に飛びこみ熱くなった顔を隠した。

「聞こえたよね。絶対聞いたよね。私、この二年間ずっと言いたくても言えなかったからつらかったの」

　この二年間を取り戻すためとはいえ、黎に言いたくても言えず胸の中に秘めていた言葉をいきなり言ってしまった。

「たった一回で気が済んだ？」

　菫を抱き留めた黎の言葉に、菫は少し間を置き首を横に振る。

「好き。初めて会ったときにはもう、好きになってたと思う。あのとき男の人に連絡先を聞かれて困ってる私を助けてくれた黎君、かっこよくて頼もしくて、あっという間に好きになったの。この二年、そのことも言いたかったのに言えなかったから、今言えてうれしい」

　言い終えた途端、菫の全身から力が抜けていく。

　好きだと言いたくて言えず、ずっと苦しかった。

　この二年の後悔はいくつもあるが、想いを口にできなかった悔しさは他とは比べようがないほどだ。

「黎君、好き」

　菫は黎の身体に強くしがみつき、好きだという想いを全身で注ぎこむ。

「お、おい」

　力一杯黎に抱きついた菫の勢いにバランスを崩し、ふたりの身体は勢いよくベッドに倒れこむ。

　黎はベッドの上で身体を弾ませながら仰向けになり菫の身体を胸の上で抱き留めた。

「いきなりだな」

　そして菫の様子を気遣いながら、肩を震わせくすくす笑っている。

「そうか、この二年、菫は俺を押し倒したかったんだな。意外に積極的でうれしいよ」

「ち、違うから。押し倒すなんて、そんなこと考えたことないから」

　菫は黎の胸から顔を上げ、必死で反論する。『好き』と、それだけを言いたくてたまらなかった恋愛初心者の自分が、まさか押し倒したいなどと考えるわけがないのだ。

「あ、そ」

　顔を赤くしまくしたてる菫の頬を黎は手の甲でするりと撫でる。

「それは残念。俺と同じ気持ちなんだとうれしかったのに」

　黎は芝居じみた仕草で大きくため息を吐き、そしてすぐに真面目な顔をつくる。同時に部屋の空気も鋭く変化し、菫は黎から目が離せなくなった。

　黎はお互いの顔の高さを合わせるために菫の身体を引き上げると、素早く身体を回転させた。

「きゃっ」

　あっという間にふたりの身体は反転し、黎は間髪入れず菫の身体をベッドに押しつける。

「俺はこうやって菫を押し倒したかったし、それ以上のことだってしたかった」

「あ……あの」

　突然仰向けになった菫の視界には、菫の身体におおいかぶさる黎の色気に満ちた顔。

　両手はシーツに縫い付けられ、身動きひとつできない。

「あ、あの、黎君」

　黎の顔が吐息が触れ合うほどの近い距離に迫っている。

　そのとき黎の唇が菫のそれに重なった。熱い刺激が唇を覆い尽くし、菫の反応を引き出すようにしっとりと動いている。

「ん……っ」

　菫にとってこれが初めてのキスだ。驚いた上に呼吸もうまくできない。息苦しさに口を開いた途端黎の舌が菫の口内に入りこみ、我が物顔で動き始める。

「れ、黎君」

　両手はベッドに押さえつけられ、全身は黎の身体によって動きが制限されている。ほぼ自由がない状況に一瞬不安を覚えたものの、黎の唇がその不安を消し去っていく。

　黎の口からくぐもった声が漏れ、いっそう深い角度で欲を注ぎ続ける。

　すると菫は次第に黎のキスに心地よさを感じ、ぎこちないながらも舌を絡ませ黎の動きを受け止められるようになった。

　夢中でキスを交わし、いつの間にか拘束が解かれていた腕を黎の首に回したとき、黎は名残惜しそうに菫の唇を解放した。小さなリップ音が寝室に響く。

「かわいいな、菫」

　はあはあと荒い呼吸を繰り返す菫の目尻にたまっていた涙を、黎は指先で拭い満足そうに微笑んだ。

「俺は菫とキスがしたかった。この二年、何度もだ」

　そしてわずかに間を置き、菫の額に軽く口づける。

「それだけじゃない。俺は菫が欲しかった」

　それまで菫の顔の両脇にあった黎の手がおもむろに動き、彼女の首筋から鎖骨をたどり始めた。そして入浴後身につけた、菫にはやたら大きな黎のトレーナーの裾の中に入り素肌を刺激し始める。

「え」

　菫はとっさに手を伸ばして黎の手を掴んだ。

　恋愛未経験の菫にもこの先に控えていることなら簡単に想像できる。

　いやいやと顔を振りながら、鼓動が激しく打ち全身を流れる血液が一気に熱くなるのを感じた。

「黎君、あの、私。今さらだけど、は、初めてで。キスだってさっきのが初めてだから、あの……」

　夢見が悪く動揺していたせいで気が回らなかったが、黎に借りたトレーナーは太もものほとんどを隠せていない。ズボンも借りたのだがあまりにも大きくて結局はかずにベッドに潜りこんだのだ。菫は空いている手でトレーナーの裾を無理矢理伸ばしながら、自分の軽率な判断を後悔した。

「菫」

　黎は恥ずかしさに赤みを増した菫の顔を、覗きこむ。

「俺のベッドで顔を赤らめる菫を見る日が来るなんて、思わなかった」

　至近距離で告げられ、菫は今まで以上に頬がかっと熱を帯びるのを感じた。

「これほど幸せな気持ちになるとも想像してなかったよ。この二年、菫の心も体も自分のものにできたらと夢見てはあきらめての繰り返しでどうにかなりそうだった。だからもう、これ以上待てないし、待つつもりもない」

　それまで止まっていた黎の手が、菫の肌の上で動き出す。

「ん……っ」

　素肌に直接触れる黎の指先が意志を持ち、あらゆる場所を探り始める。胸の頂を熱い手がかすめたとき、菫はつい我慢できず、声を漏らしてしまった。

「菫、手を上げて」

　黎はそう言うやいなや菫の両手を伸ばし、手際よくトレーナーを脱がせた。

　あっという間にショーツしか身につけていない身体が黎の目の前にさらされ、菫は羞恥のあまり両手で顔を隠した。

　おまけにこの年になるまでなにも経験してこなかった自分が恥ずかしい以上に情けなくて、今にも泣いてしまいそうだ。

　黎とならこの先に進んでみたいと思う一方で、やはり恥ずかしくて不安も大きい。

　それに経験ゼロという事実がハンディに思え、なかなか勇気が出ないのだ。

　するとそれまで菫の身体を包んでいた黎が起き上がり、菫から離れた。

「え……」

　菫は顔を覆っていた手をそっと外し、黎の姿を探した。

「ん？　心配しなくても俺ならここだ」

　黎は身につけていたものを素早く脱ぎ捨てて再び身を横たえると、当然のように菫を抱き寄せた。

「俺も、好きだよ」

　黎は熱のこもった目を菫に向けてささやき、合わせるだけのキスを落とす。

　お互いの肌が直接ふれ合い、菫は初めて感じる温もりに安堵を覚えた。自然に両手を黎の背中に回し黎の身体にぴったり寄り添った。

　ブランケットなしでも寒くないのは、ほどよく効いている暖房のせいだけではないだろう。抱きしめ合う黎の素肌によって、温かさ以上に幸せを与えられているからだ。

　菫は黎の身体にバランスよくついている綺麗な筋肉を指先でなぞりながら、全身が脱力していくのを感じた。こうして抱き合っているだけで不安もなにもかもが消えていく。

　ついさっき夢にうなされていたのが嘘のようだ。

　菫の全身から余分な力が抜けて落ち着いたと感じた黎は、菫の顎に指をかけてお互いの額を合わせた。

「優しくする。だからこの二年間を取り戻させて」

　熱のこもった声が菫の耳元に届き、全身がぶるりと震えた。不安で震えているのではなく、黎に愛される期待で震えているのだ。

　この二年、黎が菫を欲しいと思っていたように、菫も黎が欲しかった。今お互いの素肌が触れ合うだけで極上の幸せに包まれている。この幸せこそ、菫が欲しかったものだ。

　そう気付いた菫は一瞬のためらいのあと、自分から黎にキスをした。

　自信がなくぎこちない、そしてかすめるだけのキス。菫は唇を重ねてすぐに身を離し、黎の胸に顔を埋めた。

「私はキスをして、もったいなかった二年間を少しだけ取り戻したから、次は黎君の番。というよりも、この先のことも、私も一緒に取り戻したい。だから――」

　菫の決意がこめられた言葉は、黎の唇によってあっけなく奪われた。

「菫、幸せにする。それこそこの二年を取り戻す以上に愛するよ」

　黎のキスは情熱的だった。

　これまで何度か交わしたキスなど嘘のように熱く、呼吸ができないほど深く口づけるのだ。

　不慣れな菫が応えられるギリギリまで追い詰め、限界間際で唇を解放する。

　けれど菫が何度か呼吸をしたのを確認すると、再び唇を重ね菫の思考をあっけなく粉々にし、黎のことしか考えられないようにしてしまう。

「は……っん」

　首筋に唇を押し当てられ、菫は背中を走る痺れに声をあげた。菫自身も求めて抱かれているというのに、想像以上の快感が続き、恥ずかしい声が我慢できない。

　まだキスだけ。なのに全身がかあっと熱を帯び、自分の身体ではないみたいにつま先がぴくぴく跳ねている。

「黎君……」

　菫はベッドに押しつけられた身体を微かに動かし、力なく黎の首に腕を回した。自分が今どうなっているのかがわからず不安なのだ。

　助けを求めるような菫の仕草に、黎はふっと目を細めた。

「大丈夫。菫が怖がるようなことはしないから」

　そう言って悩ましく眉を寄せた黎が、菫の頬にかかる髪を後ろに梳いた。

　途端に菫の口から声にならない甘い悲鳴が漏れ、黎の瞳に熱っぽい光が宿る。

「思った通り、身体も素直だ」

　黎が触れる場所すべてが順に敏感に反応する菫に、黎はさらにキスを深めていく。どうやら黎はキスが好きらしい。酸素不足で荒い呼吸を繰り返しながら、菫もキスに応え続ける。

　そして黎だけでなく自分もキスが好きだと実感する。

　黎に教えられるまま舌をからませ互いの熱を分け合うと、それだけで自分が黎の特別になれたような気がするから不思議だ。

「まだ怖いか？」

　菫の顔の両脇に肘をつき、黎は菫の顔を覗きこむ。息は荒く、額にはしっとり汗が浮かんでいる。冷静でないのは菫だけではないようだ。

「少し……。でも、平気」

　本当はかなり怖い。自分がこれからどんな風に変わるのかが不安でたまらない。

「我慢しなくていいから」

「え？」

　黎の唇が菫の目尻をかすめる。それだけで微かな痺れが走り、思わずこぼれ落ちそうな声をぐっとこらえた。

「それ。今声を我慢しただろ。そんなことしなくていい。逆効果だ」

　黎はいつもより艶のある声でささやき、もう一度、今度は耳たぶにキスを落とす。

「んっ」

　目尻以上の痺れに、菫はつい声を漏らした。

「それでいい。なにも我慢しなくていいから。声も……痛みも」

　菫を映している黎の瞳が不安げに揺れる。

「やっぱり、痛いの？」

「らしいな。だけど我慢せず泣いていいから」

「泣いたら、黎君、やめるの？　それは嫌。私、黎君とちゃんと愛し合いたい」

　深いキスだけで黎の特別になれた気がしたのだ、身体をつなげたときの喜びはそれ以上に違いない。その喜びを知りたいのだ。

　菫はぶんぶんと首を横に振り、黎の顔を両手で包みこんだ。

「痛くても泣かないし、我慢するから。だから最後まで、ちゃんと抱いてほしい」

「なっ……」

　熱に浮かされたような菫の言葉に、黎はこらえきれず菫の身体の上にくずおれた。

「頼むよ。これ以上煽るな」

「え？」

　耳元に黎の熱い吐息を感じ菫が顔を向けると、目の前にはこれまで見たことのない黎の獰猛な瞳があった。

　菫のすべてを食べてしまいそうな荒々しい光が瞳に流れ、菫の身体の奥がじわり潤みを帯びる。

「泣いてもいいけど、やめられないからな」

　身体を起こし、菫の顔中にキスを散らしながらつぶやく黎の言葉を聞きながら、菫は初めて知る歓びに身を沈め、黎と夜通し愛し合った。










第三章　初めての恋人




　黎と結ばれた夜から一週間が経ち、菫は「恋人がいる」という生まれて初めての生活を少しずつ楽しめるようになっていた。ふたりとも仕事が忙しく平日に会うのは難しいが、毎日連絡を取り合い些細な話題で心ときめかせるという、まるで中高生でも満足できないだろうやり取りによって菫の日常に彩りが加わった。

　菫も黎もそれぞれが相手の状況を大きく誤解し無駄に過ごした二年間を取り戻したいと考えているが、菫は今の自分は二年どころではなく学生時代すべてを取り戻しているような気がしていた。

　高校までは共学校に通い男子との出会いはあったが、家族との関係に悩み、恋愛どころではなかった。それに元来人付き合いが得意ではない菫が男子に興味を持つことなどなく、初恋すら経験しないまま高校生活を終えた。

　その後上京し進学したのは女子大で、出席の厳しさと課題の多さで遊びにも行けず、バイトの時間を確保するだけで精一杯。

　そして今、菫は学生時代に経験できたはずの恋愛のときめきや喜び、そして切なさをも経験し始めている。

　とはいえ菫は未だ自分に恋人ができたことを実感できずにいた。恋人は長く恋い焦がれていた初恋の男性で、まるで夢のようなこの現実を信じられないのは当然なのだ。

　菫にとって黎はなにもかもが自分とはつり合わない、ハイスペックすぎる相手だ。自分が黎の恋人にふさわしくないというのも自覚している。

　黎は大企業の後継者で見た目も秀逸。かたや菫は特技といったら折り紙くらいの単なる会社員。おまけに地方に住む両親との関係に悩み、頼れる存在にも乏しい。

　考えれば考えるほど自分に黎に見合う価値があるとは思えず、つい悲観的になる。

　菖蒲のようにかわいくておしゃれだったらなと落ちこんだのも一度や二度ではない。けれどネガティブな感情が生まれるたび、菫は黎をあきらめられずに苦しんでいた二年間を思い出す。

　結婚が決まったと嘘をついてでもあきらめようとしたのに、結局黎への想いが捨てきれなかった二年間の苦しみに比べれば、黎との間にある格差など些細なものだ。

　たくさんの涙を流し、黎以外の男性は好きになれないと思い知った菫にとって、黎に愛されること以外、大した問題ではないのだ。

　黎とともに生きていけるのならば、あとはどうとでもなる。

　その思いが今の菫を強くしている。




「あとはパスタを茹ゆでて冷蔵庫にあるサラダを出して。あ、飲み物ってどうしよう」

　菫は慣れない黎の自宅キッチンで、遅めのランチを作っていた。自宅のガスコンロと違いここはＩＨだ。使うのは初めてではないが、熱の加減に慣れていないせいで慎重になる。

　黎と付き合い始めて一週間、土曜日の今日は仕事が休めそうだと黎から連絡があった。

　黎は十一時頃菫の自宅マンションまで車で迎えに来てくれ、その後ふたりで食材を買いそろえて黎の自宅に戻ってきたのだ。

「えっと、パスタはいつ茹でたらいいかな」

　黎を思い出すたび大きく跳ねる鼓動をやり過ごしながら、菫はカウンターの端に置いてあるショッピングバッグからパスタの袋を取り出した。続けて深鍋に水を注ぎながら、キッチンから少し離れている黎の仕事部屋を気にかける。

　休日とはいえ海外にも案件を抱えている黎が完全に仕事から解放されるのは難しい。おまけに金融系のシステム開発とサポートを手がけているのでトラブル対応など急を要する連絡が二十四時間飛びこんでくるらしい。

　今も会社から電話があり、三十分近く仕事部屋で対応しているのだ。

　その間、菫は黎の邪魔にならないよう気を使いながらキッチンで料理に勤いそしんでいる。

　汚れひとつないフラットなコンロには、ワインの香りが食欲をそそるパスタソースが入った鍋がある。黎のリクエストに応えて作ったボロネーゼだ。

　あとはパスタを茹でればいいのだが、黎の仕事の状況がわからず、パスタを茹でるタイミングを計りかねていた。

「せっかく来てくれたのに、慌ただしくて悪いな」

　ひとまずお湯を沸かしておこうと、菫が鍋をコンロに置いたとき、黎が戻ってきた。よほど面倒な話だったのか、眉間を指でマッサージする姿は疲れている。

「お、期待通りのボロネーゼ。この香りが気になって、来週のシステム移行の話どころじゃなかったよ」

　黎は気だるげに菫の肩を抱きソースが入った鍋を覗きこんだ。

「仕事、大丈夫だった？」

　いきなり身体を寄せる黎に、菫は顔を赤くする。

「ああ、大丈夫。去年銀行の合併がいくつかあっただろ？　その中のひとつなんだけど、両行のシステムを統一する作業を週末ごとにやってるんだよ」

「あ、テレビでも大々的に告知してるやつでしょ？　大変だね」

　一カ月程度をかけて週末ごとにＡＴＭの利用を止めてシステムの統一作業を行うことが新聞やネットでも頻繁に告知されている。大規模な作業であり日常生活にも直結しているのだ、滞りなく終わらなければ銀行だけでなく黎の会社の責任問題にもなるだろう。

「来週末の作業で完了する予定だけど、まあ、今のところ問題はないし大丈夫だろ。気は抜けないけどな」

　規模の大きな仕事のわりにあっけらかんと話す黎に、菫の方が焦る。

「そうなんだ。でも銀行のシステムなんて経済に直結してるからプレッシャーがすごいでしょう？　失敗できないもんね」

「ん？　プレッシャーのない仕事なんてないだろ」

　黎はなんてことのないように答える。

「仕事に絶対はないけど、限りなくそれに近づく努力はしてきた。仕事の醍醐味はそういうことだからな。あり得ない完璧にどれだけ近づけるか。それが楽しいんだよ」

　こともなげに話す黎を、菫は見つめた。気負いなくサラリと話し、充実した表情を浮かべる様子からは、仕事を楽しんでいるのがわかる。

　黎が仕事に真摯に向き合っているのはわかっていたが、それは紅尾ホールディングスの次期トップに就くという立場からの義務感によるものだと思っていた。生まれたときから社長になるべく育てられ、それ以外の選択肢のない中で今の仕事に取り組んでいるのではないかと考えていたのだ。

　けれど今の黎を見れば自分の意志で仕事に向き合い楽しんでいるのがわかる。それは次期社長という肩書きから生まれたものではなさそうだ。

　知り合って二年以上が経つというのに、菫は今までそのことに気付かなかった自分を情けなく感じる。気付かなかったのは、これまで黎をしっかり見ていなかったということだ。

　婚約していると嘘をついた罪悪感と、黎をこれ以上好きになるわけにはいかないという枷かせがそうさせていたのだろう。

「せっかく一緒にいられるのに悪いけど、また電話があるかもしれないんだ。ごめん。あ、でも出社はしないで済むように段取りはバッチリだから」

　考えこむ菫の顔を覗きこみ、黎は慌てている。仕事から離れられない黎に呆れていると誤解したようだ。菫は黎の誤解を解くようににっこり笑う。

「いいよ、気にしないで。黎君とこうして一緒にいられるだけで楽しいし、それに仕事で手を抜かないのは当然。私たちの生活に直結する大きな仕事をしたり、海外相手の案件を抱えている黎君とは全然スケールが違うけど、私だって徹夜で折り紙の作品を作ったりするしね。でも、仕事を楽しんでる黎君、すごくいい顔をしてる。もちろん普段からかっこよくて目が離せないんだけど。……あ」

　楽しげに笑みを浮かべ話していた菫は、ふと我に返り気まずげに黎に顔を向ける。

「今のは聞かなかったことにして。恥ずかしい……」

　自分が最後に口にした言葉に照れ、菫は目を伏せる。小さくすぼめた唇が赤みを帯び、色白の肌の中、それはとくに際立っている。

　間近にその唇を目にした黎は、すかさず菫を胸の中に引き寄せた。その瞬間、菫の心臓が大きく音を立てた。

「いい顔をしているのは、菫の方だろ。なんでそんなにかわいいんだよ」

「え、今なんて？　うまく聞き取れなくて」

　まさか心臓の音に気を取られて聞き逃したとは言えず、菫は困り顔で問いかける。

「だからそれだよ、その顔。本当、困る」

「なんのこと？」

「……いい。わからないならそれでいい」

　本人にその自覚はまるでないが、菫はかなり美人だ。形のいい輪郭に大きな目とすっと通った鼻筋は少しクールな印象を与えるが、どの角度から見ても、どんな表情を浮かべても、目を引くほど美しいのだ。それを意識しないどころか自分に自信のないあやうい雰囲気がさらに彼女の美しさを強調している。

「私の顔？　あ、やっぱり変？　そりゃ黎君の隣に並べるレベルじゃないのはわかってるけど。でも、たとえつり合わなくても黎君と離れたくないし」

　なにを勘違いしているのか泣き言を口にする菫を目の前にし、黎はたまらないとばかりにため息を吐く。

「離れたくないって言ったよな。その言葉忘れるなよ」

　黎は菫の顎に指を差し入れ上を向けると、小さなリップ音を響かせキスを落とした。

「ん……」

　突然のことに身体を震わせつつも、菫は素直に黎のキスを受け入れる。

　柔らかな唇から伝わる熱に、菫の全身が喜んでいる。

　黎は菫の反応を見ながら繰り返ししっとりとしたキスで菫の唇を塞ぐ。そしてどちらからともなく漏れ聞こえる声に促され、ふたりは互いの身体に腕を回し隙間なく寄り添った。

「すぐにでもキスしたかったのに電話が入ったせいで……」

「あ……んっ」

　黎は菫の後頭部に手を回し、角度を変えながら何度もキスを重ねる。

「あ、あの……黎君……あっ」

　下唇を優しくなめられて、菫の唇から甲高い声があがる。恥ずかしくても全身を駆け抜けた鋭い刺激のせいで我慢できなかった。

「いい声。この一週間、菫を抱きしめたくてたまらなかった」

　黎は吐息混じりの声でそう言いながら、菫の存在を確認するようにじっくりと菫の顔中にキスを落としていく。

　唇で輪郭をたどり、合間に菫の瞳を覗きこんでは安心したように目を細める。かと思えばふと不安げに瞳を揺らし、なにかに駆られるように激しいキスを繰り返す。

「菫がここにいる……夢じゃないんだよな」

　荒い呼吸の合間、黎はそれを願うようにつぶやいている。

「俺の……俺の菫。ずっとこうしたかったんだ」

　声を絞り出しそう告げた黎は、たまらないとばかりに菫をかき抱いた。

「……んっ」

　いきなり黎の胸に押しつけられた菫は、小さく咳きこみ黎の身体にしがみついた。その間も黎の手の動きが止む兆しは見えない。

　菫の身体を持ち上げるように強く抱きしめ、彼女の首元に唇を這わせる。すでに身体を重ね恋人として過ごしているとはいえ、菫はまだまだ未熟だ。黎に感情をぶつけられてもうまく応えられない。黎が着ているニットを掴むだけで精一杯だ。

「悪い……」

　しばらくの間菫を抱きしめていた黎は、菫の頬に一度キスを落としゆっくりと身体を離した。

「どうしたの？　やっぱり仕事でなにかあったの？」

　菫はゆっくりと顔を上げる。ここまで取り乱す黎を見るのは初めてだ。やはり仕事でトラブルがあったのだろうか。

　黎は「そうじゃない」と首を振り、気まずげに天を仰いで大きく息を吐き出した。

「仕事なら努力とやり方次第でなんとでもできる。できなかったら別の角度から斬りこんで次に進むだけだ。だけど、菫にだけはそれができなかった」

「え、私？」

「ああ。ようやく手に入れて愛し合ったのに、日曜日の晩、菫を家に送り届けてからずっと菫が恋しくてたまらないんだ……そしてこの有様だ」

　平静を装いながらも力ない声。切れ長の目に、不安定な光が宿る。

「菫に手を出すわけにはいかないって、ずっと自分に言い聞かせてたからな。いざ想いが通じても、抱いても、離れた瞬間から不安との闘いだ。菫と婚約者の結婚式の招待状を受け取る夢を見て夜中に飛び起きたり。……情けないよな」

　菫の頭にぽんと手を添え、黎は居心地が悪そうに顔を背ける。菫は即座に黎の顔を追いかけ視線を合わせると、何度も強く顔を横に振った。

「情けなくない。それどころかうれしい」

「いや、いいんだ。今のは忘れろ」

　愚痴めいた言葉を吐いた自分を悔やむような声。黎はしくじったとばかりに首を手でさすっている。

　菫はなかなか目を合わせようとしない黎を見上げ、口元が緩むのを抑えらない。

　菫も黎と同じ気持ちなのだ。会えずにいたこの一週間、朝目が覚めるたび不安だった。黎に好きだと言われたのは夢で、別れた恋人とよりを戻して結婚すると今日にでも告げられるのではないかと怯え、そのたびにスマホに残る大量の黎とのメッセージのやり取りを見直し「大丈夫。夢じゃない」と不安な気持ちを押しやっていたのだ。

「黎君が、大好き」

　菫は黎の腕を両手で抱きしめ、こてんと額を乗せた。

　黎が自分と同じく不安な気持ちを持ち合わせていただけでなく、感情を高ぶらせ想いを菫にぶつけてくれた。ふたりの距離がさらに近くなったようで、ぐっとくる。

「遠慮なく大好きって言えるとわかっていても、やっぱりまだ慣れないね。照れちゃうし」

　黎の腕を抱きしめ、菫はしみじみとつぶやいた。

「そうだな」

　空いている黎の手が、菫の頭を優しく撫でる。

「不安にさせて、ごめんね」

「だからいいって。忘れろ」

　菫の楽しげな声に、黎は声を荒らげる。自分の弱気な言葉を悔やんでいるのがわかり、菫はくすくすと笑う。

　やがて一度口にした言葉はどうにもできないとあきらめたのか、黎は力なく息を吐いて菫と視線を絡ませ合う。お互いしか目に入らない、真空の中にふたりして放りこまれたような特別な感覚に包まれ、菫は一心に黎を見つめた。

　やがて黎はゆっくりと口を開いた。

「俺も、好きだよ」

　いつも通りの落ち着き払った黎の声が、今までになく甘く聞こえた。菫はその甘さを全身で受け止め、ぎゅっと目を閉じ幸せをかみしめる。

「私も、好き」

　好きだと簡単に口にするのはもったいないと思うほど、菫は黎が好きでたまらない。けれどいくらそう思っても、この先何度も黎に好きだと伝えてしまうだろうこともわかっている。

　それはこれまでの二年を取り戻すためではなく、今伝えたくて仕方がないからだ。

　見ると黎は顔だけでなく耳たぶまで赤くしている。

「俺。菫を幸せにできる権利を手に入れて舞い上がってるみたいだな。手に入らないとあきらめてたから、まだ夢心地なんだよ」

　そう言って、菫の頬をするりと撫でる。その指先にも声にも色気があふれ、菫の心臓は再び大きく脈打つ。

「夢なら絶対醒さめてほしくない」

　改めて黎が好きだと感じ、菫は祈るようにつぶやいた。




　その後気持ちをどうにか落ち着けた菫と黎は、テーブルに並ぶ料理を順に平らげていった。

　菫が用意したランチは黎がリクエストしたボロネーゼをメインに卵スープとシュリンプサラダ、そして今朝菫が自宅で焼き、持参して温め直したロールパンだ。黎はそのどれを食べても「おいしい」と口にし、フォークを動かし続けている。長身とはいえ細身の黎の身体のどこに入るのだろうと不思議に思うほど、黎はよく食べる。

「あ、クリスマスに航君が持ってきたチーズが冷蔵庫にあったよ。食べるならそれも出そうか？」

　ほぼ完食した黎に、菫は問いかける。さっき冷蔵庫を覗いたとき、先月のクリスマスに果凛たちとこの部屋で食事をしたときに残ったチーズがそのままあるのを発見したのだ。見ると消費期限にはまだ余裕があった。

「だったらワインもあけよう。少し楽しむ程度なら菫も飲めるだろ」

　菫の答えを待たず、黎はさっさとキッチンに設置されているワインセラーに向かう。

　食事を楽しみたいと言って今まで炭酸水を飲んでいたのに、やはりワインが飲みたかったようだ。

「菫と飲みたいとっておきのボトルがあるんだ。菫ごのみの甘口の白だ」

「私と？」

　お酒に弱いと知っているはずなのに一緒に飲みたいとはどういうことだろう。菫が首をひねっている間に黎はワインを手に戻ってきた。

「ラベルを見てみろ」

　黎は菫の目の前にボトルを置き、弾む声で菫を促す。

「うん……え、すみれ？」

　菫はボトルの中央のラベルに書かれている『すみれ』という文字を見て驚きの声をあげた。

「すごい、私と同じ名前のワインがあるなんて知らなかった」

　淡い紫のラベルにそれよりも濃い紫ではっきりと書かれているすみれという文字。流麗調の毛筆体で、かなり目を引くデザインだ。菫は興味深げにラベルを読み進める。

「山やま梨なし産ワイン？　そうか、ブドウで有名だもんね」

　菫は自分と同じ名前を持つワインに喜び、視線で黎からの許可をもらって慎重にボトルを手に取った。一般的によく見かけるいかり肩と呼ばれる形状で、ほどよく冷えていた。

「黎君がわざわざ取り寄せてくれたの？」

「いや、取り寄せたわけじゃない」

　黎は菫の隣の椅子に腰を下ろし、意味深な口ぶりで答える。

「裏ラベルを見てみろ」

「裏？」

　黎に言われた通りに菫はボトルを半回転させ裏ラベルを確認する。そこには山梨ワインと書かれていて、収穫地も醸造地も山梨だとわかる。続けて読み進めていた菫は、ふと視線を止めた。

「ねえ、これって偶然？　製造者が紅尾ワインと書いてあるけど、まさか黎君の会社と関係があるの？」

　紅尾ホールディングスは各産業に進出し手広く事業を展開しているが、飲料水関連の会社を持っていた記憶はない。

「いや、今は関係ないな。だけど、いずれ父親がうちの傘下に欲しがるレベルまで成長させるつもりだ。このワインは一年ほど前に販売を始めた、知る人ぞ知る貴重なワインでかなり売れてるんだ」

「え？　それって、まさか黎君がこのワインを作ってるの？」

　今の黎の話しぶりだとそう思うのが自然だろう。菫はさらにわけがわからず眉を寄せた。

「俺が作ってるわけじゃない。俺は長くワインを製造している農家から葡ぶ萄どう畑と醸造所を買い取っただけだ」

「へえ、畑を買い取ったんだ……え？　葡萄畑を？」

　菫は手元のワインと黎の顔を交互に見ながら目を丸くする。ワイン用の葡萄を生産する畑はかなり広い。それを買い取ったとは信じられない。けれど黎は紅尾ホールディングスの御曹司だ、自分の尺度で判断してはいけないと思い直す。

「たまたま縁があったんだよ」

　言葉を失う菫に苦笑し、黎は話し始める。

「うちの別荘がその畑の近くにあって、子どもの頃、仕こみの時期に遊びに行くと醸造香が辺り一帯に漂っていて、その香りが好きだった。だけど二年ほど前に、質が高いワインを製造しているのに売り上げに直結しなくて、事業を畳むと聞いたんだ」

　椅子に横向きに座って足を組み、黎は順を追って話している。

「ちょうどそのとき、株でかなりの利益をあげて、それを使って畑はもちろん会社を買い取ったんだ。海外の投資家に狙われてるという話を耳にしていい気分じゃなかったのもあったかな」

「そうだったの」

　当時を思い返し淡々と話す黎に、菫はぼんやりと答える。

　葡萄畑や会社を思いつきですぐに買えてしまう黎にびっくりし、黎が世界屈指の大企業の後継者だとつくづく実感する。

「買い取ったとはいっても、俺にワイン作りのノウハウはないしそれに専念する余裕もない。だから事業形態はほぼ以前のまま。従業員も誰ひとり解雇していない。ただ、社名に紅尾の名前を入れたり、紅尾系列の商社を絡ませて販路を広げるサポートはしてる。まあ、紅尾の名前を添えて後あと押おししてるって感じかな」

「それはなかなか心強いね」

　世界各国に活動の場を広げている紅尾の名前がつけば、それだけで売り上げが伸びそうだ。菫は改めてワインを眺め、黎のアクティブな仕事ぶりに感心する。

　黎はキッチンからソムリエナイフを取ってきてボトルに手を伸ばした。

「ワインを作るために、長い間家族総出で葡萄畑を守ってきたんだよ。気候に影響されて満足いく葡萄が収穫できない年もあったのに、いつも楽しそうに葡萄を作っているのを見てきたから、どうしても守りたかったんだ。子どもの頃は収穫の手伝いもさせてもらってたし」

　黎は目を細めボトルを愛しげに眺めている。

　黎がワインに精通している背景には、そんな理由があったのだ。親しいつもりでいたが、黎にはまだまだ知らない一面があったのだと、菫は今さらながら実感する。

「あの家族、ワイン作りひと筋の人たちだからな。地域の人たちの働き口でもあるし。分野は違えど家族総出で紅尾グループを支えてる俺にはその気持ちが理解できて、他人事じゃなかったんだ」

「家族総出」

　菫はその言葉にひっかかりを覚えた。そしてふと、実家の幼稚園の手伝いをしていた頃を思い出した。学校が休みの土曜日には園内の掃除をしたり休日に催される運動会やお遊戯会の手伝いにも駆り出されていたのだ。菖蒲とともに両親や先生たちのサポートをするのは楽しくて、それこそ家族総出で幼稚園を運営しているのだと感じる瞬間でもあった。

　黎が話していた葡萄農家や、巨大企業グループを一体となって支える黎の家族。分野も規模もまるで違うが、菫の家族と似ているような気がして複雑な思いが生まれる。

「菫？」

　黎は黙りこんだ菫を気にかける。菫は顔を上げ、なんでもないと首を横に振った。

「私も、実家にいた頃家族総出で園児たちと走り回ってたのを思い出しちゃって」

　沈んだ気持ちを振り切るように、菫は明るく笑う。

「そうか。幼稚園だもんな、体力勝負で大変だな」

「そうなの。園児たちに全力で付き合ってたらヘロヘロになっちゃう。父さんと母さん、若くないのに大変だよね。まあ、今は菖蒲が仕切ってるみたいだから安心だけど」

　家族への複雑な思いに心は揺れ、菫の声は次第に小さくなる。とはいえ母親から突き放され勘当同然の自分にはどうすることもできない。

「そうだ、菫」

　黎は菫の隣に腰かけ手慣れた動きでワインのコルクを抜く。小気味いい音が部屋に響いた。

「家族、というよりお母さんには連絡したのか？」

　グラスにワインを注ぎながら、黎は菫を見やる。一瞬にして広がったワインの芳醇な香りに、菫は感嘆の息を吐いた。

「お見合いの話、ちゃんと断ったんだろうな」

「えっと、それは」

「は？　まだ断ってないのか？　だったら俺に直接話をさせてくれ」

　黎はグラスを菫に手渡しながら、不機嫌そうに顔を歪めた。

「それはいいよ。何度電話をかけても出てくれないからお見合いは断ってほしいってメッセージを残してる。既読無視だけど」

　菫はグラスを手に肩を落とす。ここ数日毎日時間を変えて母に電話をかけているが、一向に出ないのだ。

「菖蒲に電話をしても同じで、早く帰ってきてってメッセージが何度か届くだけで。あ、でも、お見合いなんてするつもりはないから大丈夫」

　わざと軽い口調を意識してそう答えるが菫の表情は固く、黎は眉を寄せる。

「本当に大丈夫なのか？　かなり強引なお母さんのようだけど」

「そうなの。強引で頑固。昔から私のことをいつも怒ってて。びくびくしながら母さんの顔色をうかがってた。でも、今回ばかりは私も強くならなきゃね」

　ようやくの思いで黎と想いが通じ合い、こうして一緒にいるのだ。昔の弱い自分は封印しなければならない。正直、母が今後どう出てくるのかわからず不安だが、今の菫は子どもの頃とは違う。多少なりとも仕事で成果をあげ、自分の力で生きているという自負がある。

「大丈夫」

　菫は自分に言い聞かせるように、つぶやいた。

「……わかった。だけど菫ひとりの問題じゃないから無茶はするなよ。俺がいるからいつでも頼れ。なにがあっても俺が守る。いいな」

　ここでも菫の〝大丈夫〟は信じていないのか、黎は菫の瞳を強く見つめ断固とした口ぶりで言い聞かせる。

「うん、わかってる。ありがとう」

　菫はひとりで背負う必要はないのだと胸が熱くなり、鼻の奥がつんと痛む。

「それにしても、とてもいい香り。お酒は得意じゃない私でも飲みたいって思っちゃう」

　グラスから立ち上る香りに、菫は目を細める。緑がかった薄いイエローがベランダからの光を受け、爽やかに輝いている。香りだけでなく見た目も興味深い。

「だったら飲んでみろ。あ、菫好みのフルーティーで甘いワインだから、いきなり飲みすぎるなよ」

　よほど気に入っているワインなのか、そう言いつつも黎の目は菫が口にするのを期待しているように見える。

「じゃあ、早速。いただきます」

　菫はわくわくしながらワインを口に含んだ。

「ん、本当に甘い。葡萄はもちろんだけど、林檎や梨の香りがする」

「気に入った？」

「うん。ワインの善し悪しはわからないけど、このワインはおいしい。それに私と同じ名前なんて偶然、すごく縁を感じる」

　菫は続けてもう一度ワインを口に含み、満足そうな笑みを浮かべる。

「偶然じゃないんだ」

　黎もワインを味わい、グラスをテーブルに置いた。

「このワインは俺が葡萄畑を買い取った直後に完成したものだ。だから記念に俺にネーミングしてくれと頼まれて〝すみれ〟とその場で決めた」

「え、ど、どうして私と同じ名前？」

　菫は手にしていたグラスをテーブルに戻し、首をかしげる。ワインの名前は色々あるが地名や生産者の名前が多いようなイメージだ。それがなぜ自分と同じ名前なのかまったくわからない。

　眉をひそめ考えこむ菫の頭を、黎は何度も撫でる。普段よりも雑な動きに菫が視線を上げると、黎は喉の奥を震わせ笑っていた。

「この期に及んで鈍いよな」

「鈍い？　え、なにが？」

　きょとんとする菫に、なおも黎は笑っている。

「人生の節目になる商品だから一生大切にしたい名前にしようと思って。だから〝すみれ〟」

　黎は真剣な目を向けきっぱりと言い切った。

「あの、一生、それって」

「そう。一生大切にしたい惚れてる女の名前をワインにつけた」

　菫の目尻を指先で撫で黎は言葉を続ける。その目は限りなく優しく、菫を慈しむように見つめている。

「俺らしくないよな。惚れてる女の名前をワインにつけるなんて、恋愛ドラマの見すぎだろって自分でも思う」

　黎は口早にそう言いながら菫から視線を逸らし、椅子の背に勢いよく身体を預けた。居心地が悪そうに首をさすり、自分のグラスに再びワインを注ぐ。

　黎が手にしているボトルのラベルを、菫は改めて見つめる。

「私の名前……」

　想像もしていなかった事実に感極まり、菫の鼓動が激しく音を立てている。黎と想いを寄り添わせたことで運を使い切ったと思っていたのに、まだまだ幸運は続いている。

「私、恋愛ドラマのヒロインみたい」

　涙をこらえくしゃりと笑った菫の顔を、黎は手のひらで愛しげに包みこんだ。

「結局、その後すぐに菫が婚約したって聞いて菫にこのワインを飲んでもらうのはあきらめた。本当ならこのワインとスミレの花束を手渡して好きだって伝えるつもりだったのに。恋愛ドラマのヒロインになりそこねて残念だったな」

　拗ねた口ぶりでつぶやき、黎は菫の頬をつまんで軽く引っ張った。

「かわいい顔して俺を振り回すし、鈍感だし。とんだヒロインだな。ある意味コメディーだ」

「かえすがえすごめんなさい」

「いいよ。お互い様だって言っただろ。これ以上謝るな」

「い、いひゃい」

　両手で菫の頬を引っ張り、黎は笑い声をあげている。

「この顔、やっぱりコメディーのヒロインだな」

「も、もう」

　菫は頬を引っ張る黎の手を引き離してすくっと立ち上がると、そのまま黎の膝に腰かけ、首にしがみついた。

「お、おい、いきなりどうした」

　勢いよく抱きついてきた菫を、黎は両腕を広げて受け止める。

　椅子がわずかに後ろに傾き、ふたりの身体も揺れた。それでも菫は黎から離れようとせず、わずかな隙間もないほどお互いの身体を密着させた。

「菫？　抱きついてくれるのはうれしいけど、これじゃキスもできないぞ」

「それは……あとで」

　もちろんキスはしたいが今はただ黎にしがみつきたい。菫がこれまで知らなかった黎の想いに触れて、胸がいっぱいなのだ。

「俺は今すぐキスしたい」

　艶のある声に、菫の身体が小さく反応する。

「キスだけじゃ物足りないしベッドで愛し合いたいって思ってるんだけど、それも後回し？」

「えっと……それも、あ、あとで」

　わずかに間を空けたまごつく声。黎は「往生際が悪い」とつぶやき笑いをかみ殺す。

「菫は俺と違って我慢できるんだな。やっぱり俺の方が菫を好きってことか。さびしいもんだな」

　黎の手が、菫の頭を意味ありげに撫で、そしてうなじへと降りていく。そこを指先で触れた途端、菫の口から浅い吐息が漏れる。

「毎晩ひとりでベッドに入るたび菫のことを想ってたのに。菫はそうじゃなかったってことか？　意外にあっさりしてるよな」

「ち、違う。私だってこの一週間、黎君と愛し合いたいって思ってた」

　菫は心外とばかりに勢いよく顔を上げる。

「さっきも言ったけど、目が覚めるたびに黎君のこと考えて苦しかった。私だって黎君が好きで愛し合いたいって――」

「だったらここに越してこい。目が覚めたときに俺が隣にいれば苦しくないだろ？」

「え……？」

　突然言葉を遮られ、菫は黎がなにを言っているのかうまく聞きとれなかった。

　それでも耳に届いた単語をつなげると、大切なことを言われたような気がした。

「一緒に暮らそう」

「一緒に、暮らす……？」

　菫は頭の中で黎の言葉を何度も繰り返す。

「この二年間、散々時間を無駄にしてきたんだ。一緒に住むだけでそれを取り戻せるとは思わないけど、これからは一秒も無駄にしたくない」

「うん……」

　強い口調に反して優しい表情を浮かべる黎に、菫はおずおずとうなずいた。菫も黎と同じ気持ちだ、この先は一秒も黎とすれ違っていたくない。けれど恋愛初心者の菫に、同棲はハードルが高すぎる。

「とても魅力的な話だけど、付き合い始めたばかりだし、一緒に住むのはまだ早いかな」

　菫には初めての恋愛で、一緒に暮らすなどまだ想像もできない。

「それに私……家族との関係がこじれていて、あ、お見合いなら絶対に断るから大丈夫。だけどこの先母さんがどう出てくるのかもわからなくて、もしかしたら黎君に迷惑をかけるかもしれない。それは絶対に嫌なの。私のことで黎君を悩ませたくないし、黎君の邪魔になりたくない」

「おい。なんで俺が菫を邪魔に思うんだ？　家族とうまくいっていないのは菫のせいじゃないだろ」

　それまでの穏やかな声とはまるで違う鋭い声に、菫は息をのむ。

「恋人がひどく悩んでいて夢の中でさえ苦しんで泣いてるんだ。どうにかしてやりたいと思うのは当然だろう。苦しみを共有して側にいてやりたいと思っても、邪魔だと思うわけがない。俺が菫を守るって言ったのを忘れたのか」

　黎は心外だとばかりに眉を寄せる。

「黎君……」

　菫は首を横に振り「ちゃんと覚えてる」とくぐもった声で答えた。あまりにも黎の言葉がうれしくて鼻の奥がつんとして涙がこぼれそうだ。

「それに、目が覚めるたびに苦しくなるのは菫だけじゃない。俺も同じだ。離れた瞬間から会いたいし触れたい……だから、俺のためだと思ってここで一緒に暮らしてくれ」

　畳みかけるような黎の声に諭され、菫はついうなずきそうになる。口調は厳しいが黎の言葉が甘く聞こえるのは、本心では黎の提案を喜んでいる菫の錯覚だろうか。

「私……」

　菫の揺れる心を読み取ったのか、黎はここだとばかりに言葉を続ける。

「邪魔をしたくないと思わずに、俺が邪魔だと思うくらい側にいてほしい。それに、毎日家に帰れば菫に会える。そんな楽しみを俺にくれないか？」

「もう……そんなことを言われたら断れない。だって私も一緒に暮らしたいから」

　錯覚ではなく間違いなく甘い。菫は蕩とろけるような黎の視線と言葉に脱力した。

　長く想い続けている相手に求められている。それは両親からの愛情に恵まれなかった菫にとって初めての感覚だ。大切にされるというのはこれほどまでに人を幸せな気持ちにするのだと実感する。

「それとね、私、黎君があまりにも好きだから甘えてばかりで邪魔だと思われたり嫌われたらどうしようって怖い。変なの」

　いい大人がなにを言っているのだろうと思うが、黎を好きな気持ちが日に日に大きくなり、どこまでいくのか天井が見えない。そんな中で一緒に暮らせば際限なく甘えてしまいそうで怖いのだ。今も菫は黎にしがみつき、ごろごろと甘えっぱなしだ。

「だったらお互い我慢せずに甘えればいいだけの話だろ。第一俺の方が菫に甘える自信がある。甘えるし、甘えさせる。それでいいんじゃないか？」

「甘えて、いいの？」

「当然だろ。この先なにがあっても、たとえお母さんとの関係がさらにこじれても俺が守るし側にいる。存分に俺に頼って甘えていい。……ということは、結局俺と一緒に暮らすってことだよな。だったら、早速手配だけしておくよ」

　黎は菫の気持ちが前向きなのを察し、気が変わらないうちにとスマホを手に取り電話をかけ始める。

「手配？」

「悪い。すぐに終わるから」

　黎は菫の身体を片手で胸に引き寄せ、スマホに向かって話し始めた。

　いきなり電話をかけ始めた黎に違和感を覚えつつも、菫は邪魔にならないよう息を潜めジッとする。すると想定外の話が始まり菫は身を起こした。

「そう、明日の引っ越しを依頼したいんだけど、どうだ？」

「れ、黎君」

　菫が驚きのあまり声にならない声をあげると、黎は会話を続けたまま人差し指を口に当て静かにするよう伝える。

「で、でも……」

　菫はハラハラしながら黎の言葉に耳を傾ける。

　黎が心配性だとわかっているし、菫を甘やかし大切にしてくれるのも感謝している。

　それはわかっているのだが、ひと言相談してくれてもいいのではないだろうか。

　それからしばらくして電話を終えた黎は、納得できない表情の菫の頭をくしゃりと撫でた。

「なにも心配しなくていい。俺に任せろ」

「任せろって、全部手配したあとで言われても困る。今電話をしていたのって引っ越し業者でしょう？　明日の引っ越しの手配をしちゃうなんて、いきなりすぎる」

　黎は今の電話で明日菫の荷物を自宅から運び出し、ここに搬入するよう手配していたのだ。相手とは長い付き合いで無茶を聞いてもらえる間柄のようだが、それにしても、展開が早すぎる。

「いいんだよ。すぐにでも引き払った方が安心だ。万が一お母さんが菫を連れ戻しに来てなにかあってからじゃ遅いからな」

「だとしても、明日なんて信じられない」

「まあ、車や人手の確保が必要だから返事待ちだけど、なんとかなるよ」

「そんな、簡単に……」

　黎のことだ、今さらなにを言っても気持ちを変えることはないだろう。菫は黎の身体に身を預け、肩を落とした。

「安心しろ。全部おまかせパックであっという間だ。あとで業者につなぐから、運び出すものと廃棄してもいいものを指示してくれ」

「……わかった」

　てきぱきと事を進める黎にはお手上げだ。菫は素直に黎の言葉にうなずいた。

「黎君に任せたらなんでもあっという間でびっくりする。私はいつもひとりで悩んで時間ばかりが過ぎてしまうのに」

「これからはひとりで悩まなくていい。菫を守るのは菫だけじゃない。俺も菫を守るってことを忘れるな」

　その言葉を聞き終わる直前、菫は温かく大きな黎の身体に包まれた。

「菫の一番近くにいるのは俺だ」

　菫の肩に顔を埋め、黎は声を絞り出す。想いの強さが菫の心にダイレクトに伝わってくる。

「黎君、大好き」

　これまでひとりで気を張って生きてきたこの八年から解放された菫は、なにより大切にしている言葉を口にしながら、黎の身体に腕を回した。




　翌日の日曜日、菫は学生時代から住んでいた部屋を引き払い、黎の家に引っ越した。

　聞けば紅尾ホールディングスには運送会社もあり、グループ企業の社員の引っ越しを専門に扱う部門があるそうだ。

　翌日の引っ越しを手配できたのはそのおかげらしいが、それにしても黎の行動の早さに菫は驚かされた。

　もともと所有している物は少ない上に電化製品や家具のほとんどを処分したおかげで搬入はあっという間に完了し、スペースに余裕があったウォークインクローゼットにほぼすべて収まった。

　引っ越し前は本当に黎の世話になってもいいのだろうかと悩んだが、率先して作業を手伝う黎の笑顔を見れば同居を喜んでいるのは明らかで、菫はこれでよかったとようやく気持ちが落ち着いた。これから毎日黎と一緒にいられる。それだけで強くなれるようにも思えた。

　黎の自宅マンションの周辺には有名な飲食店が点在している。作業にひと区切りつけたふたりは、黎がよく通っているという天ぷらの店で夕食を楽しむことにした。

　そこではカウンターで料理人と会話を楽しみながら揚げたての料理を食べられ、広くない店内は淡いオレンジを基調にした優しい雰囲気で、菫はすぐに気に入った。

　ふたりはカウンター席に案内され、早速メニューを広げて見る。

「どれもおいしいけど、海え老びが大きくて食べ応えがあるんだ。もちろんサクサクで絶品」

「いいね、大きな海老。あ、私かき揚げも好きなの。自分で作るとどうしてもしんなりしちゃうから滅多に作らないけど」

「じゃあ、それも頼もう。あとはおまかせで何品か揚げてもらうとして。あ、デザートはアイスの天ぷら。俺、これが食べたくていつもここに来てる」

　黎はよほど天ぷらが食べたかったのか、目を細めどこかはしゃいでいるように見える。マンションからここに来るときも足取りは軽く、菫とつないだ手を何度も振っていた。

「黎君、昨日も仕事で遅かったのに今日一日引っ越しに付き合ってもらってごめんね」

　黎は菫以上に張り切って引っ越し業者に指示を出し、テキパキと作業を進めていた。かなり疲れているはずだ。

「あとは私ひとりでできるから、家に帰ったらお風呂に入ってゆっくりしてね」

「ん」

　黎は短く返してふっと笑った。

「菫が〝家に帰る〟って口にするの、思っていた以上にくるな」

「え？　家に帰る？　それが、なに？」

「これからは菫が帰る家は俺も帰る家なんだと思うと、妙にワクワクする。今も菫が家に帰ったらって口にするたび顔の筋肉が緩んで仕方がない」

　まだお茶しか飲んでいないはずなのに、黎は酔っているみたいに甘い言葉をすらすら口にしている。菫は頬を赤くし、そっとうつむいた。

「菫の荷物が部屋に運びこまれるのがうれしくて、おまかせパックなのに気付いたら俺がリーダーみたいに動いてたよな」

「うん。業者さんたち黎君の指示で作業してたよね。おかげで予定より早く終わってよかった」

　タオルを首にかけ荷物を抱える黎の頼りがいのある姿を思い出す。

「私も黎君と同じ家に帰れると思うとすごくうれしい。私が住むには素敵すぎる部屋で気後れしちゃうけど、黎君に迷惑をかけないように気をつけるね」

　黎からは家賃も光熱費もすべて受け取るつもりがないときつく言われている。だからせめて黎の邪魔にならないよう気をつけるつもりでいるのだ。

　黎は顔をしかめため息を吐く。

「もっと気楽にしてろって言っただろう。それにこの二年を取り戻すためにも楽しい毎日にするって。だから妙な気遣いはするな」

「うん……そうだね」

「それに菫がかける迷惑なんてどうせかわいいものばかりだろ。全部受け止めてやるから気にしなくていい。菫が俺の家にいてくれるだけで、そんなのすべてチャラだ。わかった？」

「わかった」

　語気を強めて言い含められ、菫は渋々うなずいた。

「俺は二年を取り戻すだけじゃ物足りない。菫のこの先の全部を見守るつもりだ。菫の喜びも悲しみも、それこそ迷惑をかけられてもそれも全部」

「……黎君」

「だから、これからよろしく」

　黎が目尻を下げると同時に天ぷらを揚げる音が一段と大きくなる。その音に混じって届いた黎の言葉が、菫の涙腺を刺激する。

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　息苦しさを覚えるほどの幸せと、言葉にできないほどの黎への愛しさに身を震わせながら、菫は今ようやく黎と一緒に暮らしていくのだと実感する。そして黎とともに過ごせる日々が、いつまでも続きますようにと心から願った。
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「今度ハンバーグがおいしい店に行かないか？」

　黎はそう言いながら菫が先に入っていたベッドに潜りこむ。

「ハンバーグ？」

　菫はくぐもった声で問い返し、黎の身体にもぞもぞと身を寄せしがみついた。今にも眠ってしまいそうな菫の声と動きに、黎は起きているときにもこうして恥ずかしがらずに抱きついてほしいと口元を上げた。

「今日行った店の少し先にかなり知られてるハンバーグ専門店があるんだ」

　黎は菫の首の下に腕を差し入れ、そのまま両手で菫の身体を抱き寄せた。その身体は熱く、よっぽど眠いのだとわかる。

「菫を連れていきたいって前から思ってたんだ」

　まぶたを閉じている菫の様子をうかがいながら声をかけると、菫はあくびをかみころし顔を上げた。

「……それ雑誌で見たことがあるかも。星を獲得している人気店だって載ってたかな」

「多分、そこだ」

　黎は寝ぼけた声で答える菫の額に軽くキスを落とす。

　天ぷらを堪能し帰宅したときにはもう菫の体力は限界で、引っ越しの片付けどころではなかった。引っ越しの疲れはもちろん見合いの件であれこれ悩み、すでにキャパオーバーだったのだろう。

「もう心配しなくていい」

　黎は菫の頭を柔らかな仕草で撫でながら、寝室の片隅に飾っているくす玉をぼんやり眺める。

　ベッドに入るたび自然と目に入ってくるそれは、黎にとって後悔の象徴だった。

　恋人との別れにてこずっている間に、菫は黎以外の男性にかっさらわれてしまったのだ。

　くす玉を手渡されたときにでも、綺麗ごとや順序などすっ飛ばして菫に想いを伝えればよかったと、何度も後悔した。

　結局、菫は他の誰かのものになったわけではなかったが、そんな嘘をつかせるほど菫を追い詰めた自分の馬鹿さ加減に辟易した。

「黎君……」

　腕の中で菫はもぞもぞと身体を動かし寝心地のいい場所を見つけしがみついてくる。規則正しい寝息が聞こえてきて、黎は複雑な思いで苦笑した。

「そんなかわいい顔して、ひとりでさっさと寝るなよ」

　菫の真っすぐな髪に指を通してその感触を楽しみながら、黎は菫の唇に自分のそれを重ねた。しっとりと吸い付くような柔らかさに気持ちは高ぶり、ついその先を求めてしまう。角度を変え、何度もその弾力を楽しむが、長い睫まつげがたまに小さく揺れるだけで菫が目を開く兆しはまるで見えない。

　よほど疲れているのだろう。

　黎の腕の中で安心しきった顔で眠っている。

「長い間、苦しかったよな。ごめん」

　くす玉をチラリと眺めた後、黎は菫の身体を丁寧に抱き直した。そして菫の背中に手を添えてあやすようにポンポンと叩く。

「ハンバーグの次は、菫好みのセレクトショップもあるから行こう。昔ピアノを習ってたって言ってたよな。個人レッスンをしている家も見かけたからもう一度習うのも悪くないんじゃないか？」

　すでに眠っている菫に、黎は愛しげに話しかけている。

「菫を連れていきたい場所が、この近くに色々あるんだ。想像もしていなかった未来だけど、きっと楽しいぞ」

　切ない思い出ばかりの過去を後悔するより、笑い合い楽しめる未来を作っていく方が建設的だ。まずは菫をあちこち連れていこう。そしてもう二度と苦しめないし泣かせない。

　黎は菫の頭に顔を埋め、ようやく手に入れた温かさに心震わせた。
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　その後一カ月が経ち、菫と黎は順調に日々を重ねていた。

　ふたりとも仕事が忙しく平日はまとまった時間を取れないが、休日はなるべく一緒に過ごすようにしている。黎の自宅周辺は飲食店だけでなくあらゆる施設があり、散歩する程度の外出でも美術館や黎おすすめのセレクトショップなど目新しいものに触れることができ、菫は刺激的な時間を過ごしている。

　ひとり暮らしが長い黎は母親の方針もありひと通りの家事ができるが、今までは仕事が忙しく食事はほぼ外食、掃除は週に一度来てもらうハウスクリーニングに頼っていた。

　菫と暮らし始めてからはハウスクリーニングは継続しているが食事は大抵菫が用意している。もともと料理が得意で気分転換に台所に立つことが多い菫にとって、黎のために料理をするのは苦ではなく、むしろ幸せな時間だと感じている。

　黎は意外にも猫舌で、カレーはスパイスが効いたプロ仕様のものよりも市販のルーを溶かしただけのものが好きだとか、それまで知らなかった黎の素顔を知るのはとても新鮮だ。総じて黎の食の好みは子ども寄り。それは思いがけない発見だった。




「……黎君？」

　目覚めたとき、隣にあるはずの温もりが消えていた。

　菫はさして驚くでもなく起き上がり、ベッド横の椅子にかけていたカーディガンに袖を通した。時計を見ると午前三時。眠い目をこすりながらベッドから降りる。

　寝室を出て菫が向かったのは、黎の仕事部屋だ。十畳ほどある室内には壁に沿って長机が置かれ、その上には大きなパソコンが二台並んでいる。他にもノートパソコンが何台かあり、さすがシステム開発者だなと感心する。

「またトラブルでもあった？」

「悪い。電話の声がうるさかったか？」

　ソファに腰かけ膝に置いたパソコンを操作しながら、黎が申し訳なさそうに菫に声をかける。チラリとも菫を見ようとせず、一心にキーボードを叩いている。

「ううん。それは大丈夫。目が覚めたらいなかったから、ここかなと思って」

「時差を無視するイギリス支社の同期からの電話に起こされたんだ」

　あきらめ混じりの声で話す黎に、菫は小さく笑う。

　システム開発という職業柄、黎の仕事はかなりハードだ。二十四時間関係なく会社から電話が入り、トラブル対応で夜中に駆り出されることも多い。

　海外とのやり取りも頻繁で、スマホに向かって流りゅう暢ちょうな英語を話す姿は惚れ惚れするほどかっこいい。

「お疲れ様。大変だね」

「あと少しで終わるから、こっちで待っててくれる？」

　黎は視線で隣に座るよう促した。

「うん」

　その言葉を待っていたとばかりに大きくうなずき、菫はいそいそと黎の隣に腰かけた。邪魔にならないよう少し離れて座ると、それが気に入らないのか黎が素早く距離を詰める。

「寒くないか？　そっちにブランケットがあるからかけてろ」

　手元から目を離さない黎に「そうだね」と答え、菫は傍らにあるブランケットをふたりの肩に広げた。

「俺はいいから菫がちゃんとかけておけ」

「ううん。この方が温かいから」

　一枚のブランケットに黎とふたりでくるまり、菫は満足げに笑う。もともと暖房が入っていて暖かいが、黎と分け合う熱は格別だ。

　菫の軽い笑い声に、黎は横目で流し見る。そしてふっと口元を緩めた。

「あ、全編英語」

　ふとパソコンの画面に並ぶ英文が目に入り、菫は思わず声をあげた。

「相変わらずワールドワイドな仕事ぶり」

　感心する菫に黎はくっくと笑う。

「大げさだな。よし、ＯＫ」

　できあがったメールを送信し、黎はパソコンを近くのローテーブルの上に置いた。そしてソファの背に身体を預け、凝り固まった首を左右に動かしている。

「終わった？　色々大変だね。最近は英語の仕事が増えてるみたいだし」

　こうして夜中に黎がベッドを抜け出し仕事をするのは今日に限ったことではない。二月末の現在、期末を来月に控えて忙しいのは菫も同じだが、最近の黎の仕事ぶりには驚かされている。海外とのやり取りも増え、帰宅後眺めている資料も英文ばかりだ。

　先週は夜中に海外とのオンライン会議をしていてベッドに黎が入ってきたのは明け方近くだった。そんな猛烈な仕事ぶりを間近で見ながら、菫はいつか黎が体調を崩すのではないかと心配している。

　もともと黎は紅尾ホールディングスの後継者としての意識が高く、なによりもまず会社や社員のことを考えている。世界各地にあるグループ企業で働く何百万人という社員やその家族の生活を背負っているとなれば、それは当然なのかもしれない。

　海外出張も多く、外国語に関しては英語とフランス語に問題はなく、スペイン語と中国語も日常生活に不便を感じないレベルで話せるという。

　かたや菫の英語力は大学受験に必要なレベルまでは勉強したがそれもとっくにさびついているはずだ。今黎が作っていた英文も、ほとんど理解できなかった。

　英語に限らず菫は黎が手がけている仕事についてほとんどなにも理解していない。

　仕事で必要に迫られてパソコンを使っているが、本来はスマホの機能も十分使いこなせない機械音痴。システム開発などまるで別世界の話で、黎の仕事のサポートをしたり相談に乗るなど絶対に無理なのだ。

　そしてそれが、菫の最近の悩みのひとつでもある。自分は黎の将来に必要なのだろうか、それどころか足を引っ張っていないだろうか。

　その思いは一緒に暮らし始めてからさらに強くなり、黎の側にいられる幸せを感じるたび、それと同じだけの切なさが生まれている。

「今ロンドン支社の仕事を手伝ってるんだよ。なかなかやっかいな案件なうえに通常業務もあるから疲労困憊。菫、癒やしてよ」

　黎は菫の腰を抱き寄せ唇を重ねる。湿り気を帯びたリップ音が部屋に響いた。

「さっき抱いたばかりなのに、すぐに欲しくなる」

　一度離れた唇が二度、三度と降りてきて、菫の唇を覆い尽くすようにキスを繰り返す。

「ん……」

　キスならこの一カ月何度も交わしているのに、未だに恥ずかしい。我慢できずに口から漏れる吐息がやけに大きく聞こえ、照れくさくて仕方がないのだ。

　黎は菫の後頭部に手を回してしっかり固定し、激しいキスを落とし続ける。

「菫」

　欲を含んだ声が菫の耳元をくすぐる。普段なら決して聞くことのない甘く熱い声だ。

　黎の舌が菫の唇の隙間を探り口内に強引に侵入する。菫は無意識に顔をそむけようとするが後頭部に回された黎の手にそれを拒まれ、我が物顔で動き回る熱い舌を必死で受け止める。

「ん……っふ」

　黎は逃げる菫の舌を追いかけて、それを容赦なく絡め取る。なすすべもなく黎の舌に蹂じゅう躙りんされ、菫の呼吸がどんどん荒くなっていく。

　菫の身体の中心に集まった熱が全身に広がり始め、それを逃がすように身体をくねらせ喘いでも、黎の舌が菫を解放する気配はない。菫の口からは言葉にならない声ばかりがこぼれ落ちる。

「悪い。しばらく寝かせてやれない」

　黎はつい数時間前に自らの手で菫に着せたシルクのパジャマとインナーを、菫の身体から取り去った。そしてなにも身につけず力なく向かい合う菫を、愛しげに眺める。

「綺麗だ」

　はあはあと荒い呼吸と同時に上下する菫の身体を、息ひとつあがっていない黎の指先がつつっと刺激する。その動きに沿って、菫の肌がひりりと腫れたような熱を持つ。

　いつの間にか菫の身体はソファに押し倒され、ブランケットはどこかに消えている。黎は素早く菫の身体にまたがり着ていたシャツを脱ぎ捨てた。

　細身なのにバランスよく筋肉がついた身体はいつ見ても美しい。菫は眠る前にいったんは落ち着いたはずの欲が、身体の奥で再び動き出したのを感じた。

「黎君」

　キスだけですでに呼吸は荒く黎に伸ばした手は震えている。早く続きをと、視線でねだる自分をはしたなく思うが、この一カ月の間に黎から与えられた歓びが、菫の中に隠れていた女性としてのスイッチを全開にした。

　初めて抱かれた日の感動や幸せな感覚をそのまま残し、黎は更なる愛情と歓びをそこに重ね置いていく。

「はあっ」

　のしかかるように身体を近づけた黎に胸の先端を甘噛みされ、菫は思わず小さな呻き声をあげた。恥ずかしいのに我慢できない。

　そのあとも黎は菫が身体を震わせる場所を丁寧に刺激し愛撫を繰り返す。

「……ん」

　あっという間に熱くなった全身は黎の指や舌に翻弄され、次第に菫の口から漏れる声が大きくなっていく。

「菫……」

　耳元に黎の熱い吐息を感じて震えたとき、黎が一気に入ってきた。唐突に与えられた刺激に、菫は大きくうめき身体を弓なりに反らせた。ソファに沈む身体がさらに深く沈んでいくような感覚を、つま先をきゅっと丸めて必死でやりすごす。

「はあ……あっ」

「平気か？」

　浅い呼吸の合間に黎は菫の顔を覗きこむ。口では菫を気遣いつつもその表情はひどく妖艶で余裕が浮かんでいる。

「ん……平気」

　口ではそう言いつつ、黎がわずかに動くだけで全身に震えが走るほど身体は敏感になっている。

　やがて黎はゆっくりと動き始めた。

「黎……っ」

　黎の動きに合わせて菫の身体も大きく揺れ、次第にそのスピードが上がっていく。

　黎しか触れたことのない菫の身体の奥深くがうねり始め、菫の意志とは関係なく黎を包みこんでいく。黎の口からも気持ちよさそうな吐息が漏れ、さらに腰の動きが力強く、そして速さを増していく。

「やあっ……んっ」

「菫っ」

　ふたりの苦しげな声が部屋に響き同時に果てると、菫は胸を上下させ、深い呼吸を繰り返した。狭いソファの上、全身をくまなく密着させ抱き合う。少しでも動くとラグの上に落ちてしまいそうで、菫はその不格好さにおかしくなる。お互いを性急に求めるあまり、ベッドに移る時間も惜しんで愛し合っていたのだ。

「なに笑ってる？　余裕だな」

　そう言っている黎もくっくと笑いながら菫の顔中にキスを落としていく。

「愛してるよ」

　その言葉。そして菫を愛しげに見つめる表情だけで、菫は力が湧いてくるのを感じる。

　黎と想いを通じ合わせてから一カ月以上が経ち、今では黎から与えられるばかりでは物足りない。菫は自らも顔を寄せて黎のキスに応えた。

　口に出すのはまだ照れくさい、愛しているという想いをこめて。




　翌朝菫がベッドで目を覚ましたとき、すでに黎の姿はなかった。

　ここ最近黎の朝は早く、毎朝六時には家を出ている。会社の業務自体は二十四時間体制で動いているらしく、夜中や休日にも電話で呼び出されることがある。三年ほど前に金融系のシステムを担当するようになってからはとくに忙しそうだ。

「起こしてくれてもよかったのに」

　広いベッドにひとりでいるのはかなりさびしい。

　菫は昨夜愛された名残を身体の至る所に感じながら起き上がる。

「あ……」

　一瞬視界が揺れ、菫はベッドに両手を突いた。昨夜もそうだが最近あまり食べていない。だから貧血を起こしているのかもしれない。

　昨夜はどこで黎のスイッチが入ったのかわからないが、散々抱かれ、おかげで今も眠たくてたまらない。

　菫は出勤の準備をしようと気合いを入れ、ゆっくりとベッドから降りる。

　その途端、足元がふらつき倒れこむように再びベッドに腰を下ろす。目眩だけでなく吐き気もあり、身体は熱っぽい。

　菫は再びベッドに身体を横たえ、ひとまず吐き気と目眩が治まるのを待つことにした。

「黎君」

　ひとりで寝るにはあまりにも広すぎるベッドはさびしいだけでなく不安も感じる。

　黎と暮らし始めて一カ月と少し。あっという間に菫の心は弱くなってしまった。

　ひとりで生きていく強さを身につけるのは何年もかかったのに、弱くなるのは一瞬だ。

　こんな短い間にひとりでいるのがこれほどさびしくなるとは想像もしていなかった。

　黎と付き合い始めてからだってまだ二カ月も経っていない。こんな短期間での自分の変化に、菫は驚いている。

「あ、あれ……二カ月？」

　菫は閉じていた目を開き慌てて起き上がると、サイドテーブルの上にあるスマホを手に取った。そしてカレンダーを呼び出す。

「やっぱり……どうしよう」

　菫は青ざめた顔でスマホをまじまじと見つめる。年明け以来生理がないのだ。

「え……うそ」

　菫はベッドにぺたんと座りこみ、そっとお腹に手を当てる。もちろんなんの変化もない。

「赤ちゃん？」

　だとすればもちろん父親は黎で、初めて抱かれたときに授かったのかもしれない。

「ど、どうしよう」

　菫はどうしていいのかわからず手にしているスマホで黎の名前を呼び出すが、発信ボタンを押そうとしたところで動きを止めた。黎に伝えても心配をかけるだけだ。

　それにまだ妊娠が確定したわけではない。仕事が忙しいうえに見合いの話があったりと悩みも多かった。なにより黎と一緒に暮らし始めて大きく生活が変化したせいでリズムが狂っているだけかもしれない。自分にそう言い聞かせ、心臓がばくばく音をたてるほどの不安をやりすごした。

　けれど一度生まれた不安は簡単には拭えない。ましてや妊娠しているとなれば自分ひとりの問題ではないのだ。

　菫は落ち着かない気持ちをどうにか整えた後、スマホの画面に普段婦人科検診を受けているクリニックの予約サイトを呼び出した。

「あ、空いてる……」

　予約画面を見ると、今日の午前中ならあとひとり予約が可能だ。菫はしばらくの間画面を睨むように見つめ、そして意を決して予約ボタンをクリックした。瞬時に【予約を受け付けました】という文字が画面に表示され、菫はくずおれるようにベッドに倒れこんだ。それまでドキドキしっぱなしで呼吸も浅くなっていた身体から力が抜けていく。

「しっかりしなきゃ」

　不思議なことにいざ予約を入れた途端、それまで抱えていた緊張感や戸惑いに代わる別の感情が生まれているのを感じた。不安で落ち着かないながらも現実に向き合わなければならないという強さのようなものだ。

　菫はすくっと起きあがり会社に電話を入れて休む旨を伝え、身支度を整えた。

　そしてクリニックに着いてすぐ、普段検診で診てもらっている女医の診察室に呼ばれた。問診を受けた後いくつかの検査を受け、いよいよ内診だ。いつ来ても慣れないイスにひどく緊張し、心臓の音が一気にうるさくなる。

「気楽にしてね」

　看護師の優しい声がどこか遠くに聞こえるほど緊張し、内診台に身体を横たえたと同時にお腹にそっと手を当てた。

「見えるかしら」

　先生の声に、菫は傍らのモニターに目を向けた。

「これが子宮ね。そしてここに赤ちゃんが見えるわよ」

「赤ちゃん……」

　モニターに映っているのは子宮の中に小さく浮かんでいる豆粒のような白い影。それが赤ちゃんらしい。

「心拍も確認できるし、間違いなく妊娠しているわよ」

「妊娠……」

　菫は震える声でそうつぶやくと、赤ちゃんらしき姿を食い入るように見つめた。

「正常妊娠だし、今のところ問題はないわよ」

「あ、ありがとうございます」

　最後の生理が始まった日から計算して予定日は十月初旬。菫はモニターを見ながら涙をぽろぽろ流した。

「かわいい」

　まだ赤ちゃんの形は成していないのに、すでにかわいくて愛しい。これが黎の赤ちゃんなのだ。そう思うだけで胸がいっぱいになり、さらに涙があふれてきた。

　それは紛れもない、うれし涙だ。




　とはいえ夢見心地で帰宅した途端、現実が押し寄せてくる。

　帰宅直後スマホに届いた部長からのメールを開くと、発売を控えた折り紙の作品集の予約が好調で、早々に重版が決まったとある。菫はその連絡に飛び上がって喜び、小さくガッツポーズを作った。

　メールには作品集の第二弾の制作が決まりそうだとも記されていて、菫の士気は一気に上がる。これまでホームページにアップした作品のストックならまだまだあり、今後制作するつもりの作品リストもすでに作成済み。菫は次回案を頭の中で練りながら、高まる気持ちを抑えられずにいた。

「……んっ」

　興奮しリビングをうろうろ歩き回っている中、吐き気を覚え慌てて洗面所に飛びこむ。これはきっとつわりだろう。波に強弱はあるが、絶えず胃に違和感があり気持ちが悪い。

　こんな体調で第二弾など作れるのだろうか。それ以前に仕事を続けられるのだろうか。菫は次々生まれる不安に泣きそうになる。

　そのとき、スマホがメッセージの受信を告げた。見ると黎からだ。

　普段はふたりとも仕事が忙しく、日中連絡を取り合うことは滅多にない。

　菫はどうしたのだろうと慌ててメッセージを開いた。

【これ、見つけた】

　時間がないのだろう、そこにはたったひと言の簡単なメッセージと添付ファイルが表示されている。菫は首をかしげ、ファイルを開いた。

　すると折り紙の作品集の記事が目に飛びこんできた。それは有名な経済誌の記事で、富川製紙の今後の経営戦略的な内容が記載されていた。

「この記事、出たんだ……」

　その雑誌に自社に関する記事が掲載されると耳にしていたが、担当ではない菫は内容の詳細までは知らなかった。食い入るように読み進めると、好調な売り上げや新製品開発に対する積極的な姿勢への高評価が続き、来月発売予定の作品集についても大きく取り上げられていた。

〝ＩＲ活動に新しい方向性〟と見出しがつけられた内容は概ね好意的で、ホームページを使っての新しいイメージ戦略とも書かれていた。

　忖度なく記事を作ると知られているこの雑誌に取り上げられること自体が企業にとってのいい宣伝になる。これまでにも何度か富川製紙の記事が掲載され喜んだ記憶があるが、今回はまた格別だ。自分ひとりが出した成果ではないが、まるで自分が褒められたような気がしてたまらなくうれしい。

　黎もこの記事を見つけ、同じ思いで知らせてくれたのだろう。

「ん？　まだある」

　もうひとつファイルが添付されているのに気付き、菫は続いてそれを開いた。

「〝紅尾ホールディングスの盤石な経営基盤〟って……あ、黎君」

　続けて開いたファイルは紅尾ホールディングスに関する記事だった。新しく傘下に入った医薬品会社に関する内容に続き、次期トップとして期待されている黎にスポットが当てられている。

『後継者としての期待値は高いが経営手腕はまだまだ未知』

　辛辣というほどではないが、黎を褒め称える記事でもなかった。現状、グループ会社で修業中の身であることを考えれば当然だが、内容も黎にとってはなかなか厳しい評価だ。

　とはいえ政界や財界人にも広く読まれているこの経済誌に個人で記事が載る機会は滅多にない。記事の内容は手厳しいが、黎への期待が大きい証拠でもあるのだろう。

　菫は何度も記事を読み返し、黎の立ち位置のすごさを実感した。記事の中央の写真の黎もつい見とれてしまうほど素敵だ。

　そのとき、再び黎からメッセージが届いた。

【社内では実物の俺の方がかっこいいと盛り上がってる。菫はどっち？】

「は？」

　気楽すぎる内容に、菫は思わず吹き出した。記事の内容はどうでもいいのだろうか。

【実物一択】

　菫はたったひと言打ち込んで、返事を送る。

　既読はついたが返事はない。きっと忙しいのだろう。

　菫はソファに腰を下ろし、背もたれに身体を預けた。束の間の黎とのやり取りに気持ちが一気に盛り上がったが、終わってみればなんだかさびしい。

　同じ雑誌に掲載されても、黎は単独で取り上げられている。やはり自分と黎との間には追いつけないほどの距離がある。

　黎との暮らしがあまりにも幸せで調子にのってしまい、現実が頭から抜けていた。

「どうすればいいんだろう」

　菫はお腹を両手で優しく撫でる。

　妊娠が確定した今、父親である黎に伝えるべきだとわかっていても、気が進まない。

　菫を傷つけるようなことはしないとわかっているからこそ、伝えるのが怖いのだ。

　黎の立場を考えると単純に喜ぶだけでは済まされない。一緒に暮らし始めた時点で将来を考えなかったわけではないが、やはり黎が背負うべき責任と立場を思うと菫との結婚は現実的ではない。

　改めて黎と自分の立場の違いを実感し、菫は肩を落とした。




　思い悩みながらひと晩を過ごし、翌日菫は通常通り出社した。

　富川製紙は福利厚生に厚く、社員の働き方にも柔軟な姿勢をとっている。本社や支社だけでなく営業所や工場もオンラインでつながり、勤務形態も職種や本人の希望で出社か在宅を選ぶことができる。もちろんどのような選択をしても、給与に影響はない。

　そしてここ数年で社内のあらゆるシステムが改善され、とくに経理関連の全社システムはがらりと仕様が変わっている。その開発を一手に引き受け導入後のメンテナンスにも携わっているのが紅尾システムソリューションだ。

　黎も担当者のひとりとして富川製紙を訪れることがあり、経理部や人事部、そして情報統括部などと一緒に業務を進めている。

「御園さん、経理部を覗いたら紅尾さんが来てましたよ。昼から社内がその話で持ちきりだったんで、つい見に行っちゃいました」

　終業時間が迫り急ぎの仕事に取り組んでいた菫に、隣の席の後輩から声がかかる。明るい声の彼女は入社二年目の笹ささ原はら優ゆ乃ので、見ると胸に書類を抱えたまま夢見心地で視線をさまよわせている。

「いつ見ても素敵ですよね。スラリと背が高くて顔が小さくて。仕立てのいいスーツが抜群に似合ってました。あ、もちろん整いすぎている顔は言うまでもなく神がかってました。眼福です」

　余韻に浸る笹原を横目に、菫は素晴らしく見栄えのいい黎のスーツ姿を想像しぽっと顔を赤らめる。黎から今日打ち合わせで会社に来ると聞いていて、実はそわそわしていたのだ。仕事での関わりがないので顔を合わせる可能性はないが、同じビルに黎がいると思うと落ち着かなかったのだ。

「御園さん、紅尾さんとお知り合いなんですよね？」

　ようやく余韻から覚め始めた笹原が、好奇心を隠さない表情で菫に問いかける。菫は一瞬ぴくりと眉を動かし、ひと呼吸おいてなんでもないようにうなずいた。

「うん。航君を通じて知り合ってね」

　それは嘘ではない。もともと航の大学時代の友人だというつながりで黎と知り合ったのだ。

「いいなあ。あの男前に名前を覚えてもらってるなんてうらやましすぎます」

　ひどく興奮しながら話す笹原に、菫はひきつった笑みを浮かべ視線を泳がせる。名前を覚えてもらっているどころか、一緒に暮らしているのだ。それをわざわざ伝えるつもりはないが、笹原にどう答えるべきか、困ってしまう。

　菫は笹原に曖昧な笑顔を向けながら、昨日からずっとこんな調子で口ごもってばかりだなと思う。

　結局、昨日黎に妊娠のことを伝えられなかったのだ。もちろんいつかは言わなければならないとわかっているが、仕事がたてこみ深夜二時頃タクシーで帰宅した黎は見るからに疲れていて言い出せなかったのだ。

　というのは言い訳で、実のところ打ち明けるのが怖くて言えなかったというのが正しい。有名雑誌に顔写真まで掲載されるほどの立場にいる黎にとって菫の妊娠はマイナスにしかならないはずで、どう切り出そうか決めあぐねているのだ。今朝も普段通り早朝六時には会社に向かった黎と、顔を合わせる時間はほんのわずか。それを理由になにも伝えなかった自分のずるさに、菫は朝から何度もため息をついている。

「航さんもかっこいいし、あれほどの男前ふたりと親しいなんて、ほぼ奇跡。あ、でも御園さんもふたりと並んでも見劣りしないほど綺麗だし、それもまた奇跡ですよね」

「またそんなこと言って。ふたりと並んだら私なんて霞んで消えちゃうのに」

　相変わらず黎への憧れを口にする笹原の気楽さに、菫の気持ちは幾分持ち直す。

「霞むなんてとんでもない。謙虚も度が過ぎると嫌みですからね。それに、この間だっておふたりは超お似合いでしたもん。あ、声が大きいですね」

　なぜか笹原は周囲を見回し口を閉じる、そして椅子ごと菫の隣に近づいてきた。

「な、なに、どうしたの」

　目の前で意味ありげに口元を上げる笹原に、菫はうろたえた。思わず距離を取るが、笹原は気にすることなく菫の耳に口を寄せる。

「実はこの間の土曜日の夜、見ちゃったんですよねー」

　笹原は語尾を伸ばし、やけにゆっくりと話す。もったいぶる様子に菫は悪い予感がした。残念ながら、そんな予感はよく当たるのだ。笹原はにんまりと笑い、言葉を続ける。

「大通りを歩くおふたり、まるでファッション雑誌の表紙みたいでしたよ。二度見する人続出で、笑っちゃいました。今日みたいにスーツ姿の紅尾さんはもちろんかっこいいですけど、ラフなダッフルコートもばっちり似合ってました。すっぴんの御園さんもすごくかわいかったし」

「お、おふたり……」

　菫は〝土曜日〟と〝おふたり〟という言葉にひっかかる。土曜日といえば、黎とふたりで映画を見に行きその帰りに大通り沿いにあるリカーショップを訪ねたのだ。そこは〝すみれ〟を扱っている店で、黎が店頭に並んでいるのを見せたいとはりきり、菫を連れていったのだ。そのときたしかに黎はダッフルコートを着ていた。

「あ、あの、それって……えっと」

　思い当たることがありすぎて、菫は慌てる。それまでパソコンに向かって作成していた文章の続きが頭の中から一気に消えていく。

「慌てなくていいですよ。私、こう見えて口は固いので安心してください。それに、御園さんを見つめる紅尾さんの蕩けるような顔を見たら、からかう気もなくなっちゃうし。要するに、お似合いすぎて邪魔者は退散せよってことです」

「笹原さん、あの。それってあそこにいたってことよね」

　たどたどしい声の菫に、笹原はにっこりと笑う。

「はい。あの近くの店で彼と食事をした帰りだったんです。すれ違ったのにも気付かなかったでしょう？　御園さんたち、お互いしか見えてなかったから当然ですけど」

「え、そうだったの？　だったら声をかけてくれたらよかったのに」

　両手を頬に当て、菫は恥ずかしそうに声をあげる。

「無理ですよ。声なんかかけたら御園さんの腰を抱いて我が物顔で独占する紅尾さんに睨まれるのは確実ですからね」

「睨まれるって。黎君は優しいからそんなことしないと思うけど」

　そんな黎を見た記憶がない菫は、訝かしげに眉を寄せた。

「それはそうでしょうとも。〝黎君〟は御園さんが大切で、きっと甘い顔しか見せないんですよね」

　笹原は大げさにため息を吐き、肩をすくめる。

「とにかく、今日の紅尾さんも極上のいい男だったと報告しておきます」

　ニヤリと笑い、笹原は片手を額に当て敬礼のポーズを取る。

「あ、ありがとう」

　黎と付き合っていると言ったつもりはないのに、いつの間にか笹原の中ではそれが事実になっているようだ。たしかに事実で反論できない。菫はどうにも落ち着かない気持ちを抱え、まごまごする。

「あ、でも残念な報告も。紅尾システムとうちの経理部の打ち合わせ、難航してるみたいでした。同期がいたので聞いてみたら、どうもトラブルが発生したようです」

「トラブル……。そうなんだ」

　最近とくに忙しいと言っていたが、今日も日付が変わってからの帰宅になるのかもしれない。

「そんなわかりやすく落ちこまないでくださいよ。もしかして、今日一緒に帰るとか約束してるんですか？」

「え、違うわよ。毎日忙しくしているから、体調が心配で」

　からかい気味の笹原に、菫は大きく首を横に振り否定する。

「いいですいいです。わかってますから。会えなくてさびしいですよね。もう、本当にかわいすぎますよ。あ、だったら今日は私がおつき合いします。おいしいご飯を食べて元気になりましょう」

　唐突に夕食の話が飛び出し、菫は目を丸くする。普段から時間が合えば食事に行く関係だとはいえ、彼女の目にはありありと好奇心が浮かんでいて、ついひるんでしまう。

「そうと決まればさっさと仕事を終わらせます。御園さんもレッツ定時退社ですから、早く片付けてください」

「あ、う、うん」

　いつの間にか決まっていた笹原との食事。菫はどうしてこんな話になったんだろうかと首をひねる。とはいえ根っから明るい笹原といると自然と笑顔になり気持ちも盛り上がる。

　今日はつわりもなく体調もいい。仕事で帰りが遅い黎を待ってひとりでさびしく過ごすより、お腹の赤ちゃんにとってもいいだろう。

　菫はそっとお腹に手を当て気持ちを落ち着けた後、中断していた仕事を再開した。




　十七時半の終業時間に無事に仕事を終え、菫と笹原は揃ってエレベーターに乗りこんだ。

「御園さん、どこに行きます？　私、がっつりいきたいんですよね。今週あと三日も働かなきゃいけないしパワーチャージしましょうよ」

　笹原はスマホでグルメサイトを検索し始める。人付き合いがよくおいしい物に目がない笹原のはしゃぐ声に、菫は小さく笑いうなずいた。

「私はなんでもいいよ。あ……お酒はパスで食事メインがいいかな」

　もともと外でお酒は滅多に飲まないが、妊娠中はとくに気を付けた方がいいだろう。

「だったら、あ、このステーキハウスなんてどうですか？　一度行ったことがあるんですけど内装がおしゃれなうえに安くておいしいんです」

「あ、いい感じのお店だね。近いしそこにしようか」

　笹原のスマホに表示されていたのは、会社から二駅隣のステーキハウスだった。

「だったらここにしましょう。火曜日だし、予約しなくてもいいですよね」

「そうだね。とりあえず行ってみようか」

　エレベーターが一階に着き、ゆっくりと扉が開く。打ち合わせスペースを備えた広いロビーを横切り、ふたりは会社を出た。すでに日が落ち、会社周辺は外灯に照らされていた。

「テールスープもおいしかったんですよねー」

　会社を出て駅に向かって歩きながら、菫は笹原の声に相づちを打つ。通りは家路を急ぐ人が多く、菫は無意識にお腹をかばい、ぶつからないように気をつける。

「菫っ」

　そのとき背後から菫の名前を呼ぶ声が聞こえた。しばらく耳にしなかった怒りを含んだ声に菫はぱたりと足を止め、一瞬で身体をこわばらせた。

「え……どうして」

　辺りをうかがうように振り向くと、道路の端に停まっていたタクシーの後部座席から見覚えのある女性が降りてきた。

「菫、こっちに来なさい」

「母さん……」

　突然菫の前に現れたのは、長く顔を見ていない母だった。パンツスーツにローヒールのパンプスを履き、仁王立ちで菫を睨んでいる。十メートルほどの距離があっても、その表情の厳しさがはっきりと見える。

　上京以来一度も菫の様子を見に来たことがない母が突然現れ、菫は立ちすくむ。

「前に菖蒲から連絡があったでしょう？　お見合いが控えてるのにいくら待っても帰ってこないから、迎えに来てあげたのよ。このまま家に連れて帰ります」

「む、無理。こっちで仕事もしてるし、第一お見合いはしないって連絡した」

　母の語気の強さにたじろぎながら、菫は精一杯の声で答え、首を横に振る。自身の感情を高圧的に押しつける母の性格を思い出し、手足が冷えていく。昔から、菫は母のこの強引な声に弱いのだ。

「仕事なら辞めればいいのよ。どうせあなたがいてもいなくても影響ないでしょう」

「そ、そんなことない。辞めたくない」

　昔何度も向けられた母の鋭い視線に、菫は怖おじけづく。母はまるで洗脳するように言葉と視線で菫を支配するのだ。

　この場からすぐにでも逃げ出したいが母の鬼気迫る表情に足がすくんで動かない。

　あっという間に速くなった鼓動がバクバク音を立てている。

「早く来なさい。退職届なら明日にでも郵送すればいいんだから」

　厳しい形相で追い打ちをかける母の声が菫の全身を震わせ、長く忘れていた臆病な感情がよみがえる。

　母の言葉に逆らえず、我慢ばかりだった日々。誰もが菖蒲の味方で菫に優しくしてくれる人などいなかった。

「わ、私、戻りたくない、だって――」

「菫、いい加減にして。本当、菖蒲と違って言うことを聞かないんだから」

「あ……」

　菫は菖蒲の名前を出され、胸の奥に鋭い痛みを覚えた。母は菫が菖蒲と比べられるのを嫌がるのをわかっていてわざとその名前を口にするのだ。菖蒲の名前を出せば菫がなにも言い出せず刃向かえないと知っていて、今も敢えて出したはず。

「今まで好きにさせてあげたんだから、いい加減菖蒲を見習ってうちのために働きなさい」

　あきれ果てたというような声で言いながら、母は待たせているタクシーを指し示す。

「乗って」

「あ、私……」

　菫の身体がふわりと揺れ、同時に母に向かって足を踏み出した。まるで見えないロープに拘束された身体が母に引き寄せられるような、力ない歩み。

「やだ……行きたくない……黎君」

　菫の口から悲痛な声がこぼれる。頭の中では母に背を向け逃げ出したいと思っても、なぜか身体が思うように動かない。母の鋭い視線に捕らわれ意に反して足が動いてしまう。

「やだ……黎君、助けて」

　目の奥を熱くする涙が視界を滲ませる。

「新幹線の時間があるから急いで」

「あっ」

　甲高い母の怒鳴り声に驚いた菫はバランスを崩し、身体を大きく揺らし足元をふらつかせた。

「御園さんっ」

　倒れそうになった菫の身体を、それまで呆然と成り行きを見守っていた笹原がとっさに両手を伸ばして支えた。

「大丈夫ですか？」

　笹原の焦る声に、菫は目を瞬かせる。

「あ、ああ……笹原さん」

　母しか見えていなかった視界に突然笹原が現れ、菫は我に返る。見知った人が側にいるとわかり、それまで冷え切っていた手足に熱がよみがえる。

「顔が真っ青ですよ、大丈夫ですか？　あの女性、御園さんのお母さんですか？」

　心配そうに問いかける笹原に、菫は弱々しくうなずいた。恐る恐る視線を向けると、母は仁王立ちのまま菫を睨んでいる。菫は素早く視線を逸らす。

「会社を辞めろって言ってたし、なにがあったんですか……え、御園さん、すごく震えてますよ」

　笹原は慌てて菫の手を両手で包みこんだ。力をこめて握っても、菫の手は小刻みに震え、治まる気配がない。

「どうしても止まらなくて」

　笹原は菫の手を強く握り、励ますように上下させた。

「大丈夫です。きっとすぐに止まりますから。それよりどうします？　お母さん、すごい顔で睨んでいてこっちに来ますよ」

　見ると菫の母が高ぶった感情そのままに足を踏みならし、近づいてくる。

　二年近く菫を無視し続けてきた母がわざわざ出向いてきたのだ、本気で菫を連れ戻そうとしているとしか思えない。

「どうしよう」

「逃げましょう。ひとまずここから逃げてから考えましょう」

「逃げる……うん、わかった」

「歩いていると追いつかれるので、走りましょう」

「う、うん」

　笹原は急かすように菫の背中を押し出した。

「御園さん、早く」

　菫はあと少しで手が届く所まで近づいた母を横目で確認すると、母に背を向け駆けだした。

「菫、待ちなさい」

　甲高い母の声に思わず身体が反応し、つい足を止めそうになる。条件反射だ。

「御園さん、ひとまず駅まで走ってください。もうすぐですから」

　走るスピードが落ちた菫を笹原が力づける。

「わかった、ごめん」

　ふたりは人波をかき分け、駅に向かって走り続けた。菫は背後が気になりながらもお腹の赤ちゃんが心配で、お腹に手を当て走るスピードを上げすぎないよう注意して走る。会社から歩いて五分ほどの距離がやけに遠い。

「ごめんね。私のせいで走らせて」

　関係のない笹原に迷惑をかけてしまって申し訳ない。

「菫っ」

　走り出してから何度も聞こえる母の声が、次第に遠ざかっていく。人通りが多くおまけにタクシーを待たせているので簡単に追いかけてこられないのだろう。

　ようやく駅に着いたとき、菫と笹原は肩を何度も上下させ安心したように顔を見合わせた。

「通りが混んでいる時間で助かりましたね」

　呼吸を整えながら、笹原が笑顔を見せる。

「家族のことに巻きこんじゃって本当にごめんね」

「いえいえ、いいんですよ。お役に立てたならなによりです。それより改札を抜けましょう。まさかとは思いますがお母さんが追いかけてくるかもしれないですからね」

　菫は神経質に辺りを見回した。母の姿は見あたらず、安心したせいか足元から力が抜けていく。

「御園さん、そこにいると邪魔ですよ」

　改札を出入りする人の波にぼんやりと紛れていた菫に、すでに改札の前に立つ笹原が心配そうに声をかける。

　菫は重い足取りで笹原を追い、改札を抜ける。

　突然母が現れ、予想以上のダメージを受けている。気持ちを切り替えてしっかりしなければと思うが、なかなか心が追いつかない。胸の中が大きな塊に占拠されたように苦しくどんどん落ちこんでいく。今は笹原の背中を見ながらついて歩くだけで精一杯だ。

「御園さん、ちょっとそこに入りません？」

　改札を抜けてホームに向かう途中で、笹原が構内で営業しているカフェを指差す。

「のどが渇いたし、ちょっと休憩しましょう。ここのクリームソーダは最高なんですよ」

「うん……そうしようか」

　菫の腕を掴み明るい声で話す笹原に、菫は抑揚のない声で答えた。クリームソーダを思い浮かべても今はとくに欲しくない。けれど断る気力もない。とりあえず笹原の言葉に従おう。菫はぎこちない笑みを浮かべ、カフェへと足を向けた。




　カフェはセルフサービスで、笹原がふたり分のクリームソーダを手に席に戻ってきた。

「こんなときは甘いものを食べて落ち着かないと。あ、ステーキならまた日を改めて行きましょうね」

　店の奥の四人がけのテーブル席に向かい合って座り、笹原は明るく菫に話しかける。菫はぼんやりとうなずき、手元のクリームソーダに手を伸ばした。その動きは緩慢で表情にはなんの感情も浮かんでいない。

　笹原は痛々しそうな目を菫に向けると、傍らに置いていたバッグからスマホを取り出した。

「御園さん、すぐに戻りますから待っていてくださいね」

　笹原はそう言うや否や席を立ち、店の入口へと向かった。ふと菫がそちらに視線を向けると、スマホを耳にあて誰かと真剣な表情で話しこんでいる。

「もしかして……」

　菫はぼんやりした意識の中、笹原には今日なにか予定があったのだろうと考えた。黎の仕事が長引きそうだと聞き落ちこんだ菫を励まそうと、食事に誘ってくれたのかもしれない。本当は恋人との約束が入っていたのだろうか。おまけに母に実家に連れ戻されそうになるのを助けてもらった。迷惑をかけてばかりだ。

　こんなことならさっさと母と実家に戻ればよかったのだろうか……。

「それは、無理」

　菫はぶんぶんと首を横に振り、ふと心に浮かんだ思いを打ち消す。

　もしもそんなことになれば、もう二度と黎に会えないかもしれないのだ。そう考えただけで全身に痛みを覚え、こらえていた涙が目の奥にこみ上げてくる。

　黎とようやく想いが重なったのだ。絶対に離れたくない。それに、お腹には黎の赤ちゃんがいて、ふたりを引き離すなんて考えられない。だから母に連れ戻されるわけにはいかない。

　その一心で菫は走り続けたのだ。

「黎君……」

　以前なら母にひと言命じられただけですぐに従っていたのに、さっきは必死で抵抗した。

　絶対に、黎と離れたくない。

　これまでも黎を心から愛していると確信していたが、自覚していた以上の想いの強さに菫は自分でも驚いていた。

　おまけに黎への愛情と同じだけの強さで赤ちゃんを大切に思っていることもわかった。

「ごめんね」

　菫は椅子に深く腰かけると、お腹に手を当てささやきかける。菫が黎と離れたくないように、赤ちゃんも黎と離れたくないはずだ。まだ胎動すら感じない小さな赤ちゃんだとしても、不思議と赤ちゃんの思いが伝わってくる。

「ごめんね」

　菫はもう一度、お腹に向かってささやいた。

　黎の立場を気にかけ赤ちゃんの存在を伝えられずにいる、そんな自分の弱さが情けない。

　赤ちゃんにとっては唯一の父であり黎にとっても大切な我が子なのに、菫の身勝手な判断でふたりの未来を決めるのは許されない。

　菫はお腹をゆっくり撫でながら、赤ちゃんに伝わるように心の中で何度も「ごめんね」と繰り返した。

　そして、目を閉じ店内に流れる音楽や出入りする人たちのざわめきに心を落ち着かせていると、突然大きな足音が聞こえてきた。

「菫、おい、しっかりしろ」

　切羽詰まった声が聞こえたと同時に肩が激しく揺さぶられ、菫はハッと目を開いた。

「どこか痛むのか？　菫、返事しろ」

「……黎君？」

　目の前には床に膝を突き心配そうに菫の顔を覗きこむ黎の姿があった。

　呼吸は荒く髪が乱れている。

「どうした、身体がつらいのか？」

　黎は菫の身体に異常がないか確認している。

「だ、大丈夫。でも、どうしてここに？」

　次第に意識がはっきりし、菫は慌てた。

「航に電話があったんだよ。お母さんが来て、菫が大変だから俺を呼んでくれって」

「電話？」

「ああ。菫の後輩？　航の部署に電話があって、ちょうど菫の会社で打ち合わせをしていた俺の所に航が飛びこんできた」

「え、なにがなんだかわからないんだけど」

　黎の言葉が理解できず、菫は首をかしげる。

「それ、私ですよ」

「え？」

　突然聞こえた声に顔を向けると、黎の背後に笹原が立っている。そういえば、電話をかけると席を立ってからかなりの時間が経っている。自身の気持ちを落ち着かせるのに精一杯で彼女のことを忘れていた。

「私が航さんの部署に電話をして紅尾さんに連絡してもらったんです」

　笹原は得意げにそう言って笑っている。

「な、なんでそんなことを」

　菫は目を丸くし呆然とする。まさか黎に連絡がいくとはびっくりだ。

「そんなこともなにも、何度も隣で黎君黎君って言われたら誰でもそうしますよ」

「そ、それは……たしかに言ってたような気がするけど」

　母から逃げ出し走っているとき、何度か心の中でつぶやいた気がしていたが、まさか口に出していたとは恥ずかしすぎる。

「本当にありがとう。たまたま今日こっちに来ていたからよかったよ」

　黎は笹原に礼を述べ、立ち上がる。

「また今度改めてお礼はさせてもらうよ」

「お気遣いなく。紅尾さんが顔色を変えて駆けつけるレアな姿を見られただけで十分です。それより」

　笹原はそれまでの明るい表情を消し、ちらりと菫の様子をうかがった。

「御園さんを連れて帰ってあげてください。事情は知りませんが、突然お母さんが現れて、かなり動揺してると思います」

「ああ。わかってる。すぐに連れて帰るよ」

　心もとない様子でふたりのやり取りを眺めていた菫の手を、黎は強く握りしめた。




「ステーキハウスに行く予定だったんだって？」

「そうなの。笹原さんお勧めのお店。写真で見たけどおいしそうだった」

「残念だったな」

「うん。笹原さんに申し訳なくて。おまけに母の前で使い物にならなくなった私に活を入れて一緒に走ってくれて……それに黎君に連絡までしてくれて」

　散々笹原に迷惑をかけてしまい、自分の情けなさに菫は肩を落とす。

「俺が店に駆けつけたときも状況をかいつまんで伝えてくれたし、菫をかなり心配してた」

　黎は菫の髪をドライヤーで乾かしながらくすりと笑った。

「だけど俺の顔を見た第一声が〝眼福です〟だったんだよな。こっちは菫が心配でたまらないのに、一瞬身体から力が抜けたよ」

「彼女黎君推しだから。きっと次に会ったら写真を撮らせてくれとか言われるかも」

　そう言って頬を緩めた菫は今、リビングのソファに座っている黎の足元に腰を下ろし、目を閉じている。

　カフェに駆けつけた黎とともに帰宅した後、菫はゆっくりと湯船に浸かり気持ちを整えた。全身が温まったおかげか多少緊張が解け、ほどよい疲れを感じている。

「これでＯＫ」

　ドライヤーの熱風が止まり、黎の手が菫の頭をぽんと叩く。

「なにか飲む？　炭酸水でも持ってこようか？」

　黎は背後から菫の顔を覗きこみ、閉じたままの菫のまぶたを指の腹でそっと撫でる。

「ありがとう。でもあとでもらうから、いいよ」

　菫は目を開くと、待ちかねたようにくるりと身体の向きを変えて黎の腰に抱きついた。

「菫？」

「ちょっとだけでいいの。このままいさせて」

　黎のお腹の辺りに顔を埋め、菫はくぐもった声で答える。黎は一瞬心配そうに眉を寄せるが声には出さず「好きなだけどうぞ」と優しく受け止めた。

「お母さんからちゃんと逃げて偉かったな」

　黎の手が足の間に収まっている菫の頭を雑に撫でる。言葉の優しさと裏腹なその粗い仕草で黎がどれだけ心配しているのかがわかる。

　菫はいっそう強い力で黎にしがみついた。

「突然でびっくりしたよな」

「うん」

「想定内といえばそうだけど、聞いていた以上に強敵だな。だけどまあ、大丈夫だ」

「強敵……まさにそうだね」

　決して悲観的な言葉を口にしない黎の優しさに触れ、わずかに残っていた張りつめていた気持ちがようやくやわらいだ。

「黎君、あのね……」

「ん？」

　菫は身体を起こし立ち上がると、慣れた動きで黎の膝に腰を下ろした。黎の足の間にちょこんと横向きに座り、姿勢を正す。

　表情が硬い菫を不思議に思い、黎は目を細める。そして人差し指で菫の眉間を軽く突いた。

「しわになってるぞ。まだ気になることがあるのか？」

「あ、ばれちゃった？」

　普段から菫の感情の機微に敏感な黎にはお見通しのようだ。

　だとすれば、この先赤ちゃんのことがばれるのも時間の問題だったはずで、結局たった一日しか隠しておけなかった。

　菫は黎の手を掴み、自分のお腹の上に導いた。男性にしては指が綺麗で大きな手が、ゆっくりと着地する。

「菫？」

　菫を膝の上で横抱きにしている黎が、きょとんとした顔で菫をまじまじと見つめる。

「黎君の手、改めて見るとやっぱり大きいね」

　そこでいったん言葉を区切ると、菫は黎の手の上に自分の手を重ねた。そしてその下に隠れているお腹に向かって声をかけた。

「こんなに大きな手だから安心して抱っこしてもらえそうだよ。よかったね」

「……え？」

「ふふっ。黎君のその大きな手だったら抱っこもお風呂も安心して任せられそうだね」

「抱っこ……お風呂……」

　状況を理解しようと頭を働かせていた黎の目が、なにかを思いついたようにぱっと大きく開いた。

「まさか、あ、赤ちゃん？」

「そう。ここに赤ちゃんがいるの」

　菫は重ねていた黎の手にわずかに力を加え、大きくうなずいた。黎の手に特別な気持ちが加わったのをお腹で感じる。

「俺の赤ちゃんがここにいる……え、想像してたより感動してる」

　黎はなにかを探すように恐々と手を動かした。見ると瞬きすらせず息を詰めている。

　ときどき耳を澄ますような仕草で顔を傾け、何度も手を止めては菫のお腹の様子を探っている。

　その集中する姿は妙に滑稽で、そして愛しい。

「まだなにもわからないよ。私もつわりがなかったら赤ちゃんが本当にいるのかよくわからないもん」

　しんと静まりかえった部屋に、菫のくぐもった声が響く。鼻の奥がつんと痛み、目の奥から涙がこみ上げてくる。そして我慢する間もなく頬を熱いものが伝い落ちた。

「や、やだ……」

　泣くつもりはなかったのに、つい涙が頬を伝う。せっかくの幸せな時間を過ごしているのに涙は流したくない。菫は空いている手で頬を拭う。

　涙の理由ならわかっている。

　黎がなにひとつ疑わず〝俺の赤ちゃん〟とつぶやいたからだ。

　決して菫を傷つけないと信じていても、心の片隅では黎が菫の妊娠を聞いてどんな反応をするのか、不安だったのだ。

　滑稽なほど菫の妊娠に感動している黎を見て、菫はそんな不安を抱えていた自分を叱り飛ばしたい。そしてまだまだ黎を信じ切れていないのかと反省した。

「あ……ごめんね、こんなときに泣いちゃって。幸せなことなのに……え」

　目の前で、黎も泣いている。

　菫のお腹に手を置いたまま、身動きひとつせずただ静かに涙を流している。普段目にする整った顔が、いっそう秀麗でキラキラして見えるのは気のせいだろうか。

「黎君……」

「悪い。こんなに幸せなものだと思ってなかったんだ」

　黎は泣き笑いの表情を浮かべ、涙混じりの声でつぶやいた。

「うん。私も幸せ」

　菫は黎の胸に身体を預け、再びこぼれ落ちる涙を少し乱暴に手の甲で拭う。

「俺、菫とこうして一緒にいられるのは生涯最後の奇跡だと思っていて……これからは奇跡に頼らず他に欲しい物があれば俺が努力して手に入れればいいと思ってたけど」

　黎は両手を広げ、菫の身体を抱きしめる。

「赤ちゃんを授かるのも、奇跡だよな。今度こそ俺、一生分の奇跡を手に入れた気分だ」

　菫を抱きしめる手は震え、声も涙が混じったようにくぐもっている。

　ここまで菫の妊娠を喜び感極まっている黎の姿に、菫の胸が熱くなる。

　菫にしてみれば、ここまで感情を揺らし涙を流して喜んでいる黎の姿を見られたことが、奇跡だ。それこそ生涯最後の奇跡かもしれない。

　そうはいっても母は強し。そして欲張りだ。

「一生分なんて言わないで。だって私、この子をひとりっ子にするつもりはないから」

　その言葉を聞いて、黎は菫を抱く手に力をこめた。




「だけどどうしよう。母さんがこのまま引き下がるとは思えない」

「だよな。いきなり菫を連れ戻そうとするくらいだから、またなにかあるだろうな」

「……私もそう思う」

　菫は落ちこんだ声でそう言うと、再び黎の身体にぐずぐずしがみつく。

　菫はベッドに入ってからずっとこの調子だ。まるでひな鳥のように黎の側を離れようとしない。妊娠していると伝えて気が楽になったことと久しぶりに黎とこうして一緒にいられるのがうれしくて、どうしようもなくくっついていたいのだ。黎が伸ばした腕を枕にして胸の中にすっぽり収まり、その居心地のよさを満喫している。

　黎はときおり腕枕をしている手で菫の頭を撫でながら、空いている手でスマホを操作している。何度かメッセージのやり取りをしているが、仕事関係のようでその表情はときどき苦々しく歪んでいる。

「は？　特別料金？　なんだよそれ」

　耳元に響いた荒々しい声に、菫は思わず視線を向ける。

「あ、なんでもない。大した話じゃないから」

　黎はスマホに視線を向けたまま、面倒くさそうな表情を浮かべる。

　菫はよっぽど手こずっている案件なのだろうと思い、片が付くまで黎の腕の中で静かに待つことにした。

　すると、菫の耳にダイレクトに黎の心臓の音が聞こえてきた。トクトクと響く規則的な音。菫は黎の胸に耳を当て、その音に耳を澄ませる。途切れることなく続く聞き心地のいい音が、菫の心に穏やかな波紋を広げていく。

　ふとこうして黎の胸に頭を乗せ幸せな時間を過ごせるのも、奇跡のように思えた。

　今日母に実家に連れ戻されていたら、二度と黎に会えなくなっていたかもしれないのだ。黎の子どもを身ごもった今、他の男性とのお見合いなどあり得ないとわかっているが、あの母のことだ、常識が通用しないかもしれない。

　こうして黎に抱きついて体温を感じている今でさえ、そんな状況を想像するだけで苦しくなる。

　菫は不安で落ち着かない気持ちをやりすごそうと、そっと息を吐き出した。

「なあ、菫」

　仕事のやり取りが終わったのか、黎はスマホをサイドテーブルに置き菫の頬を撫でている。

「仕事、終わった？」

「仕事？　あ、ああ、終わった」

　黎は簡単に答えて菫に軽くキスをすると、彼女の両脇に手を差し入れ引き上げた。

「あ、あの、黎君」

　それまで黎の胸の上でもぞもぞしていた菫は、突然目の前に黎の顔が現れあたふたする。

「お母さんの話だけど。また菫の前に突然現れるかもしれないよな」

「うん。多分」

　菫は明らかに落ちこみ、うなだれた。

「実家に戻りたくないし、仕事も辞めたくない」

　か細い声でぽつりとつぶやく。

「だったら戻らなければいいし、仕事も続ければいい。第一俺の子どもが菫のお腹にいるのに見合いなんてありえないだろう」

　あっけらかんと話す黎に、菫はそれはそうだけどと顔をしかめる。母に愛された記憶に乏しい菫には母の考えが理解できず、この先どう出てくるのかが予想できない。黎が考えるよりも面倒な相手なのだ。

「母さんのことだからもしかしたら今晩こっちに泊まって明日にでも会社に押しかけるかもしれない」

「あ……それもそうだな」

　黎はとくにそれを深く気にする様子もなく軽くうなずいている。その平然とした様子に菫は眉を寄せる。

　もしも菫が母に連れ戻されても、黎は平気なように見えるのだ。今も菫を胸に抱きながらなにやら考えこんでいる。菫のことなど眼中にないようだ。

　菫はたまらず黎の頬を両手で挟み、お互いの視線を合わせた。

「私、黎君と離れたくない」

「は？　なに突然。そんなわかりきったこと、今さらどうした」

　いきなり菫の手に顔を動かされ、驚いた黎は上ずった声をあげた。

　それまでの気弱な様子から一変し、歯切れのいい声で思いを口にする菫に、目を丸くしている。

「え、他に気になることでもあるのか？　菫のお母さんがどうかした？」

　黎は菫の顔を心配そうに見つめる。

「だって、母さんのこと大したことでもないみたいに話してるし、私が連れ戻されてもいいみたいな感じだし」

　顔をしかめ拗ねた口ぶりで話す菫に、黎は目を丸くする。菫が突然なにを言い出しているのかわからないようだ。まじまじと菫の顔を見つめている。

「俺のことで悩む必要なんてないのに。俺が菫にベタ惚れだって言ってなかったか？」

「それは……今初めて聞いたかも」

「だったら今言っておく」

　黎は菫の目尻にこぼれた涙を指先でそっと撫で、今度は自分からお互いの目を合わせた。

「知ってると思うけど、俺は菫を愛してるんだ。それも今言ったようにベタ惚れだ。一生菫から離れるつもりはないし、実家に帰すなんて論外だ」

　優しいながらもきっぱりと菫に言い聞かせ、黎は互いの額をこつんと合わせる。

「なにが不安だ？　俺は菫のものだし、たとえ相手が親であっても菫を傷つけるような相手に容赦はしない」

「あ……ありがとう」

　熱い吐息に混じって黎の言葉が菫の心に届く。するとそれまで抱えていた黎への不安があっけなく消えていくのを感じた。

「だけど、お母さんのことが大したことじゃないっていうのは間違ってないかな」

　黎はそう言って菫の身体を抱いたまま、ゆっくり起き上がる。

「お腹、大丈夫か？」

　黎は一緒に起き上がった菫の身体を気にかけ、手元のブランケットを菫のお腹にそっと置いた。そしてヘッドボードに背中を預け、両足の間に菫の身体を閉じこめる。

　背後から抱きしめられた菫はブランケットを両手で握りしめ、恥ずかしさに身体を小さくした。背中に感じる黎の体温がやけに熱い。

「で、お母さんの話だけど」

　照れくさいながらも黎の足の間で居心地のいい体勢を探していると、菫の耳元で黎がゆっくり話し始めた。

「大したことじゃないっていうと雑な感じだけど、あながち間違ってない。俺と菫の気持ちがしっかりしていれば必要以上に不安に思うことはないし、なにがあっても俺が菫を守るからあまり悩むな。とくに俺のことならなにも悩まなくていい」

　黎は口早にそう言うと、背後から回した手を菫のお腹の上に慎重に置いた。

「俺は今ここにいる赤ちゃんと菫のことだけで頭がいっぱいなんだよ。無事に生まれてくるまで気が気じゃないと思う」

　菫の肩に顔を埋め、黎は不安げにため息を吐く。

「心配しないで。つわりは軽い方だしお医者様には順調だって言われてるから。それこそ必要以上に不安に思わないで」

　菫はついさっき黎に言われた言葉を真似て言ってみた。するとそれに気付いたのか、黎がくすくす笑い、背中から菫を抱きしめた。

「やっぱり母親は強いな。敵わないよ」

「ふふ。ありがと」

「あ、でも仕事は無理するなよ。この二年菫が真摯に仕事に向き合っているのを見てきたから辞めろとは言わないけど、身体が第一だ」

　それまでの軽やかな声音から一変し、黎は表情を真剣なものに変え言い聞かせる。それこそ菫が無茶をすれば仕事は辞めさせる勢いだ。

「だけど会社に母さんが押しかけて私を辞めさせようとしたら、どうしよう」

　ふと不安がよぎり、菫は心細い声でつぶやいた。

　勝手に退職届など出されたらどうすればいいのだろう。菫は本気で不安を感じた。

「無理だろ、それ」

　黎は菫を胸に抱き寄せ「冷静になれ」と言い聞かせる。

「会社が本人の了承や正当な理由もなく一方的に退職させるわけがないだろ。菫が会社を辞めたくなければ辞めなければいい。まず第一に尊重されるべきは菫の意志だ」

「あ、そうか」

　黎の迷いのない言葉に菫は我に返る。会社を退職するかどうかを、母に決められるわけがないのだ。

　家を出たのをきっかけに母の支配から解放されたと思っていたのに、今もまだ母の影響が残っているのかもしれない。

「私……まだやりたいことがあるから。辞めない」

　冷静な黎の言葉に助けられ、菫は落ち着きを取り戻す。

「菫がしたいようにすればいい。どうであれ俺は応援する」

　背中をポンポンと叩く黎の手がたのもしい。

「だけどそうなるとまずいかもな」

　ふと思い出したように黎は言葉を続けた。

「なにが？」

　それまでとは違う低く重苦しい声音に不安を覚え、菫は顔を上げた。

「結婚式の日程は菫の体調を考えながら決めるけど、入籍だけは早々に済ませたいんだ。その前に菫の両親に挨拶にうかがうべきなのに、お母さんと俺が揉めるとやっかいだよな。きっと賛成してもらえないだろうし、最悪完全に絶縁ってこともありえる。菫はどうしたい？　俺に入籍の日を先延ばしにする気はないから、いちかばちか菫の実家に押しかけて強引に挨拶だけでも済ませるか？　俺はそれでもいいぞ。菫と結婚できれば他のことはなんとでもする。……菫？」

　ひとり盛り上がって話し続けていた黎は、菫が腕の中でやけにおとなしいことに気付いた。

「どうした？」

　眠っているのかと思い、背後からそっと顔を覗きこむと、呆然とした表情で固まっていた。

「菫？」

　声をかけても菫はピクリとも動かない。黎はお腹の赤ちゃんになにかあったのかと不安になり、素早くそして慎重に菫の身体を持ち上げ膝の上に座らせた。

　すると今まで身動きひとつしなかった菫がいきなり黎の首にしがみつき、ひくひく泣き出した。

「お、おい。菫、いったいどうしたんだよ」

　なにがなんだかさっぱりわからず戸惑う黎に力一杯抱きついたまま、菫はそれからしばらく泣き続けていた。

「菫……」

　涙の理由はわからないが、少なくともお腹の赤ちゃんになにかあったわけでも菫の体調が悪いわけでもなさそうだ。

　今までにこれほど激しく泣いている菫を見たことがない。自分の感情を胸にしまいこむのが得意なのに、よほどの理由があるのだろう。

　黎は菫の気が済むまで泣かせておこうと決め、細い身体を優しく抱きしめた。




　その後ようやく落ち着いた菫は顔を赤くし涙の理由を口にした。

「黎君と赤ちゃんと三人でずっと一緒にいられるのがうれしすぎて、結婚のことなんて全然思い浮かばなかったの。だから突然入籍なんて言われて驚いて、その後じわじわと幸せを実感しているうちに涙が止まらなくなっちゃった」

　黎は菫の話にうなずきながら、改めてドラマティックなプロポーズを計画しようと決めた。










第四章　お見合いに隠された想い




　翌日出社した途端、部署内から一斉に視線を向けられ菫は居心地の悪さを覚えた。

　昨日突然現れた母が菫に大声をあげていたのを多くの社員が目撃していたのだ。おまけにその後黎が駆けつけたカフェも会社の最寄り駅の構内だ。店内には何人もの同僚たちがいて、黎が菫の肩を抱いて連れ帰る様子を眺めていたらしい。

　ただ事ではない状況に加え、取引先のイケメンの御曹司として有名な黎が登場したのだ。その情報はひと晩にしてあっという間に広がった。

「場所が悪かったですよねー」

　席に着きパソコンの電源を入れた菫に、笹原が声をかける。

「会社からすぐの場所だったから、目撃した社員が多かったみたいですね。一緒にいた私も色々聞かれました」

　笹原は面白がるようにそう言って、どうしたものかと笑っている。

「昨日は本当にごめんね。せっかくおいしいステーキを食べに行こうって言ってたのに」

　菫は椅子に座ったまま深々と頭を下げる。

「いいんです。ステーキよりも男前を間近で見られてラッキーでした。それより、大丈夫ですか？　今日は休めばよかったのに」

「ううん、大丈夫。昨日は突然だったからポンコツになっちゃったけど、もう持ち直した。ほんとにありがとう」

　明るく答える菫に、笹原は明らかにホッとした表情を見せる。

「まあ、あんな頼りがいのある恋人が側にいれば、パワーチャージはあっという間ですよね」

「そ、そんなことはないけど」

　照れて身体を小さくする菫を、笹原は安心したように優しく見つめる。軽口をたたいているが、菫が尋常ではないほどに落ちこむ姿を目の当たりにして、心配していたのだろう。

「ステーキハウスにはまた日を改めて行きましょうね。あ、ひとまず今日はランチに行きません？　御園さんお気に入りのバーガーショップ、今日リニューアルオープンです」

「本当？　だったらおごる。なんならその隣のお店でプリンのテイクアウトもつけちゃう」

「じゃあ、午前中の仕事、さっさと片付けなきゃ」

　声を弾ませ早速パソコンに向かう笹原に続き、菫も仕事に取りかかる。

　来期以降予定している株主や投資家への情報開示計画の作成だ。これはＩＲ活動を担当する菫がとくに慎重に進めている作業のひとつだ。経営状態や財務状況、これからの見通しなどを公開し広報活動に活かすためのもので、昨年は稼働を始めたばかりの工場の見学会を行った。ただちに株価に影響するわけではないが、積極的な情報開示は企業への信頼度を高める傾向がある。そして売り上げを後方から支えるという重要な役割を担っているのだ。

　菫は経理部から取り寄せた直近の経営収支に目を通し、今後の展開を組み立て始めた。

　昨夜黎には仕事で無理をしないよう言われたが、やはり目の前に仕事があれば張り切ってしまうのは仕方がない。菫はせめて段取りよく終えて、残業をせずに帰れるようにしようと気持ちを引きしめた。

「御園さん、少しいいかな」

　多くの資料を広げ集中していた菫に、声がかかる。ハッと見回すと、部長が打ち合わせ用の部屋から顔を出し手招いている。

「あ、はい」

　菫は慌てて立ち上がり、手帳を手に部長のもとに向かった。




「え、株主優待に、ですか？」

　部長に向き合ってすぐ、菫は驚きの声をあげた。

「そうよ。この一年話題をよんでいる御園さんの折り紙作品、使わない手はないでしょう」

「は、はあ……」

　菫は長机の上に置かれた資料を見ながら答えたが、まだ半信半疑で首をひねっている。

「あら、信じられない？　たしかにうちの株主優待は毎年自社製品の商品券や実用的な商品ばかりだったから当然かな。でも、社長が即決したらしいから冗談じゃないわよ」

　そう言ってにこやかに笑う部長の白しら石いしは、まるで我が事のように喜んでいる。広報宣伝部のトップでありいずれ取締役就任も近いと噂されているやり手だ。仕事で順調に結果を残してきただけでなく大学生の息子がふたりいる五十歳。女性社員なら一度は彼女に憧れるというのも大げさな話ではない。菫が長く仕事を続けたいと思うのは、入社以来指導を受けている彼女の影響が大きい。

「ホームページの閲覧数も以前とは比べものにならないくらい増えてるし、話題になると思うのよね」

「そうでしょうか」

　菫は資料を手に取りページをめくる。それは次回の株主優待に関する企画書で、三月に発売が予定されている作品集を株主優待のひとつとして配付する案が記載されていた。

「株主さん、喜んでくれるでしょうか」

「評価はやってみないとわからないけど。今回は株主の子どもや孫をターゲットに決めたのよ」

「あ、折り紙だからですか？　でも、市場規模は小さいし、今話題になってますけど一過性とも思えます」

「かもしれないわね。だけど今は紙そのものに触れる機会が減っているでしょう？　書籍に関しても電子の売り上げが大きくなってるし、ペーパーレス推進でデジタル化が主流。Ａ４とＢ５の違いすらわからない若者がいるって聞いたときには卒倒しそうになったわよ」

　身振りを交え熱く話す白石の言葉に、菫も同意する。

　書籍だけでなく手紙を書く機会も減っているし、金融関係では通帳削減の動きが加速していると聞く。製紙会社で働く菫たちにとっては悲しい流れだ。

「だからこそ、この本を株主優待に加えるの。折り紙もつけてね。大人だけじゃなく子どもたちに紙に触れてもらって、電子にはない温かみを知ってもらうのが狙い。……とはいっても、今の世の中電子なしで生きていくなんて不可能なのが複雑なところよね」

「そうですね。我が社も電子化が進んでますから」

「だからこそ、意義があるのよ。というわけで、この本の増刷が再度決まったから、知らせておくわ。残念ながら御園さんに印税は入らないのが心苦しいけど、これからも素敵な作品を期待してる」

　白石の勢いに気圧され、菫は「は、はい」と即座に答えた。




　自分の作品が一冊の本になると決まったときと同様、その本が株主優待に加わることを聞かされた今も、菫はそれが現実のことだとは思えずにいる。まるで長く続いている夢の中にいるような気分だ。

　得意だった折り紙の作品をたまたまホームページに添えたことで、菫の仕事に幅ができやりがいも大きくなった。業界最大手の優良企業で働けるだけでも恵まれているのに、運よく周囲に認められ次のステージに進む手応えを感じている。

　これもすべて子どもの頃から得意だった折り紙がきっかけだ。幼稚園の先生になるために取り組んでいただけなのに、気付けば菫のライフワークになっている。

　菖蒲よりも得意で、唯一母に褒められていたのも折り紙に夢中になった大きな理由だ。

　今こうして充実した環境で仕事に取り組めるのは、母のおかげかもしれないと菫はふと思う。母に幼稚園教諭になるよう言われなければ、これほど折り紙に触れる機会はなかったはずだから。

「御園さん、人事から電話。一番取って」

「あ、はい。ありがとうございます」

　背後から声をかけられ、菫は気持ちを切り替え電話に出た。

「お疲れ様です、御園です」

『お疲れ様です。人事部の蓮はす井いです。申し訳ありませんが今すぐ人事部に来てもらえますか？』

「はい、大丈夫ですけど、なにか……？」

　現在、とくに仕事上の関わりがない人事部からの電話に、菫は嫌な予感がした。

『実は突然御園さんの母親だと名乗る方が来られてちょっとした騒ぎになっているんです。ひとまず来てもらえませんか』

　困り切った声を耳にし、菫は慌てて立ち上がる。昨夜の不安が的中し、母が会社に乗りこんできたのだ。菫の顔から血の気が引いていく。

「すみません。すぐにうかがいます」

　電話を切り、菫は急いで人事部に向かった。

　母の性格を考えると無茶を言って人事部に迷惑をかけているはずだ。菫は昨日のうちに母と話をつけておけばよかったと後悔の思いで胸がいっぱいになる。

　広報宣伝部の真上のフロアにある人事部に足を踏み入れた途端、菫は待ち構えていた蓮井に奥の部長室へと案内される。途中、彼女が簡潔に話した内容によると、菫の母は今人事部とは別のフロアにいて、人事部長や課長と話をしているそうだ。いよいよ母と顔を合わせるしかないと覚悟を決めていた菫は、ワンクッション置いてもらえたことでわずかに気持ちが落ち着いた。

「失礼します。広報宣伝部の御園です」

　ノックの後部長室の扉を開くと、部屋の中央のソファに腰かけていた人事部長が顔を上げた。そして部長の向かいに座っていた男性が振り返り、立ち上がって菫に会釈した。百八十センチ以上はあるだろう長身で、上品な光沢を持つ細身のスーツがしっくり馴染んでいる。確固たる意志を感じさせる黒い瞳、そして品のある佇まい。黒い短髪も相まって、清潔感あふれる見た目抜群の男性だ。

　菫は会釈を返しながら、なぜか黎を思い出していた。秀麗な見た目だけでなく余裕を感じさせる佇まいが黎によく似ているのだ。

「御園さん、待っていたんだよ」

　部屋の入口に立つ菫を、人事部長が手招き呼び寄せる。菫は足早に歩み寄った。

「御園さんの母親だという女性が受付で人事部に案内してほしいって軽く騒いでいてね。娘を今すぐ退職させるから手続きを済ませたいって言っていたから別室に通して話をさせてもらったんだ。御園さん、退職を考えてるの？」

　人事部長は朗らかな口調で菫に問いかける。

「まさか、そんなことありません。まだまだ仕事を続けたいと思ってます」

　部長の問いかけに、菫は何度も首を横に振る。予想通りの母の行動に頭が痛い。

「母は私を実家に連れ戻したくて、そんな無茶を言っているんです。ご迷惑をおかけして申し訳ありません」

　母が無謀な行動に出たのは自分の責任だ。会社に迷惑をかける前に、自分で話をつけておくべきだった。

「お母さんの話ではお見合いの予定があるそうだね。このまま結婚して実家を手伝うのが御園さんの幸せだとおっしゃっていたよ」

「そ、それは違います。お見合いの話は断りましたし、実家には戻りません。私はまだまだこちらで働きたいんです」

　菫は胸の前で手を合わせ、前のめりに訴える。部長に誤解されて会社を辞めるわけにはいかないのだ。

「御園さん、ひとまず座って落ち着きましょうか」

　切迫した様子の菫に、部長の前に座っている男性が優しく声をかける。

「安心してください。御園さんが会社を辞める必要はありませんから。ですよね、部長」

　男性の言葉に部長もうなずき、菫に男性の隣に座るよう手で促した。

「あ……はい。すみません」

　菫は小さく頭を下げ、おずおずとソファに腰かける。その途端どっと疲れを感じ微かな目眩を覚えた。菫は反射的にお腹に手を当て、目眩をやりすごす。

「あ、もうこんな時間か」

　菫が腰を下ろしたと同時に、部長は腕時計を見ながら立ち上がる。

「悪いけど来客の予定があるから、僕は失礼するね。事の詳細は弁護士さんから聞いておいて」

「は、はい。お忙しいのに時間をとっていただきありがとうございました。母には二度とこんなことがないように言っておきます」

「いや、これも私の仕事だからいいんだよ。それとね、お母さんがどう出てこようとも、御園さんが退職を望まない限りそれは受け付けないから。心配せずに仕事に励んでください」

「あ、ありがとうございます」

　菫は立ち上がり部屋を出ていく部長に深く頭を下げた。母が押しかけてきたと聞いて以来緊張していた身体からふっと力が抜けていく。

　足元が小さく揺れ、菫は倒れこむようにソファに腰を下ろした。

「大丈夫ですか？　今も部長がおっしゃっていた通り、お母さんが御園さんの意志を無視して退職を要求しても、簡単にそれは認められないから安心してください。そうだ、挨拶が遅れましたが、私、弁護士の紅尾です」

　菫の隣に座る男性が、話の途中で思い出したように名刺を差し出した。

「紅尾？」

　菫はその名前に大きく反応し、受け取った名刺をまじまじと見つめる。

「弁護士、紅尾極きわみ……まさか」

「さすがに気付きますよね。そうです、私は紅尾黎の従兄弟いとこなんです。今日も黎からの依頼でこちらにうかがいました」

「え、黎君の従兄弟」

「はい。黎の父親の弟が私の父です。年齢は私の方が彼よりも三歳年上ですけどね」

「そうなんですか……」

　菫は目を丸くし驚いたが、すぐにやっぱりそうだったのかと納得する。ここに来てからずっと、黎に似ていると感じていたのだ。言葉を交わすと黎よりも物腰が柔らかで人当たりがよさそうなのは、弁護士という職業が影響しているのだろう。

「あ、でも、どうして黎君が依頼なんて……」

　黎からはなにも聞いていない。

「黎は今日こちらに御園さんのお母さんが押しかけてくると予想して、私をこちらに寄越したんです。事前に会社に事情を説明しておくことで御園さんを守ろうと考えたようですね」

「黎君が」

　あまりにも予想外な流れに、菫は言葉を失った。

「昨夜遅くにメールでやり取りしましたけど、御園さんをかなり心配してましたよ。冗談で手数料は特別料金にまけておくと伝えると〝特別料金なんてしなくていいからきっちり仕事をしろ。お金ならいくらでも払う〟と返ってきましたよ」

　極はそのメッセージを思い出したのか、小さく笑い肩をすくめた。

「特別料金って、どこかで聞いたような……あっ、昨日黎君がベッドの中でメッセージのやり取りをしていたのって、あなただったんですね」

　黎が不機嫌な顔でメッセージを送っていた相手は黎の従兄弟の極だったのだ。菫はてっきり仕事関係の人と打ち合わせでもしているのだと思っていた。

「へえ、ベッドから私に依頼していたんですか」

　極はその言葉に大げさに反応し、含みのある声で問いかける。

「あ、あの、それは気にしないでください」

　つい口が滑ってベッドなどと言ってしまい、菫は慌てて目の前で手を振りごまかした。

「黎がベッドの中からメッセージを送っていたとしても私にはどうでもいいのですが、彼の依頼どおり人事部長と課長に事情を説明していたところにお母さんがいらっしゃったので、部長と課長、そして私とでお話をうかがいました」

「え、じゃあ、母との話し合いは、もう」

「はい。さきほど終わりました。その結果を報告させていただこうと思い御園さんをお呼びしたんです」

　よどみなく話し続ける極の言葉に事務的なものを感じ、菫は居ずまいを正した。

「黎からは御園さんの代理人として私にお母さんとの話し合いに臨むよう言われましたが、それは御園さん本人からの依頼が必要ですので今回はそこまで踏みこんでいません」

「はい、それはその通りだと思います」

　黎の気遣いはありがたいが、これは自分と母との問題だ。どう進めるにしても、自分で判断したいと菫は考えた。

「しかし部長の配慮で話し合いに同席させてもらいました。そこでは本人も会社も望んでいない中、お母さんが御園さんの退職を求めてもそれは受け入れられない。人事部長はお母さんにそうはっきりと伝えておられました」

「あ、あの、それで、母はなんと」

　経緯をかいつまんで話す極に、菫は遠慮がちに尋ねる。いつも強気な母のことだ、失礼なことを言っていないか気がかりだ。

「お母さんには言いたいことが多くあったようですが、取締役でもある人事部長と弁護士である私の名刺が目の前に並んだ途端、黙りこんでしまわれました。御園さんを簡単に連れ戻せると考えていたようですが、それは難しいと察したようです」

　極の言葉に菫は納得しうなずいた。生まれてこの方地元を離れた経験がない母にとって、会社組織は未知の世界。おまけに普段の生活の中で関わる機会など滅多にない弁護士が登場したのだ、世間知らずに近い母にはかなりの衝撃だったに違いない。

「だったら母は今、どうしているんでしょうか」

　すでに話し合いが終わっているのなら、これ以上母がここにいる必要はない。

「我々との話が終わって、人事部の女性が御園さんに連絡を入れている間に渋々でしたが帰られました。昨日今日とこちらに来られて、幼稚園が気になっているご様子でしたね」

「あ……そうですか」

　安心した菫は力なくソファの背に身体を預けた。直接会って自分の気持ちを伝えるべきだとわかっていても、昨日突然現れた母を前に自分はまだまだ母には弱いと実感している。妊娠中の体調を考えて、できればまだ会いたくなかったのだ。

「大丈夫ですよ。御園さんには黎がいますから」

　うつむき考えこむ菫に、極が声をかける。

「今後も黎が御園さんのために動いてくれますよ。紅尾グループの将来を考えて自分の人生は二の次という面白みのない生き方をしていた黎が、御園さんのことで右往左往しているんですからね。まさしく御園さんに骨抜きにされましたね」

「ほ、骨抜きなんて違いますよ。骨抜きにされたのは私の方です。ずっと黎君が好きで、ようやく正直になって気持ちが伝わって……あ、すみません」

　母の件が今日のところは無事に解決しホッとしたせいか、菫はつい話しすぎてしまった。

「かまいませんよ。黎の生まれと見た目を考えれば、女性が骨抜きにされるのも理解できます。おまけに紅尾グループの後継者という立場と財力があれば、今回のように弁護士を動かす程度のことは簡単ですからね」

「は、はい？」

　淡々と話す極の声にわずかな棘を感じ、菫は戸惑う。丁寧な言葉を並べながらも菫が黎のバックグラウンドだけに惹かれていると思いこみ、それを非難しているような気がした。よく見ると、口角は印象よく上がっているものの、目は笑っていない。

　菫の真意を見透かそうとする目で見つめられ、それまで母のことで乱れていた菫の心がすっと鎮まっていく。

　絶えず菫と一定の距離を保ちビジネスライクな姿勢に徹する極に菫は好感を抱いていたが、それは単に菫が気に入らないからなのだろう。紅尾ホールディングスの社長夫人の立場を欲していた黎の元恋人の例を考えればそれも仕方ないが、黎の身内から向けられるマイナス感情は、やはりつらい。

　菫はたまらず立ち上がり、極に頭を下げる。

「今日は本当にありがとうございました。私ひとりでは対処できなかったと思います」

「黎に依頼された仕事ですから気を使わないでください。あ、私の意見ですが、お母さんは完全に納得して地元に帰ったようには見えませんでした。今後法律のサポートが必要になったときには、いつでも連絡してください」

　極はなおも丁寧な物腰を崩さずそう言って、笑みを浮かべた。菫を見る目は相変わらず冷たい。菫は落ちこむ気持ちをやり過ごし、表情を整えた。

「わかりました。母の件でなにか相談させてもらうかもしれません。そのときはよろしくお願いします。あと、今日来ていただいた費用ですが、私宛で請求していただけますか？」

　菫は手帳に挟んで常備している名刺を取り出し極に差し出した。

「ご存じかもしれませんが、今私は黎君の家で暮らしているんです。費用のことで彼に気を使わせたくないので会社宛に送っていただけるとありがたいです」

「それは、黎から聞いてないな……」

　極を真っすぐ見つめよどみなく話す菫に、極はそれまで見せていた笑顔を消した。

「費用に関しては今後もすべて黎に回すよう言われているから、御園さんは気にしなくていい」

　菫から押しつけられた名刺を手に、極は眉を寄せる。心なしか口調も砕け、明らかに戸惑っている。

「気にするに決まっています。今日は私のために来ていただいたんですから、報酬は私がお支払いします。それが当然です」

　菫はさらに語気を強めた。

「あ、ああ。わかった。……わかったよ」

　断固たる口ぶりで話す菫の言葉に気圧され、極は口ごもる。すっかり笑顔も消え、不思議なものでも見るような目で菫を見ている。

　少し切れ長で大きな目。それはやはり黎の目とよく似ていて、菫は今すぐにでも黎に会いたくなった。

「じゃあ、御園さんに請求書を送ることにするよ」

　極のどこか力が抜けた表情に、菫も笑顔でうなずいた。そしてハッと目を開く。

「あ、あの。自分でお支払いすると偉そうに言っておきながら情けないのですが、費用はいくらくらいになるんでしょうか？　あまりにも高額の場合、分割というのはありでしょうか？」

　ふと現実にかえり、菫は慌てて尋ねた。弁護士費用がどれほどのものか見当がつかず、自分に払えるのだろうかと今さら不安になる。

「まあ、分割もあり、だけど」

　恥ずかしそうに極の返事を待っている菫に、極は間の抜けた声で答える。

　自分で支払うときっぱり言った直後に、まさか分割の話を続けるとは思わなかったのだろう。肩を震わせくすくす笑い始めた。

「分割でも大丈夫。だけどそうだな。今回は初回相談料無料ってことで処理するよう事務所に報告しておくよ」

「で、でも、それでは――」

「いいんだよ。どうせ黎に知られたら勝手に俺の口座に倍にして振りこんでくるはずだし。それは面倒だから遠慮しておく。代わりに〝すみれ〟をケースで送れって言っておいて」

　極はわけ知り顔でそう言うと、手にしていた菫の名刺を見つめる。

「御園菫。すみれさんっていうんだね。いくら思い出深い葡萄畑だとしても、素人が買い取ってワイン生産の後押しをするなんて無茶だって言ったんだけどな。なんだ、御園さんを想ってワインを生産してるってことか」

「いえ、それだけの理由ではないと思うんですけど」

　菫の名前を冠したワインを思い出し、菫はそわそわ視線をさまよわせる。

「あのワインかなり売れてるらしいね。それも納得のおいしさだけど」

　照れて落ち着きのない菫に苦笑しながら、極は手にしていた名刺をジャケットの内ポケットにしまう。

「またなにかあればご連絡ください。あ、だったら」

　極は自分の名刺を新たに取り出すと、裏に自分のスマホの電話番号を記した。

「これ、俺個人のスマホの番号。困ったときにはいつでもどうぞ。あ、分割払いＯＫの良心価格だから気兼ねはいらないよ」

「それは助かります。でも、この名刺が必要にならないように頑張ってみます」

「そうだね。それがベストだけど、法律の力に頼るのもありだから、頑張りすぎないようにね。じゃあ俺は今から裁判だから、これで」

　極はそう言ってソファの上に置いていたコートとブリーフケースを手に取り、部屋を出ていった。

　背筋が伸びた後ろ姿も黎と似ていて、菫は再び黎に会いたくてたまらなくなった。それに、極を差し向けてくれた礼を早く伝えたい。

　あれほどビジネスライクに丁寧に接していた極が、部屋を出るときにはかなり親しげに菫と話していた。それに、最初は作り笑顔のようなできあがった表情だったのに、去り際には冗談交じりに言葉を重ね、目元を細めて笑っていた。

　その変化のきっかけはなんだったのだろう。

　その後いくら考えても、菫はその理由を見つけられなかった。




　三月に入り、いよいよ明日菫が中心となって制作した折り紙の作品集が発売される。

　三十点以上の作品の写真と作り方を中心に、それ以外にも子どもがチャレンジしやすい作品を多く掲載している。付録として作り方を詳しく解説したＤＶＤと、掲載作品と同じ折り紙を五十枚つけている。発売前にもかかわらず予約は好調で、おまけに株主優待として送られることも決まっている。菫にとって特別なものとなった。

「明日書店に並ぶんですよね。予約がたくさん入っているとはいっても、やっぱりドキドキしますよね」

　完成した作品集を眺めながら、笹原がそわそわしている。菫はそっと息を吐き、不安げな表情を浮かべた。

「いくらホームページの閲覧数が多くても、お金を出してまで買ってもらえるかどうか……。だからこそ折り紙を付録につけたけど、喜んでもらえるのかな」

　菫はＤＶＤとともに本に挟まれた付録の折り紙を手に取った。

「これ、うちが出してる折り紙の中でも材料を厳選したお高めのシリーズですよね」

　菫が取り出した折り紙をひと目見て、笹原は目を丸くし驚きの声をあげる。

「うん。部長がたとえ付録でも子どもにはいい物に触れてほしいし製紙会社が出すものだから妥協は許されないって押し切ったの。作り方の説明本なら電子でもＯＫなのにわざわざ紙媒体で世に出す意義を考えるべきだって熱弁をふるってね。かっこよかったよ」

　女性として初の取締役候補と言われるほどのやり手で弁が立つ部長の言葉に、費用対効果を優先する役員たちは黙りこんでいた。

「だからなおさらたくさんの人に買ってもらいたいんだけどな」

　本を眺めながら、菫はぽつりつぶやいた。売り上げが悪ければ広報宣伝部全体の評価が下がり、今後ホームページでの展開にも影響が出るはずだ。

「とりあえず、十冊程度買ってくれそうな方がいらっしゃってますよ」

「え、十冊？」

　背後から聞こえた声に振り返ると、なぜか経理部の女性が立っていた。

「突然ごめんなさいね。実は紅尾システムの担当者さんと打ち合わせが終わったんだけど、御園さんに会いたいらしいの」

「私と、ですか？」

「そうなの。御園さんの作品のファンの方でね、時間を取っていただけるなら一度お会いしたいって熱心におっしゃって。一階の面談室にお通ししてるから、少しの時間でいいから会ってもらっていいかしら」

「は、はい……それはかまいませんが。会ってなにをお話しすれば――」

「御園さん、ファンなんてすごいですよ。是非とも会って本を売りこんできてください」

　話を聞いていた笹原は、まごついている菫に今まで眺めていた作品集数冊を手に取り菫に押しつけた。

「なんなら御園さんのサイン入りでプレゼントしてきたらどうですか？　絶対に喜ばれますよ」

「で、でも……」

「こっちの仕事は私がやっておきますから。行ってきてください」

「ちょ、ちょっと笹原さん」

　はしゃぐ笹原に背中を押され、菫はわけがわからないまま一階に向かった。




「本当にいただいていいんですか？　おまけにサインまで書いていただいて。感激です。妻も娘も大騒ぎすると思います」

「いえ、そんな大げさな」

　面談室に顔を出してからというもの、菫は椅子に座ってうつむいてばかりいる。

　菫の作品のファンだという紅尾システムの課長、佐さ伯えきが絶えずはしゃいだ声をあげ、菫を褒めちぎっているからだ。かなり居心地が悪い。

「課長、いい加減落ち着いたらどうですか？　これから会社に帰って会議ですよ」

　佐伯とは別の聞き覚えのある男性の声に、菫は肩を震わせた。顔を見なくても、面白がっているのがよくわかる。

「菫に一度でいいから会ってみたいって子どもみたいにごねるから時間を作ってもらったんですからね」

〝菫〟と呼び捨てにされ、菫はハッと顔を上げる。

「あ、菫が今朝家を出るときに言わなかったから驚いてる？」

「そ、そうじゃなくて、あの」

　目の前で平然と菫の名を繰り返す黎に、菫は焦り口ごもる。

　面談室のドアを開いた途端黎の姿が目に入り、菫は言葉を失うほど驚いた。それを見越していたのか黎は落ち着いていて、菫は嫌な予感がした。その予感は的中したようだ。

「すごいよね。御園さんが紅尾の恋人だなんて、最初聞いたときはびっくりして思わず妻に電話しちゃったんだよ。娘もパパすごーいって大喜び」

　菫はぎょっとする。やはり黎は菫を恋人だと正直に伝えているようだ。仕事で富川製紙に出入りする機会があるというのに、やりづらくないのだろうか。

「課長、紅尾さんに言われたこと、覚えてます？　いくら御園さんに会えてうれしいからってはしゃぎすぎ。それに、彼女はたしかに美人ですけど芸能人でもなんでもないんですからね」

　そのとき室内にいたもうひとりが冷静な声で佐伯を注意した。それまでなにも言わず黎の隣で成り行きを見ていた女性だ。彫りが深く印象的な顔立ちの美人で、菫と同年代に見える。

「も、もちろん酒さか井いさんの言う通りだよ。僕は御園さんの作品が大好きで、だから今日は会いに来たんだ。とにかくお礼が言いたくてね」

「お礼、ですか？」

　わずかに落ち着きを取り戻した佐伯の言葉に、菫は首をかしげる。

　佐伯は菫からプレゼントされた作品集を手に取ると、丁寧にベージをめくる。

「これ。このくす玉」

　佐伯は作品集の中でも簡単に作ることができるくす玉の写真を指差した。

「うちの娘、内気で幼稚園で友達がなかなかできなかったんだ。でもホームページで見つけたくす玉を作れるようになって幼稚園に持っていったらみんなに教えてって頼まれて。それがきっかけで今ではたくさん友達ができて毎日楽しそうなんだ。そのときのくす玉がこれ」

　佐伯はくす玉の写真を目を細め眺めている。きっと娘のことを考えているのだろう。優しいまなざしは、完全に娘を溺愛する父親そのもの。

　その表情を見ているうちに、菫の胸に熱いなにかがこみ上げてきた。

　母に強いられてとはいえ、幼稚園の先生を目指していた時期もあったのだ。自分の作品が子どもに喜ばれるのがなによりうれしい。おまけに佐伯の子どもは菫の作品がきっかけで楽しい毎日を過ごせるようになった。

　結局幼稚園とは無関係の仕事に就いたが、菫が歩んできた道のりは決して間違いではなく無駄でもなかったのだと思え、すっと心が楽になった。

　じわりと滲んだ目で黎を見ると、愛しげに菫を見つめる視線と絡み合う。菫を安心させる優しい瞳はふたりきりでいるときとまるで変わらない。菫は黎から目が離せなくなった。

「佐伯課長の親バカぶりは社内でも有名ですからね」

　肩をすくめ佐伯をからかう黎の言葉に、菫は黎がわざと佐伯が娘の話をするよう促したのだと確信する。母との関係に悩む菫が少しでも自分の価値を認め、安らかな気持ちで過ごせるように、そう考えたに違いない。

「お、親バカでどこが悪い。大切なものをせいいっぱい大切にできるのは最高だぞ」

　佐伯の熱がこもった言葉に黎は苦笑する。

「それは僕も実感してますよ。大切なものを気兼ねなく大切にできるのは極上の幸せですよね。……今まさに痛感してます」

　色気を含んだ声でつぶやき、黎は菫を真っすぐ見つめている。けれど黎が菫を通して見つめているのは菫のお腹で育っている赤ちゃんのはずだ。

　佐伯の話を聞きながら、いつか黎も子どもと折り紙を楽しみたいと思い、想像をふくらませていたに違いない。今も黎は作品集を手に取り目を輝かせ眺めている。

「佐伯課長、そろそろいいですか？　早く会社に戻らないと会議に間に合いません」

　そのとき部屋の空気を変える酒井の冷静な声が響き、黎を見つめていた菫はハッと我に返った。

「親バカも折り紙も問題はありませんが、明日の社長報告に備えて会議で詳細をつめてからです。のんびり折り紙に時間を費やしてる場合じゃありません」

　酒井は淡々とそう言って席を立つと、まるで睨みつけるような厳しい視線を菫に向けた。菫は一瞬酒井は折り紙が嫌いなのだろうかと考えたが、そうではないとすぐに思いを改める。

「そういえば、さっき経理部にもう一度確認したいことがあるって言ってなかったか？」

　黎に声をかけられた酒井の顔に、すっと赤みが差したのだ。ほんの一瞬だが目元も優しく緩んでいる。

「はい。本番までのスケジュールで気になる点があって、確認しておきたいんです」

　酒井が表情を崩したのは一瞬で、今はそれまで同様クールな物腰で黎に向き合っている。

「だったらもう一度降りてきてもらうか。完璧な酒井に気になるって言われて俺も気になってきた」

「完璧なんて、言いすぎです」

「謙遜するなよ。うちの部署で酒井を頼りにしない奴はいないだろ」

「あ、ありがとうございます」

　酒井の顔がぱっとほころぶ。目鼻立ちがはっきりとした綺麗な顔に優しさが加わり、一気に華やいだ。黎を見つめる瞳は生き生きしている。

　酒井は黎が好きなのだと察し、菫はふたりからすっと目を逸らした。

　端正な見た目の黎と並んでも見劣りしない美しい容姿を持ち、黎が頼りにするほど仕事ができるに違いない優秀な女性。

　課長に対しても物怖じせずはっきり意見を言える強さも持ち合わせている。

　どれをとっても自分にないものばかりだと、菫はひっそり肩を落とした。

　その後連絡を受けてやってきた経理部の担当者と入れ替わりに菫は部屋を出た。扉を閉める間際に振り返ると、早速確認作業が始まっていて、黎や酒井はもちろん、それまで朗らかにはしゃいでいた佐伯までもが真剣な表情で資料を睨んでいた。

　自分が立ち入れない世界にいる黎を目の当たりにし、菫は閉じたドアに背を預けてうなだれる。同時に佐伯から娘の話を聞いて沸き立っていた気持ちがあっという間にしぼんでしまった。

　その後菫はお腹の赤ちゃんによくないと気付き、ひとまずそれ以上悩むのをやめた。そしてどうにか気持ちを整えると、今夜は黎が好きなパエリアを作ろうと決めた。今の様子だと今日もきっと帰りは遅い。せめて黎のためにおいしい食事を用意して体調に気を配ろう。

　そう気持ちを切り替え菫がロビー横でエレベーターを待っていると、カツカツと力強い足音が近づいてきた。

「菫」

　足音に混じって聞こえてきた自分の名前に、菫は振り返る。

「久しぶり。こっちで会うのは初めてだな。元気にしてるのか？」

「もしかして、悟先輩？」

　菫は目の前に現れた男性の姿に驚き、目を見開いた。彼は菫の中学の部活の先輩、畑中悟だ。背が高くスマートで美麗で優しい面差しは当時と変わっていない。学ランではなく紺色のスーツを着こなし、当時よりシャープになった顔の輪郭が、卒業して十年以上経ったと教えてくれる。

「話には聞いてたけど、大きな会社だな。コンクールのときに緊張していつも震えてた菫も、こんな大企業で働いてるんだな」

　少し日焼けした顔をくしゃくしゃにして朗らかに笑う悟に、菫は顔をしかめた。

「いつの話をしてるんですか。あの頃と違って、今はさすがに震えたりしません」

「うん。あの頃より断然綺麗になった。近くで見るまで本当に菫なのか自信がなかったもん」

　菫の顔を覗きこみ、悟はうんうんうなずいている。

「あ、あの、近すぎです」

　菫は思わず後ずさり、悟と距離を取る。綺麗な顔だけでなく人当たりのよさも中学時代から変わっていないようで、今も人懐っこい笑顔で「悪い悪い」と頭を手で掻いている。

「悟先輩、あの、久しぶりに会えたのはいいんですけど、どうしてここに？　うちの会社に用事でもあるんですか？」

　菫はスーツ姿の悟を見ながら首をかしげる。悟は地元では誰もが知る企業の後継者なのだ。地元の雇用に大きく貢献している建築会社で、国内各地に支店を持つ優良企業だ。

　菫の会社と取引があるとは聞いた記憶がない。なのにどうして突然ここに現れたのだろう。思い当たる理由がなく、菫は眉を寄せる。

　すると、それまで以上に笑みを深めた悟がもったいぶった様子で口を開いた。

「菫に会いに来たに決まってるだろ。だって、俺たち見合いするんでしょ」

　来客が途絶えて静かなロビーに、悟の楽しげな声が響いた。




　母が会社に押しかけてから数日が経ち、その間も母や菖蒲からは頻繁にメッセージが届いている。内容はいつも同じで実家に戻って見合いをするようにと、そればかりだ。菫が無視しているので日程が組めないのか具体的な情報はなく見合いを強要する言葉ばかりがずらりと並んでいる。

　そのメッセージが届くたび、菫は妊娠しているから見合いは無理だと伝えようかと悩むが、菖蒲はともかく母がなにを言い出すのかがわからず伝えられないままだ。世間体を気にする両親のことだ、結婚をしていない菫が妊娠したと知れば激怒するに違いなく、考えたくはないが子どもはあきらめろと言い出す可能性もある。

「え、まさか、母さんが悟先輩をここに？」

　無視を続ける菫に業を煮やした母が、強硬手段とばかりに見合い相手の悟をここに送りこんできたのかもしれない。母ならやりかねないと、菫は頭を抱えた。

　中学時代はともに吹奏楽部に所属し仲がよく、勉強を教えてもらうこともあった。繊細で綺麗な見た目と地元の有名企業の後継者ということで女子からの人気はすさまじく、彼目当てで吹奏楽部に入部する女子生徒はかなりいた。ただ、全国大会常連校なので練習は厳しく、夏休みまでに辞めていく女子がほとんどだった。その中辞めずに続けていた菫を、悟は妹のようにかわいがっていた。

　その悟との見合いなど、菫にはまるで考えられない。思い返せば電話をかけてきた菖蒲が見合い相手は悟だと言っていた。そのときは混乱し相手にまで気が回らず忘れていたが。

「母さん、すごくお見合いに乗り気だし。悟先輩、母さんになにか言われたんでしょう」

「え、全然違うよ」

　あれこれ思い悩む菫とは逆に、悟は平然とコーヒーを楽しんでいる。

　菫は悟が見合いの話を持ち出してすぐに受付の女性に声をかけ、ロビーの一番奥のテーブルを使わせてもらっているのだ。

　来客との打ち合わせに使うスペースには二十テーブルほどが配置され、今も数組が打ち合わせ中だ。

　菫は悟から手渡された名刺に目を通し、驚いた。

「三みつ峯みね建設ってあの三峯建設？　え、どうして？」

「理由？　業界最大手で楽しそうでしょ。大学もこっちだったしサークルの先輩が三峯にいてこれも縁かなって思ったし。今のところ俺の選択眼に狂いはなかったよ」

「も、もちろん三峯建設はたしかに立派な会社だけど。実家はどうするんですか？　お父さんの会社は継がないんですか？　あれほど大きな会社、継がないわけにはいかないと思うんですけど」

　ひとりっ子の悟に父親が社長を務める畑中建設を継がないという選択肢はないはずだ。その悟がどうして別会社に就職しているのだろう。それも同じ業界で最大手の企業だ。

「もちろん父親の会社は継ぐよ。三峯はそれまでの修業の場。うちと同じ業種とはいえ最大手。仕事の規模がまるで違って勉強になるんだ。力をつけていずれ父さんの跡を継ぐ予定」

「なるほど。跡取りも大変ですね。それで、どうしてわざわざここに？　ただ懐かしくて私に会いに来てくれたわけじゃないでしょう？」

　悟は母が未だにあきらめていないお見合いの相手だ、ただ近いというだけでやって来たわけはないだろう。

「うーん。見合いをいつにするか相談しようと思って来たんだ。このところ忙しくて二日ほど会社に泊まりこみでさ、きりがついたから帰って寝ようと思ったらちょうどここの前を通りかかって。菫を呼び出そうと思って受付で話してたら運よく見つけてびっくりしたよ」

　それがよほどうれしかったのか軽く盛り上がっている悟に、菫は眉を寄せる。

「びっくりしたのは私です。それにお見合いならとっくに断りました」

　菫はテーブル越しに身を乗り出し強い口調で悟に言い聞かせる。

「え、お母さんからは聞いてないよ。菫の仕事が忙しくて日程が組めないとかなんとか言ってたけど」

「やっぱりそうだったんだ」

　想像通りだと、菫は苦笑する。

「じゃあ、改めてお見合いはお断りします。私はこの会社を辞めるつもりはないし、実は好きな――」

「え、俺だよ。地元では誰もが知る畑中建設の次期社長。社長夫人になりたくないの？」

　悟は菫の話を遮り勢いこむ。

　菫はその問いかけに黎のことを思い出し一瞬口ごもる。

「しゃ、社長夫人に興味がないわけじゃないけど……悟先輩との結婚は考えられません」

　たどたどしい口調で答える菫を、悟は大げさにため息を吐き残念そうな目で見る。

「やっぱり地方の企業に魅力はないか。じゃあ三峯建設のエリート営業マンの妻は？　うち給料高くて有名だよ」

「私はまだまだですけど、富川製紙もお給料では負けてないので大丈夫。ちなみに福利厚生もばっちりで定年退職まで働くつもりです」

　よどみなく答える菫の言葉に、悟は明らかにがっかりしている。菫との結婚を熱望しているわけではないだろうが、だとすると、地方という言葉に反応したのかもしれない。

「地方の企業にも魅力はありますよ。畑中建設が最近建設した大型ショッピングモールだって雑誌に載ってたしテレビの特集でも見ました。さすが畑中建設。地元民として誇りに思ってます」

「だったら話は早い。会社を継ぐ前に早く結婚しろってうるさいんだ。田舎ってそういう感じだろう？　結婚してようやく一人前みたいな。見合いの話も多いし、だったら知らない相手より昔仲よくしてた菫と結婚するのがいいんじゃないかって考えたんだ」

「そんな簡単に……」

　あっけらかんと話す悟に菫は困り果てる。相変わらずつかみ所がなく飄ひょう々ひょうとしていて、菫を見る目もまるで昔と同じだ。

　決して恋愛対象ではなく単なる部活の後輩で、他の部員たちと分け隔てなくかわいがっている妹のような存在。

　悟の目を見れば、今もその気持ちは変わっていないとわかる。口では菫との結婚を考えていると言っていても、他に理由があって訪ねてきたような気がした。

「悟先輩、おつき合いしている女性はいないんですか？　今の会社に結婚を考えてる人とか、地元で長く付き合ってる人とか」

　整った容姿はそのままに、今は国内屈指の大企業で働いている。おまけにいずれは地方とはいえ安定した企業の社長の椅子が約束されているとなれば女性からのアプローチは多いはずだ。

「悟先輩なら私とお見合いなんてしなくても、すぐに家族を納得させられる結婚ができると思うけど」

　首をかしげる菫に、悟は一瞬表情を曇らせる。しかしすぐに口元を緩め、元通りの軽やかな笑みを浮かべたが、菫はこれまで見たことのない悟を見たように感じた。

「悟先輩？」

「あ、ああ」

　悟は曖昧にうなずくと「でもな」とつぶやき腕を組む。

「そう簡単にはいかないんだよね。なんせ頭は固いし強情で、俺がどう攻めても泣き落としで迫っても、自分には幼稚園を守る責任があるって言い張るし。おまけに俺が好きでたまんないくせに別の女と結婚しろとか強つよがってはこっそり泣いててさ。たまんないだろ、あのかわいい女。もうどうにかしてくれない？」

「……え？」

　いきなり飛び出した悟の言葉に、菫はぽかんとする。見れば長い脚を組み、苦笑いを浮かべてふんぞり返っている。

　菫はまじまじとその姿を見つめ、今耳にした言葉を反芻した。どうやら悟には〝かわいい女〟と呼ぶ女性の存在があるらしい。

「あの、悟先輩にはかわいい女というか好きな女性がいるってことですか？　だったらやっぱり私とお見合いしている場合じゃないんじゃ……。え、ちょっと待って。幼稚園を守る責任って言った……？　それって」

　まさか、と目を見開いた菫に悟は意味深な表情を見せ、小さく息を吐き出した。

「ひとまず菫と見合いはしようと思ってる。そうでもしないとあの頑固者はいつまでたっても親のいいなり――」

「は？　菫が見合いなんて俺が許すわけないだろう」

　なんの前触れもなく頭上から低い声が聞こえたと思うと、テーブルがバンと大きな音を立てた。

「え、黎君？　どうして」

　見上げると黎がテーブルをたたきつけた姿勢のまま悟を睨みつけている。今の悟の話を聞いていたに違いない。菫は慌てて立ち上がり、誤解を解こうと黎の腕をそっと掴んだ。

「黎君、あの落ち着いて。なんでもないの。えっとこちらは」

「菫の見合い相手の畑中悟です。どうぞよろしく」

「悟先輩っ。私、お見合いはしないって言ってるのに」

　顔を真っ赤にしくってかかる菫を、悟はくすくす笑い面白がる。その目はやはり中学生の頃のままで、妹を思う兄のような優しさが浮かんでいる。

「そっか」

　悟は菫と黎を興味深げに眺め、微笑んだ。

「こんなイケメンが側にいるなら、見合いどころじゃないな」




　その日仕事を終えて帰宅した菫は、しばらくの間ソファに横になり身体を休めた。ここ最近つわりは軽く食欲もあるので体調はいいのだが、黎からの指示で、帰宅後しばらくは身体を休ませるようにしているのだ。

　おまけに今日は突然現れた悟に見合いに前向きな発言を連発され、普段感じない疲れを感じるような気がしている。

　悟は黎が現れてすぐに帰ってしまい、どうして菫との見合いにこだわっているのかわからないままだ。

　やはり一度実家に戻り、母と話をした方がいいのかもしれない。

「だけど……」

　それがベストだと思いつつ、菫にそれは荷が重くてなかなか実行できそうにない。




　普段よりも早い二十二時頃に帰宅した黎は、パエリアを口にしながら菫の話に耳を傾ける。話の中心はもちろん今日顔を合わせた悟の件だ。

「昔からあんな感じで本音がわからないの。地元にいたとき女性との噂はよく耳にしたけど、それは悟先輩が地元で知らない人はいないくらい有名な会社の後継者だからだと思う」

「……へえ」

　向かいの席でお茶を飲んでいる菫を、黎はチラリと見る。その表情は固く明らかに不機嫌だ。

「あ、いずれ社長になるって、黎君と同じだね。それに見た目抜群なところも同じ」

「たしかに綺麗な顔をしていたな。……自慢の幼なじみってところか？」

　パエリアを食べる手を休め、黎は眉間に深い溝をつくりつっかかるような口調で問いかける。けれど悟に思いをめぐらせている菫がそれに気付く様子はない。

「うーん。自慢、といえばそうかな。学生時代は勉強ができてスポーツならなんでも得意。トランペットでも大きな大会で賞を獲とってたし。今も三峯建設ほどの大企業で働いて、いずれはお父さんの会社を継いで社長になる。どう考えても無敵の御曹司」

「……そうだな」

　指折り数えて悟を褒めあげる菫が気に入らないのか、黎は投げやりに答える。

「だから、悟先輩ならお見合いなんてしなくてもすぐに結婚相手は見つかると思うの。今も、あや……ううん、誰かいるみたいだし。なのにどうして私にこだわるんだろう」

「あいつの話はもういい。とにかく今後いっさい会うな。今日みたいに突然現れたらすぐに俺に言え。どうとでもするから」

　食事を終えた黎が、苦々しい表情を浮かべつぶやく。

「あ、ごめんね。心配ばかりかけて。だけどお見合いする気はないってはっきり伝えたし黎君と会ってわかってくれたと思うから、きっと大丈夫」

「……甘い」

　気楽に話す菫にため息を吐きながら黎がぽつりつぶやいた。

「え、なにか言った？」

「いや、別に。それより夕食は食べたのか？」

「うん。上手に作れたから我慢できなくて先に食べちゃった。待てなくてごめんね」

「それは全然かまわない。逆に俺を待たずに食べていてくれる方が安心だ。相変わらず仕事が忙しそうだから体調には気をつけろよ。まあ、三月はどこも忙しいけどな」

「私よりも黎君だよ。無理しないでね。あ、もう遅いし早めにお風呂に入ってきたら？」

　菫は顔に疲れが見える黎が気になり声をかける。

「そうだな。ごちそうさま。今日もおいしかった」

「いえいえ。このくらいしか私にはできないから」

　ふと菫の脳裏に酒井の顔が浮かんだ。黎と対等に仕事をしている優秀な女性だ。菫は食事でしか黎をサポートできない自分の拙さを改めて思い出し、ほんの少し落ちこんだ。




　黎がバスルームに消えてすぐ、菫のスマホが着信を告げた。菖蒲からの着信音だ。菫は悟とのやり取りを思い出して一瞬出るのをためらった。

「もしもし、菖蒲？」

『悟君と会ったんでしょう？』

　前置きもなく耳に飛びこんできた大きな声に菫はぎょっとする。

「え、菖蒲？　いったいなにを――」

『菫ちゃんはどうして悟君じゃだめなの？　畑中建設の社長夫人のなにが不満なの？』

「ちょ、ちょっと菖蒲、落ち着いてよ。なにを言ってるのかよく……え、悟君？」

　悟を親しげに呼ぶ菖蒲に違和感を覚える。吹奏楽部の仲間だった菫ならともかく悟との接点がない菖蒲がどうして名前呼びしているのかが気になった。その一方で、やはり菖蒲と悟にはなにか深いつながりがあるのだと確信する。

「菖蒲、悟先輩と親しいの？　高校も違ったはずだよね」

『そ、それは……。菫ちゃんには関係ないでしょ。いいから早く悟君と結婚してよ』

「いきなりどうしたの。それに、私は別に社長夫人になりたいわけじゃないし。もしなったとしたら、好きになった相手がたまたま社長だったってことだと思う。第一、悟先輩とは十年ぶりに会ったばかりでなにも知らないし、結婚なんてできないよ」

『は？　なに贅沢を言ってるのよ。わがままばかり言ってないで早くお見合いして結婚してよ』

「菖蒲……？」

『今日会ったんだよね。悟君、相変わらずかっこいいし仕事も頑張ってる。断る理由なんてないよ』

　なぜか菖蒲の声からそれまでの勢いが消えている。

　代わりに聞こえてきたのは身を引き裂かれるほどのつらそうな声。いったいなにが起こっているのだろう。

「ねえ、菖蒲。そこまで悟先輩が気に入ってるなら菖蒲が結婚すれば？　その方が幼稚園の将来にメリットがあるよ。私は幼稚園のことはノータッチだから役に立たないし」

『そんなの無理に決まってる。私はお婿さんを迎えて幼稚園を継がなきゃいけないし悟君は畑中建設の後継者。私たちが結婚できるわけないの』

　ひときわ大きな声が聞こえた。最後の方は叫び声にも近く、菫はスマホを手に言葉を失った。

　菫と違っていつも冷静で落ち着いている菖蒲がここまで声を荒らげるのはめずらしい。気配り上手で誰からも頼りにされている菖蒲には、こんな一面があったのだ。

『それに、悟君は家族思いで優しいし、会社の将来だって真面目に考えてる。だから今あんな大きな会社で苦労してるんだよ。結婚したら絶対に幸せになれるから、だから……』

　菖蒲の声がそこで途切れ、それまで聞こえていた甲高い声に代わってくぐもった声が聞こえてきた。

『……うっ……う』

　菖蒲は泣いているのだ。スマホの向こう側から悲しげな嗚咽が届き、菫は耳に当てたスマホを強く握りしめた。

「菖蒲、もしかして悟先輩が好きなの？　ううん、好きなんだよね」

　菖蒲からの返事はない。しゃくりあげる気配と涙をこらえる息づかいだけが届いてくる。

「菖蒲、悟先輩とは――」

『無理に決まってる。私たちは絶対に結婚できないの。だって、私は菫ちゃんみたいに自由じゃないもん。幼稚園を継いで守らなきゃいけないから悟君とは結婚したくてもできないの』

「あ……」

　菖蒲の悲痛な叫び声を聞き、菫はハッとする。自分が自由であると意識したことはないが、菖蒲の言葉に反論できない。

　実家でつらい思いを重ねてきたとはいえ、今の菫はなにもかもをひとりで決め、進み、そして悩むことができる。もちろん喜びも楽しみもたくさん経験してきた。

　それが自由だというのなら、菖蒲にその自由はなかったはずだ。

　両親の下で幼稚園の将来のために自分の時間を捧げて自由とはほど遠い日々を送ってきたのだろう。

　菫は胸に鋭い痛みを覚え、大きく顔をゆがめた。

『菫ちゃんお願い。悟君と結婚してよ。他の女の人に譲るくらいなら菫ちゃんがいい。だったら私……悟君をあきらめられるのに』

　涙交じりの悲しい声が聞こえ、そこで電話は切れた。

「菖蒲っ」

　最後に聞いた菖蒲の苦しい声が耳から離れない。

　菖蒲と悟がどんな関係なのかはわからないが、少なくとも菖蒲は悟を愛していて結婚を望んでいる。もしかしたら悟も同じ気持ちなのかもしれない。

　菫は会社に現れた悟が口にした言葉を思い出した。

『自分には幼稚園を守る責任がある』

『別の女と結婚しろとか強がってはこっそり泣いててさ』

「それって、やっぱり菖蒲のことだ。あ……菖蒲、ごめん」

　菫はリビングのソファに力なく腰を下ろし、家に縛り付けられている菖蒲の気持ちを思いやる。

　ふと思い出したのは、中学生の頃の菖蒲だ。

　入学早々菫は母親に反対されながらも好奇心には勝てず吹奏楽部に入部した。一方菖蒲は部活に入るつもりはないと言って塾に通い始め、それぞれ別々の時間を過ごすようになった。

　休日に家で菫が楽器の手入れをしていると、菖蒲がその様子を食い入るように眺めていた。吹奏楽にも楽器にも興味はないと言っていたのに、まるで宝物を見るような目でトランペットを眺めていた。

　きっと、菖蒲もトランペットを吹いてみたかったのだ。けれど自分のことで精一杯だった菫は菖蒲の気持ちをくみ取れず、その日を境になにが変わるわけでもなかった。

　今ならわかる菖蒲の切ない思いを察し、菫は胸に痛みを覚えた。

　親に自分の思いを伝えず塾に通っていた菖蒲。その頃から地元の国立大学に入ると決めていた彼女にとって塾通いは絶対で、部活に割く時間はなかったのだ。けれどいったいどんな思いで菫が奏でるトランペットの音色を聴いていたのだろう。

「私ひとりが家から逃げ出して自由だったんだ……」

　そのとき洗面所からドライヤーの音が聞こえてきた。黎がバスルームから出たようだ。

　菫は両手で軽く頬を叩いて気持ちを整えると、目尻に残る涙を指先で拭い取る。

　つらいのは菖蒲で自分には落ちこんだり泣く資格はない。黎にも言わないつもりだ。

「え、まさかあれを見て感激して泣いていたのか？　泣くほど好きなら今度一緒に見に行こう」

　リビングに足を踏み入れてすぐに菫の赤い目に気付いた黎は、テレビを指差し笑っている。

「あれ？」

　見るとテレビに最近生まれたばかりのパンダの赤ちゃんが映っている。

「かわいい……」

　ひと目で心を奪われた菫は身を乗り出しテレビを見つめる。あまりにも小さくてまるでぬいぐるみのようだ。

「一般公開されたら見に行こう。あ、もちろんうちのちびも一緒に連れていきたいよな。パンダには悪いけど、うちのちびの方が絶対かわいいと思うぞ」

　黎は声を弾ませ菫の隣に腰を下ろすと、まだ平らなままの菫のお腹にゆっくり顔を埋めた。妊娠がわかって以来、黎はこうして赤ちゃんに近づこうと一生懸命だ。

〝うちのちび〟という呼び方は、ふと思いついたお気に入りらしく、ことあるごとに使ってはにんまり笑っている。

「おーい、ちび。今日もお疲れ。生まれてきたら一緒にパンダを見に行こうな」

　お腹の中の赤ちゃんに毎晩話しかける姿も様になってきた。

「菫もお疲れさま」

　赤ちゃんとの交流を終えた黎は、菫の唇にかすめるだけのキスを落とした。

「とりあえずちびより先にパンダを見に行きたいよな。明日にでも行きたいくらいなんだけどな……あ、悪い。明日から一泊で出張なんだ。金曜日には菫に食べさせたいって言ってたハンバーグの店を予約してるから、さびしくてもそれを期待して待ってろ」

「え、出張？　急だね」

「ああ。営業が大口の契約を取れそうだから開発者にも同行してほしいらしい。たまにあるんだ」

　そう言って黎は菫の腰を抱き寄せる。そして菫の肩に額を乗せ小さくため息をついた。

「さびしいのは俺の方かもな。せっかく菫と一緒にいられるのに泊まりの出張なんて、最悪だ」

　仕事の疲れもあるのだろう、その声はひどく沈んでいる。

　菫は黎の身体に両手を回し、抱きしめた。湯上がりの身体はとても温かい。

「気をつけて行ってきてね。ハンバーグ、楽しみにして待ってる」

　黎の胸に顔を埋め、さびしさをやり過ごす。この家で暮らすようになってひとりで夜を過ごすのは初めてだ。さびしさと同じくらい不安も感じている。

「なにかあればコンシェルジュに連絡すればいいから」

「うん、大丈夫」

　菫はもぞもぞと身体を動かしいっそう強く黎の身体にしがみつく。前なら恥ずかしくてできなかったが、今では黎の膝の上に自ら腰を下ろしてしがみつけるようにもなった。

　そうすると、破顔した黎が強く抱きしめてくれるのだ。もちろん今も。

「あー、出張に連れていきたい」

　子どものようにごねる黎の声を耳元で聞きながら、菫は心からの幸せを感じた。黎の腕の中は、不安もさびしさもすべて忘れられる特別な場所だ。今こうして黎に抱きしめられている幸運には感謝しかない。

　けれどこの幸運は、菖蒲になにもかもを押しつけ犠牲を強いた結果なのかもしれない。

　菫は自分のことしか考えられなかったこれまでを悔やみ、さらに強く黎にしがみついた。すると黎は同じように強く菫を抱きしめ返す。

「黎君、大好き」

　できればこの幸せを菖蒲と悟にも感じてもらいたい。

　そう心から願いながら、菫はそっと目を閉じた。










第五章　愛する人についていく




『悪い。明日帰れそうにないんだ。ハンバーグにも行けそうにない。本当にごめん』

「そっか。ハンバーグなら日を変えればいいから気にしないで。それより大丈夫なの？　なにかトラブル？」

　出張先からかかってきた黎の電話に、ひと晩我慢すれば黎に会えると思っていた菫は肩を落とした。

　黎は深夜十二時を過ぎた今もまだホテルで仕事をしているらしく、声に疲れが滲んでいる。

『先方からの確認事項が多くて営業が用意していた資料じゃ追いつかないんだよ。開発の俺が同行していてよかったけど、こうなったら絶対受注してやるって営業もやけに張り切ってるしで帰れそうにないんだ』

「大変だね。私のことなら気にしなくていいから頑張って」

　黎の声に疲れはあれどやる気も感じられる。仕事を最優先に考える黎のことだ、中途半端に終わらせたくないのだろう。

『そっちはどう？　なにもなかったか？　あ、ちびはどうだ？』

「大丈夫。なにもないし、ちびちゃんも頑張って大きくなってると思うよ」

　菫はベッドから起き上がり、スマホを持ち直した。早めに寝ていたのだが、黎からの電話に起こされたのだ。

『どうした？　声が変だけどまたなにかあったのか？　まさかあの男が会社に来たのか？』

「あの男？　あ、もしかして悟先輩？」

『まだ見合いをあきらめてないのか？　だったら会社に行かずに俺が帰るまで家にいろ』

　焦る黎の声がおかしくて、菫はくすりと笑う。

「悟先輩とはなにもないよ。それにお見合いはしないから安心して」

　もともと見合いをするつもりなどないうえに、黎の子どもを授かった今他の男性との将来は考えられない。

『だったらいいけど。もしもなにかあれば連絡しろよ』

「わかってる。心配しすぎ」

　菫は呆れた声で答える。

『それは自覚してる。今まで菫と離れていても平気だったのに、自分のものにした途端不安で仕方がないんだ。こんなことなら冗談抜きでこっちに連れてくればよかったよ』

「私もそっちに行きたい。ひとりはやっぱりさびしいね」

　黎の言葉につられて菫もさびしいとつい本音を口にする。

　頭では仕事だから我慢するべきだとわかっていても、やはり会いたくて仕方がない。

『ああ、そう言えばこっちの書店でも菫の作品集が積まれていたぞ。入ってすぐの目立つ場所だ。よかったな』

「ありがとう。でも会社のものであって私の作品集じゃないから」

『いや、俺にとっては菫の作品集。誇らしいよ』

「うん……ありがと」

　スマホ越しに聞こえる黎の温かな声に菫は声を詰まらせる。

　海外とも関係がある黎の仕事に比べれば菫の仕事のスケールは小さいが、いい結果を出せた自分が誇らしく、黎にもそう思ってもらえたことがなによりうれしい。

『仕事で結果を出したときの達成感はかなりのものだよな。まあ、俺はあんなバカでかい会社を背負う面倒なプレッシャーで達成感どころの話じゃないけど。それでも逃げるつもりもないし楽しもうと思ってる』

　気合いが入った力強い黎の言葉に菫はうなずく。やはり黎にとって仕事は最優先の案件なのだ。それは後継者という逃げられない立場にいるからではなく、きっと仕事自体が好きだからだろう。それに口では面倒だと言いながらも紅尾ホールディングスを大切に思っているのは明らかだ。

　菫はふと妊娠のことが気になり不安を覚えた。

　結婚前の妊娠が黎の立場を危うくし将来への懸念材料にならないだろうか。

『あ、それでハンバーグの件だけど』

　なにかを思いついたような黎の声に、菫は我に返りスマホを握り直す。

『キャンセルするのもなんだから、果凛と行ってきたらどうだ？』




　黎お勧めのハンバーグ専門店は、ヨーロッパ風の趣のある外観が目を引く素敵な造りで、菫は一瞬で目を奪われた。内装にもこだわりが強く、アンティークに違いない調度品がセンスよく置かれている。

　深紅のカーペットが敷かれた一階の奥に菫と果凛は案内され、鉄板の上で音をたてるハンバーグをじっくりと楽しんでいる。

「黎さんにお礼を言っておいてね」

　丸テーブルの向かいに座る果凛はそう言ってハンバーグをおいしそうに頬張った。果凛は菫の大学からの親友で、色白で長い睫と大きな目が印象的な美人だ。ストレートのロングヘアをひとつにまとめ、目の前のハンバーグを熱心に味わっている。

「果凛はここに来たことがあるんだよね」

　菫の問いに、果凛は食べる手を止めうなずいた。

「そうなの。黎さんと航と三人で来たことがあって、おいしいからまた来たかったの。でもなかなか予約が取れなくてあきらめていたのよ。だから今日誘ってもらえてうれしい」

　一見クールに見られがちな顔が笑うといきなりかわいらしく変化する。そこに恋人の航はやられたのかなと菫は密ひそかに笑った。

　家政学部に通っていた菫と果凛は卒業後、菫は富川製紙に就職し、果凛は自分でデザインした洋服を作りネットで販売している。品がよくいつも穏やかな果凛は菫にとって癒やしのような存在で、今も一緒にいるだけで心が和み口元には自然と笑みが浮かぶほどだ。

　菫は体調が気になり行こうかどうか迷っていたが、果凛と会えると思うだけで気分が明るくなるので思いきって来てみたのだ。

「黎さん、ますます忙しいのね。今日の出張もそうだけど、海外赴任の話があるようだし」

「え、海外赴任？」

　果凛がふと漏らした言葉に菫は大きく反応した。

「菫、聞いてないの？　だったら違うのかな」

　顔色を変えた菫を気遣い、果凛は慌てて言葉を濁す。

「海外って、そういえば最近英語を使う機会が増えてる。この間も英語のメールを海外に送ってた」

「あ、だけどいつからって聞いてないし、もしかしたら航の勘違いかもしれないし」

　見るからに気落ちする菫を、果凛はひどく心配する。菫はどうにか笑みを浮かべ、力なく首を横に振った。

「紅尾ホールディングスの後継者だから、不思議じゃないよね。突然だったからびっくりしただけ。それで、航君はなんて言ってたの？」

　菫は内心の動揺を隠し、果凛に気を使わせまいと軽い調子を意識する。

　果凛はしばらくの間ためらっていたが、菫の様子を気にしながら口を開いた。

「航が言うには、赴任の前に現地に行って家を決めたり事務所の様子を確認する必要があるらしいの。この間飲みに行ったときに近々イギリスに何度か行くことになりそうだって黎さんが言ってたらしくて。きっと事前の視察かなにかじゃないかって……」

「たしかにこの間のメールの送信先はイギリスだった」

　このところとくに海外からの電話、その中でもイギリスからの電話が多いようで、休日で家にいるときにも英語で対応している姿をよく見る。流暢すぎる話しぶりはまるでネイティブで、今すぐ赴任しても困らないだろう。

　思い当たることがありすぎて、菫は黎の海外赴任の話は間違いないと確信する。

「菫大丈夫？　ずっと気になってるんだけど、顔色が悪いよ。それに菫が大好きなハンバーグなのにそれほど食べてないし。なにかあった？」

　果凛はナイフとフォークを置き、菫の顔を覗きこむ。メイク越しでも菫の顔色は優れず目に力がない。

「黎さんと一緒に暮らしてるって聞いて安心したけど、なにか気がかりでもある？　まさか黎さんとうまくいってない？」

「ううん、それは大丈夫。黎君とはうまくいってるし、大切にしてくれてる」

　菫は果凛を通じて航が誤解しかねないと思い、身を乗り出し否定する。

「ちょっと最近仕事が忙しくて疲れが顔に出ちゃったかな。本の発売も――んっ」

「菫、え、大丈夫？」

　菫は突然吐き気を感じ手元のナフキンを口に当て身を丸めた。

　やはりつわりは甘くない。黎の海外赴任の話に動揺し、体調が乱れたのかもしれない。

　菫は吐き気が少し治まったタイミングでグラスを手に取り炭酸水を口に含む。

「気分が悪いの？」

　菫の様子に驚いた果凛が菫の元に来ようとするが、店内で多くの客が食事を楽しんでいる。この場の雰囲気を壊さないよう菫は果凛に大丈夫だと小声で告げ、側に来ないようにと手で制した。

「でも……」

　一度立ち上がろうとしたものの再び腰を下ろし、果凛は物言いたげな視線を菫に向ける。

「もう大丈夫。……ごめんね。えっと、最近仕事が立てこんでてそれで――」

「もしかして、赤ちゃん？　そうだよね」

　言い訳を口にする菫を遮り、果凛は確信に満ちた声で問いかける。

　きっぱりとした声の中に菫を心配する優しさを感じとり、菫は渋々うなずいた。

「赤ちゃんのお父さんは、黎さんだよね。おめでとう」

　果凛は驚きながらもすぐに穏やかな笑みを浮かべ、祝いの言葉を口にした。

「……うん、ありがとう」

　菫は果凛に妊娠のことを伝えられてホッとしたものの、黎の海外赴任の話が気になり、結局ハンバーグを完食できなかった。




　食事を終え果凛と別れてマンションに帰った菫は、パソコンで紅尾システムソリューションのホームページを閲覧した。以前黎が自社のホームページに黎が所属するシステム開発部の紹介記事がアップされると言っていたのを思い出したのだ。

「あ、あった」

　さすがシステム開発の会社だと思える凝ったつくりのホームページの中に、『隣の部署』というコーナーがあり、そこで特集されていた。

　紅尾ホールディングスの後継者という立場からか、それとも見た目の華やかさからか黎の扱いは大きく、ページの半分を黎の笑顔が占めている。

　そこには黎のインタビュー記事があり、仕事への前向きな姿勢と熱意、そして今後予定している海外展開についても答えていて、近いうちに海外で自分の力を試したいと語っている。

「やっぱり、海外で頑張りたいよね……」

　特集では黎以外にも何人かの若手社員が登場していて、この間経理部との打ち合わせに来ていた酒井も大きく取り上げられている。

　プロフィールを見ると、酒井は超難関国立大学出身の帰国子女。これまで複数のビッグプロジェクトで大いに実力を発揮した期待の若手と紹介されている。本人の言葉として女性初の取締役を目指しているともあり、菫とは比べものにならないほど優秀な女性だとわかる。

　記事に沿って並ぶ写真を見ると、黎の職場には酒井以外にも優秀な女性が多いようで、どの顔も自信とやる気に満ちている。扱いの大きさから、その中でも酒井は群を抜いて期待されているのだとわかる。

　黎と並んでも決して見劣りしない彼女の姿を思い出し、菫は肩を落とした。

「やっぱり海外に行っちゃうんだろうな」

　今の記事からも、黎は喜んで海外に行くはずだ。今後の黎の立場を考えても行った方が絶対にプラスになる。

　たとえ菫がひとり日本に残されるとしても、黎の将来のためには行かないという選択肢はない。

　菫はリビングのソファに横になり、気持ちを落ち着けるようにお腹に手を当てる。

「どうしたらいいかな」

　まだ膨らみもないお腹に声をかけた。もちろん反応はないが、自分ひとりで大切な判断をするのが怖いのだ。

　もしも菫が日本に残ると言えば、黎のことだ、海外赴任をあきらめると言い出しかねない。それはなんとしても避けたい。

　だからといって英語も話せず黎の役に立てない自分が同行しても、足を引っ張るだけだ。そこに手がかかる赤ちゃんが加わるとなればさらに黎の負担が増えてしまう。やはり菫は日本に残り黎にはイギリスで存分に力を発揮してもらいたい。

「だけど、やっぱりさびしい」

　行くべきだと思う一方で、離れたくない気持ちも強い。

　どうするべきなのかわからずソファの上でごろごろしていると、玄関のドアが開く音が聞こえた。

「え、なに」

　慌てて飛び起きリビングを出て玄関に顔を出すと、明日帰ってくるはずの黎が立っていた。

「ただいま」

「ど、どうして」

　片手を上げにっこり笑っている黎に、菫は駆け寄る。

「早く帰りたくて徹夜で完璧な説明資料を作って先方を納得させた。その結果、無事に受注できて一日早く帰れたんだ。俺は評判通りのやり手の御曹司なんだよ。どうだ、惚れ直した？」

　黎は菫の頭をくしゃりと撫で、かすめるだけのキスを落とす。久しぶりに黎の熱に触れ、一瞬で菫の心が温かくなる。

「昨夜はさびしかったか？　さびしかったよな」

　黎はそれを期待しているかのように問いかける。徹夜で疲れているのだろう、近くで見ると黎の目の下にはクマができている。けれど仕事を最優先に考える黎らしく、顔には仕事をやり遂げた満足感も浮かんでいる。

「私、さびしいっていうよりもつらかった」

　菫も黎の頬に手のひらで触れ顔を近づけた。

「そうか……つらかったか」

　一瞬目を大きく開いた黎は声を絞り出しそうつぶやくと、菫を素早く抱き寄せ貪るような口づけを何度も繰り返した。

　そして黎に負けないくらい積極的に、菫もキスを返し続けた。




　その晩ベッドに入った黎は徹夜明けで疲れていたせいか、菫を胸に抱き寄せた途端我慢できずにまぶたを閉じた。

　やがて規則正しい寝息が菫の耳に届く直前、黎は菫を抱きしめる手に力をこめた。

　そして。

「来週、ロンドンに出張なんだ」

　寝ぼけた声でつぶやいた。

　黎の腕の中でその言葉を聞いた菫は、黎の海外赴任は近いと覚悟した。




　翌日、黎は出張が延びたせいで本来の仕事に影響が出ていると言って、土曜日だというのに会社に出かけた。

『今日は菫と買い物にでも行くつもりだったのに』

　そう言って家を出る直前まで渋っていたが、黎が仕事を投げ出すわけがない。結局普段よりも早い時間に家を出たほどだ。

　朝食の席でロンドン出張について菫が尋ねると、黎はあっけないほど簡単に答えた。

『向こうの企業のシステム開発をロンドン支社が受注したのはいいけど、途中何度も変更が入っていよいよ納期に間に合わないらしい。それでこっちから俺を含めて何人かがサポートに行くんだ。他にもあっちがらみの案件をいくつか抱えてるからついでに片付けてくるよ。せっかく帰ってきたのにごめんな』

〝あっちがらみの案件〟というのは、果凛が言っていた海外赴任前の現地視察のようなものだろう。覚悟していたとはいえ黎と離れて暮らすことになるかもしれない不安から、菫は落ちこんだ。

　おまけに黎が出かける直前酒井から黎に電話があり、リビングで話す黎の言葉を聞くとはなしに聞いていると、ロンドン出張のメンバーに酒井が含まれているとわかった。

『その案件って専務がらみのだよな。酒井がロンドンに行ってる間に仕様変更なんてされるとまずいから、今日明日で完結させよう。俺も今から向かうから、手伝うよ。……そうだろうそうだろう。頼りがいのある先輩に感謝しろ。じゃ、後で』

　酒井の声は聞こえなかったが、黎と対等にやり取りしているのが容易にわかり、さらに菫は落ちこんだ。

　少なくとも黎に彼女への恋愛がらみの感情はなさそうだが、仕事のうえでは酒井は頼りがいのある必要不可欠な存在なのだろう。

　今回は一週間程度の出張だとしても、本格的な赴任となれば年単位だ。そのときにも酒井は黎の片腕として同行するかもしれない。そう思った瞬間菫の中にモヤモヤとした感情が生まれ、どうしようもなく苦しくなった。

　それに果凛から事前に聞いて覚悟していたとはいえ、それを明るく話す黎の姿を見るのはあまりにも切ない。

　けれど、紅尾ホールディングスの後継者としての立場を考えると引き留めるわけにはいかないし、もちろん菫にそのつもりはない。

『海外だと水も食べ物も変わるから、体調に気をつけて』

　ただそう言って笑うしかなかった。




　週が明けても黎は忙しく、日付が変わってから帰宅する日が続いていた。

　菫も期末関連の業務を抱え忙しいが、どうにか残業をせずに帰宅し食事を作って黎の帰りを待っていた。

　一緒に暮らし始めて一週間も離れるのは今回が初めてだ。前回のたった一泊の出張とはわけが違う。おまけに海外に行ってしまうとなれば連絡を取るのにも躊躇しそうで、菫は今から憂鬱だ。

　そしていよいよ明日、黎はロンドンに向かう。

　黎とふたりで遅い夕食を終え、片付けも済ませた菫は寝室を覗いた。

　見ると黎がスーツケースを広げて出張の準備をしている。子どもの頃から海外には何度も行っているらしく、慣れた動きで次々荷物を詰めている。

「なにか手伝おうか？」

「いや、もう終わるからいいよ。あっちの支社に行くのは初めてじゃないし、着替えが少しあれば十分なんだ」

　黎は手を止めず答えると、チラリと菫に視線を向ける。

「もう遅いから早く風呂に入っておいで」

「あ……うん、わかった、そうする」

　菫が言い終えるのを待たず、黎は手元に残っていた衣類をスーツケースに詰め始める。

「あ、あの資料もメールで送っておくか」

　手を動かし同時に頭の中でも明日の準備を整えている黎の心はすでにロンドンにあるようだ。

　今回の出張の目的は黎いわく〝サポートという名の尻拭い〟で前向きな目的ではないらしいが、嫌がっているわけではなく、むしろどう向き合うべきかを考えあれこれ計画を練っていた。その目はまるでゲームをクリアしていく子どものように生き生きとしていて、菫は黎の仕事への強い思い入れを改めて知ったのだ。

　きっと今回の出張を、黎は楽しみにしているのだろう。

　背を向け準備を続ける黎から目を逸らし、菫は寝室のドアをそっと閉めた。




　少しぬるめの湯の中に身を沈め、菫はゆっくり全身を伸ばした。

　黎の自宅のバスルームは広く、浴槽は菫がひとりで入るにはもったいないほど大きい。たっぷりの湯に入り目を閉じると、一日どころか生まれて以来抱えてきた疲れも悩みも吹き飛んでしまいそうなほど気持ちがいい。

　ふと手足を見ると以前よりも細くなっていて、腰回りも小さくなっている気がした。ここ最近つわりは治まっているが、食欲が戻っていないせいで体重も落ちている。職場でも痩せた菫を心配して声をかけてくる同僚もいる。

「もっと食べなきゃね」

　湯の中のまだ平らな腹部に触れ、菫は苦笑する。この時期無理に食べなくても赤ちゃんの成長にそれほどの影響はないとドクターには言われているが、やはり意識して食べるべきだろう。

「そうだぞ、俺がいない間もちゃんと食べろよ」

　突然黎の声が聞こえ閉じかけていた目を開くと、黎がバスルームのドアを開き入ってきた。服はすべて脱ぎなにも身につけていない。

「え、どうしたの？」

　菫は肩まで湯に浸かり、両手で浴槽の縁にしがみいた。あっという間に赤くなった顔を伏せ、きつく目を閉じる。

「どうしたのって、一緒に入ろうと思って」

　焦る菫にかまうことなく黎はシャワーの下に立ち身体を洗い始めた。

「と、突然、どうして。私、すぐにあがるから待っててくれたらいいのに」

　薄目でそっと見ると、黎の引きしまったヒップが目に入り、あわあわと視線を逸らす。けれどヒップだけでなくバランスよく筋肉がついた綺麗な背中が目に焼き付き離れず困る。

「いまさら恥ずかしがらなくてもいいだろう。ベッドでは全部見てるのに」

　面白がる黎の声に菫はぶんぶんと頭を横に振る。お願いだから早くここから出て行ってほしい。

　そんな菫の願いは叶わず、気付けばバスタブのたっぷりの湯が大きく揺れていた。

　黎が湯の中に入ってきたのだ。

「菫、逃げるなって」

　耳元に黎の気だるげな声が聞こえたと同時に、菫は背後から伸びてきた黎の長い腕に抱き寄せられた。その手は菫のお腹の上でしっかり結ばれ、肩に黎の顎が乗っている。

「ひゃっ」

　菫は慌てて抜け出そうとするも、きつく結ばれた黎の手が緩む気配はない。

「いいからジッとしてろ」

　吐息混じりの声に、菫の全身が熱くなる。

「れ、黎君、あの……いきなりどうして」

　そわそわと後ろを気にしながら尋ねてみる。黎と暮らし始めて一カ月半。その間黎が菫をお風呂に誘うことはなかった。なのにどうしてと、菫は不思議に思う。

　何度も抱かれた菫の身体はすべて黎に知られているが、それとこれとは別でやはり明るい中お互いの裸を目にするのは恥ずかしいのだ。

「痩せたな」

　お腹の上で組まれていた黎の手が解かれ、菫の身体を撫であげる。

「んっ」

　菫の口からつい漏れた声がバスルームに反響する。

　くすりと笑った黎の吐息に菫は身を震わせた。

「俺がいない間、ちびの分もちゃんと食べろよ。つらいだろうけど、それは俺も同じだからな」

　低く艶のある声に、菫はそっと振り返った。

「つらい？」

　黎が口にした言葉の意味がわからず首をかしげる。

「菫が言ったんだろう、俺が出張中、さびしいよりもつらかったって」

「あ……あれはその」

　たしかに離れていたのはたったひと晩だけだというのにあまりにもつらくて、菫はついその気持ちを漏らしてしまったのだ。

　どうしてそんな恥ずかしいことを言ったのだろう。菫はうつむき口ごもる。

「照れなくていい。俺もそうだ。いや、俺の方が重症だな。たったひと晩が限界で強引に仕事を終わらせて帰ってきたほどだからな」

　耳元でくすくす笑う黎の声に、菫は口をつぐんだ。黎の口から重症だとか限界だとか聞き慣れない言葉が続き、落ち着かないのだ。

「今回は一週間、それも海の向こうだ。つらくても簡単には帰ってこられない」

　黎はそう言うと、いきなり菫の耳たぶを甘噛みする。

「れ、黎君っ」

　黎に噛まれたところから全身に痺れが走り、菫は身体をのけぞらせる。黎は菫の震えなど気にせず舌先で耳たぶを刺激し続け、大きな手は菫のお腹の上を動き始めた。

「これ以上なにもしないから安心しろ。ちびをびっくりさせたくないからな」

　黎の手は壊れ物を扱うかのように菫の身体を優しく這う。わずかに波ができるお湯の中、初めて感じるほどよい痺れが心地よく、うっとり目を閉じそうになる。菫は優しい刺激に包まれながら全身を黎の身体に預けた。

　きっと赤ちゃんも気持ちいいはずだ……。

「いい湯だな。だけど向こうに行ったらシャワー三昧だ」

　黎がバスタブの縁に身体を預け、つぶやいた。

「そうなの？　私、海外に行ったことがないからよくわからないけど」

「だったら近いうちにふたりでのんびり旅行にでも行くか。いや、それは無理か。ちびが生まれてからだな」

　黎は菫のお腹に向かって「生まれたらすぐにパスポートを用意してやるから楽しみにしてろよ」と楽しげに声をかけていた。




　翌日の早朝、黎はロンドンへ向かった。

　自宅を出る直前まで留守中の注意事項をいくつも菫に言い聞かせ、何度も『心配だ』『無理は禁物だぞ』『しっかり食べろよ』『体調が悪ければ会社を休め』と繰り返していた。

　その安定の過保護ぶりはこれまでと変わらず、菫は逐一『わかってる』と繰り返し答えていた。

　そしていよいよ黎が乗りこんだタクシーが通りを曲がり、菫からは見えなくなったとき菫の目から涙がこぼれ落ちていた。行ったばかりなのに前回同様さびしい上につらくてたまらない。妊娠したせいで涙もろくなっているのだろうか。どちらにしてもこんな調子で一週間耐えられるのかと不安になる。

　どんより落ちこみ部屋に戻ってすぐ、菫のスマホに菖蒲からメッセージが届いた。

「どうしよう」

　気まずい思いで電話を終えたあの日以来、菖蒲とは話していない。このままではいけないと思いつつも、妊娠し気持ちが落ち着かないうえに、黎の海外赴任の件で動揺したこともあって先延ばしにしていたのだ。

　電話越しに聞いた菖蒲の悲痛な声を思い出しながら、菫はメッセージを開いた。

【上京してます。会いたいので時間があったらここに来て】

　菖蒲のメッセージに添付されていたＵＲＬを開くと、都内でも有名な大型書店の地図が表示された。

　突然の連絡に驚いたが、菖蒲から誘われるのは高校を卒業して以来初めてだ。菫は緊張で震える手で菖蒲に電話をかけた。




「えっと、これも買っておこうかな」

　書店に着いた途端、次々とカートに本を入れる菖蒲を菫はぽかんと眺めていた。菫が押して歩いているカートには幼稚園教諭のための専門誌や園児たちと楽しむ指遊びや体操の特集雑誌。そしてピアノの楽譜などの本や資料が山盛りになって入っている。軽く二十冊は超えていて、店内を回る菖蒲のあとをついて歩きながら菫は言葉を失っていた。

「あ、この間始まったアニメの本も欲しいの。子どもたちが今夢中なんだけどキャラの名前を覚えられなくて。ちゃんと覚えて話に入りたいのよね」

　菖蒲は広い店内をあちこち見て歩きながら、園児たちの話を続けている。その表情はとても穏やかで愛らしい。本当に園児たちが大好きなのだろう。

　この間の電話で話して以来、菫は結果的に菖蒲に幼稚園をおしつけたことに引け目を感じていたが、少なくとも菖蒲は幼稚園での毎日を楽しんでいるようだ。

　だからといって許されるわけではないが、菫は菖蒲の笑顔にほんの少し気持ちが楽になった。

「本ならネットでも買えるけど、実際に見て選びたいのよね。だけどいざ手に取ると全部欲しくなるから困る」

　そう言って苦笑しながらも、菖蒲はその後も次々カートに入れ続けている。

　結局三十冊近くになった本はすべて書店から自宅に配送してもらうことにして、ふたりは書店を後にした。

　ちょうどお昼時で、菫は書店からも近く以前から行ってみたかった和食の店に菖蒲を案内した。オフィス街の中にあり、菫の会社からも徒歩で十分ほど。ランチタイムには会社員が列を作る人気店で、なかなか入れなかったのだ。場所柄土曜日の今日は空いていて、菫たちは待ち時間なく、そのうえ個室に通してもらえた。

　八畳ほどの和室の中央には一枚板の座卓があり、菫と菖蒲は向かい合って腰を下ろす。

　するとすぐに和服姿の店員が部屋にやってきてお茶を並べると、メニューを置いていったん部屋を後にした。

　菫はメニューを広げ、お品書きをじっくり眺める。

「会社の人が魚料理が絶品だって言ってたから、お造りかなにか頼んでみる？　あ、菖蒲はお酒は飲むの？　私は飲まないけど飲みたかったら遠慮せずに飲んでね。お肉料理なら――」

「菫ちゃん」

　メニューを見ながら話し続ける菫を制し、菖蒲はその場で姿勢を正した。

「ど、どうしたの、早く注文しなきゃ」

　菫は突然真剣な表情で見つめられ慌てる。

「わかってる。だけどその前に改めてお願いがあるの」

「お願いって……」

　菫は菖蒲が口にしようとしていることを察した。

「菫ちゃん。悟君と結婚して」

「無理だよ」

　予想通りの言葉に、菫は用意していた言葉を即座に口にする。

「私は悟先輩とは結婚できないよ。第一、妹の彼氏と結婚するなんて今どきドラマでもはやらないし」

「か、彼氏って……どうして」

　菫の言葉に菖蒲は表情を変える。まさか菫が知っていると思わなかったのだろう。菫も未だに信じきれずにいるのだ。

「今朝菖蒲と会うことになってすぐに悟先輩に電話して菖蒲との関係を聞いたの。あっさり菖蒲と付き合ってるし結婚したいって教えてくれたよ」

「……たしかに付き合ってるけど、結婚は……無理」

　苦しそうに顔を歪め、菖蒲は目を伏せた。その表情を見れば菖蒲が悟と結婚したいと思っているのは明らかだ。悟が言うようにどこまでも頑固だなと菫は苦笑する。

「この間久しぶりに会って思ったけど、悟先輩、相変わらずかっこいいね。あの綺麗な顔は見応え抜群だった。菖蒲もあの端正な顔が好きなの？」

　からかい混じりに問いかけると、菖蒲は顔を赤くし「顔だけの人じゃないよ。ああ見えて男らしいし誰にでも優しくて真面目だもん」と声高に話す。

　必死に言葉を続ける菖蒲の姿に菫は表情をやわらげた。

「それほど好きなら結婚すればいいのに。菖蒲は考えすぎだよ」

「それってどういう意味……？」

　菖蒲は眉をひそめ、菫に疑うような視線を向ける。菫がふざけていると思っているのだろう。

「意味もなにもそのままだよ。悟先輩とこのままおつき合いを続けて結婚すればいいってこと」

「それができないから菫ちゃんにお願いしてるの」

　暢のん気きに話す菫にかっとし、菖蒲は声を荒らげる。

「この間も言ったけど、私は幼稚園を継ぐから社長になる悟君とは結婚できない。片手間で支えられるほど社長夫人の仕事は甘くないのよ。悟君の側にいてサポートできる人じゃないと無理なの」

「だからそれが考えすぎなの、悟先輩は菖蒲のサポートがなければなにもできないお馬鹿さんなの？」

　菫は淡々と落ち着いて話を続ける。

「悟君はお馬鹿さんじゃない。昔からお父さんの会社の将来を考えてるし、今だってあんな大きな会社で一生懸命勉強してる」

　平然とした態度を崩さない菫に我慢できなかったのか、菖蒲は気色ばんで詰め寄る。興奮して顔は赤く、呼吸も乱れている。なのに言いよどむことなくすらすらと気持ちを口にしている。今まで何度も同じ言葉を心の中で繰り返していたのだろう。それだけ悟のことを考え続けているということだ。

　菫は菖蒲の切なさを思い、これまでなにも知らず自由に暮らしていた自分を改めて情けなく思う。菫が得た自由のせいで、菖蒲が実家のすべてを背負うことになったのだから。

　だからこそ今回は、菖蒲はあきらめてはいけない。自分が望む相手、そして望む未来を手放してはいけないのだ。

「悟先輩ね、言ってたよ。菖蒲と結婚するつもりだし自分もお父さんの会社を継いで今より大きくするって」

「そんなの無理」

「そう思ってるのは菖蒲だけ。難しく考えすぎなのよ。たとえ菖蒲が将来園長になって他に手が回らなくなったとしても、悟先輩は誰かのサポートが必要な弱い人じゃないでしょう？　お互いの立場を理解して仕事を進めれば大丈夫だと――」

「わかったようなこと言わないで。私もできるならそうしたいよ。でも無理。今、幼稚園の経営は厳しいの。最近できた幼稚園は英会話を取り入れたりパソコンのレッスンもやってて人気で。昔から変わらないうちの幼稚園は生き残るために必死なの。だから悟君のためにだけ時間を割けない。結婚なんて無理なのよ」

「菖蒲……」

　どこまでも頑なに言い張る姿に、菫は菖蒲の悟への想いと幼稚園への責任感の強さを思い知らされる。好きだからこそ相手のために離れようとしている菖蒲の気持ちが痛いほどよくわかるのだ。菫が黎に対して抱いている想いと似ているからだ。

　おまけに今まで知らなかった幼稚園の状況を知らされ、自分が思っていた以上に深い菖蒲の悩みを前に、菫は罪悪感で胸が苦しくなる。

　だからこそ菖蒲には幸せになってもらいたい。今までひとりで頑張っていた分、これからは悟とともに楽しく過ごしてほしい。

　菫は気持ちを落ち着け、菖蒲に向き直る。

「変わってないのは幼稚園だけじゃなくて菖蒲も同じ。昔と違って今はなにもかもが発達してるんだよ。菖蒲が時間を割けない分、他を頼ればいいのよ。たとえば、そうだな。近所にお茶や日本舞踊の先生が住んでいたわよね。その方にレッスンをお願いして園児たちと日本の伝統文化を楽しむ時間を作るとかどう？　うちの幼稚園が昔から変わらないっていうのなら、それを強みにすればいいと思うのよ。母さんが許してくれるなら私が折り紙レッスンをするなんてのもありでしょう？　家のことなら便利な電化製品を買いそろえて楽をすればいいし、人を雇ったりネットを駆使して仕事を減らすこともできる。案外簡単に解決するはずだよ」

　菖蒲の表情に変化が現れた。

「それに、私は絶対に悟先輩とは結婚できないの」

「菫ちゃん？」

「私ね、妊娠してるの。お酒を飲まないのはそのせいなの」

「妊娠？　え、本当？」

「驚かせてごめんね。だから悟先輩とは絶対に結婚できないの」

「あの、菫ちゃん、恋人がいたの？　そういえば母さんが会社に押しかけたときいきなり弁護士さんが登場したって言ってた。紅尾……極？　名刺を見たら芸能人みたいな名前だったから覚えてる。もしかしてその人？」

「違う違う。その弁護士さんの従兄弟なの」

　記憶をたどり極の名前を口にした菖蒲に、菫は笑い声をあげる。たしかに芸能人のような名前で、だとすると黎も芸能人のような名前だ。顔だって芸能人顔負けの端正なつくり。決して名前負けしていない。

　菫は黎の顔や声を思い出し、今すぐ会いたくなった。けれど今朝イギリスに向かったばかりでこれから一週間、会えない。

「菫ちゃん、だったらその人と結婚するんだよね」

「うん。入籍だけでも早めにって言ってくれてるけど。向こうが仕事で忙しいのと母さんのことで落ち着かないからタイミングを計りかねてて」

　菫は視線を泳がせ口ごもる。母が勧める見合いには菖蒲も関係していて、どう話せば菖蒲を傷つけずに済むのか考え言葉に詰まる。

「そっか……」

　菖蒲は一瞬複雑な表情を浮かべたものの、すぐに気を取り直し微笑んだ。

「だったらお見合いのことはもう気にしなくていいよ。悟君と結婚してなんて言わない。菫ちゃんのお腹にいる赤ちゃんとパパを引き離すことなんてできない。菫ちゃんだってその人のことが好きなんでしょう？」

「うん……ずっと好きだったの」

　菫はぽっと頬を赤らめうつむいた。

「なにもう、照れちゃって。なんだか私ってふたりを引っかき回しただけの面倒な女じゃない。だったらさっさと結婚しちゃえばいいのよ」

　菖蒲は呆れた声でそう言って、菫の背中をぽんと叩いた。

「母さんのことなら私にも責任があるから、こっちでなんとかする。あの人、結局自分が進みたい道を進む菫ちゃんが昔からうらやましかったのよ。上京したこともそうだし、中学のときは吹奏楽部に入って自分の好きなことに夢中になってたし。あの人はおじいちゃんに無理矢理父さんと結婚させられて幼稚園を継いで、親の言いなりでやりたいことがなにひとつできない人生を送っているから。それって私も同じだからよくわかるの。まあ、あの人の場合、ちょっといきすぎだよね。きっと精神的に弱いのよ」

「弱い？」

「そう。周囲に言われるがままに従順に生きる方が楽だもん。そういう生き方を選ぶしかない程度に、あの人は弱かったってこと。だから自由に生きている菫ちゃんに腹を立てて連れ戻そうとしたのよ。お見合いなんて口実。菫ちゃんが楽しそうにしているのが許せなかったのね。本当、的外れで虚しい……でも、私だって母さんと同じだよね」

　唇を噛みしめ、苦しげに顔を歪める菖蒲が小さく見える。

「菖蒲……ごめん。私、自分は不幸だって思ってたけど、全然違ってたね」

　菖蒲の心の奥にある葛藤を思い、菫は思わず頭を下げた。これまで菫が自由にすごせていたのは菖蒲が実家のなにもかもを背負ってくれていたからだ。これ以上菖蒲が苦しむ必要はない。

「もういいよ。たしかに菫ちゃんのことがうらやましくて嫌いになったときもあったけど。私が地元に残ると決めたのは悟君が好きだからっていうのが大きいし。気にしないで」

「ん。ありがとう」

　悟のことを話す菖蒲の表情は晴れやかで、きっと悟との未来を前向きに考え始めたのだろう。菫はホッと胸を撫で下ろした。これまで勝手をしていた自分が言える立場ではないが、菖蒲には幸せになってほしいのだ。

「それより菫ちゃんだよ。難しいことなんて考えずに結婚しちゃえばいいのよ」

　再び菫の話に話題が移り、菫は表情を固くする。

「うん。結婚はするつもりだけど。実は黎君、イギリスに赴任するみたいで。ついていっていいものか悩んでて」

　沈んだ声で話し始めた菫に、菖蒲は訝かしげな視線を向ける。

「なにを悩んでるの？　ついていったらいいじゃない。せっかく赤ちゃんが生まれるのに離ればなれはさびしいよ。菫ちゃんだって一緒に行きたいんじゃないの？　あ、それとも仕事をやめたくないとか」

「ううん、仕事は多分大丈夫。在宅勤務も選べるから会社と相談するつもり」

「だったら問題ないじゃない」

　わけがわからないとばかりに菖蒲は首をかしげる。

「えっと」

　菖蒲に真っすぐ見つめられ、菫は居心地の悪さに視線を逸らした。

「菫ちゃん？」

「……問題は私なの」

　気詰まりな空気に耐えきれず、菫は肩を落とし沈んだ声でつぶやいた。

「私、黎君の仕事についてなにも知らないの。スマホの機能も使いこなせないのにシステム開発なんて別世界の話でしょう？　おまけに英語も話せないから黎君のサポートをするどころか足を引っ張るだろうし。赤ちゃんが生まれたらもっと黎君に頼ってわがまま言って、邪魔になるだけだから。それにいずれは紅尾ホールディングスのトップに立つからもっと私とは違う世界に行っちゃうだろうし」

　ひと息にそう言って、菫は大きなため息を吐く。口に出したことでいっそう不安が具体的になり、やはり自分は黎にふさわしくないのだと思い知らされる。

　なにもできない自分がイギリスに同行しても、黎のプラスにはならない。

「黎君には私じゃなくてもっと――」

「お馬鹿さんなの？」

「え？」

　菫の言葉を遮る菖蒲の呆れた声が部屋に響く。

「その菫ちゃんの大切な人、黎君だったよね。彼は菫ちゃんのサポートがなかったらなにもできないお馬鹿さんなの？　いわゆる能なしの御曹司？」

「そんなことない」

　黎を馬鹿にされ、菫は顔を赤くし勢いよく首を横に振る。

「黎君はお馬鹿さんじゃないし能なしの御曹司でもない。私にはもったいないほど素敵な……あれ」

「ふふっ。気がついた？　それ、さっき菫ちゃんが私に言ったんだよ」

「あ……そっか」

　くすくす笑う菖蒲につられ、菫の顔にも笑みが浮かぶ。

「いっそ能なしなら迷わず結婚するのに。残念ながら優秀すぎて私とはなにもかもが違うからサポートするどころか足を引っ張ると思う。だからついていきたくても行けないの」

　次第に小さくなる菫の声に、菖蒲はどうしようかとため息を吐く。

　菫と菖蒲は双子とはいえ見た目も性格も似ていないのに、頑固な部分だけは似てしまったようだ。

「それって矛盾してる。私には悟君と結婚しろって簡単に言うのに、自分のことになると弱気になるんだから。もっと気楽に考えればいいのよ。あ、これもさっき菫ちゃんが言ったんだからね。あと幼稚園の先生の立場から言わせてもらうけど、育児だって周りに助けてもらえばいいのよ。それになに？　紅尾ホールディングスのトップなの？　だったら有り余るお金で家政婦やベビーシッターを雇うとか保育園にお願いするとかいくらでも方法はあるよ。しっかりしてください、お母さん」

　ついさっきまで悟のことで落ちこんでいた菖蒲に今は菫が諭されている。

「やだ……菖蒲が本当に先生に見えてきた」

　ふたりは顔を見合わせ吹き出した。

「だけどごめんね。なにも知らなかったとはいえ悟君と結婚してなんて、無神経だったね」

　それまでの笑顔を消して菖蒲は気まずげに頭を下げる。

「いいよ、謝らないで。悟先輩にベタ惚れの菖蒲、かわいいから許す」

　好きな人のために周りが見えなくなって先走るのは菫も同じだ。悟を想っての菖蒲の行動は理解できる。

「だけど、悟先輩には謝らなきゃ。愛する人の口から他の女性と結婚してほしいなんて言われて、いくらあの悟先輩でも傷ついてるはずだよ」

「あの悟先輩ってなんだよ。それこそ傷つくぞ」

　突然低い声が聞こえたと同時に障子が開くと、そこに悟が顔をしかめて立っていた。

「悟君、え、どうして？」

「は？ 滅多に会えない恋人が近くに来てるって聞いて、会いに来ないわけがないだろ。菫から電話をもらって、急いで家を出たんだよ」

　悟は不機嫌な表情で部屋に足を踏み入れ、目を丸くしている菖蒲の隣に腰を下ろした。

　そして座卓に片ひじを置いて頬杖をつくと、笑顔を封印して菖蒲を見つめる。

　菫は邪魔にならないよう息を潜め、ふたりの様子を見守ることにした。

「あ、あの、悟君。ごめんなさい。菫ちゃんと結婚してなんてひどいこと言っちゃって。反省してます」

　菖蒲は身体を小さくし、悟に頭を下げる。悟は顔をしかめたまましばらく菖蒲を眺めていたが、そのうち肩を落とし、大きなため息を吐き出した。

「いつもそうやって謝れば許してもらえると思ってるだろ……まあ、許してしまうんだけどさ。結局惚れた方が負けってことだよな」

　目の前の菖蒲の頭をくしゃくしゃに撫で、悟は仕方がないとばかりに苦笑する。

「許す許さないで片付けられないくらい菖蒲に惚れてる。菖蒲も同じだろ？　だったらもう俺と結婚して楽になれ」

　悟はそう言ってコートのポケットから一枚の紙を取り出し座卓の上に広げる。

「結婚しよう」

　悟が菖蒲の目の前に差し出したのは、すでに悟が記入を終えている婚姻届だ。

「ほら、今すぐ書いてしまえ」

　実物を初めて見る菫は興味津々じっくり眺めた。これが受理されるといよいよ夫婦になるのだと思うと、神聖な気持ちになる。菫は自分も記入するなら一緒に記入するのはやはり黎がいいと、強く思った。

　すると菖蒲が記入するのをそわそわしながら待っていた悟がしびれを切らし、菖蒲の手元にペンを勢いよく差し出した。

「菖蒲、とにかく早く書いて。そうじゃなきゃ落ち着かないんだ」

　気迫のこもった声が部屋に響く。悟はなんとしてでも今すぐ菖蒲と結婚したいのだ。どうやらこれまで菖蒲に散々結婚しないとごねられ、これ以上待てないようだ。

　菖蒲はしばらくの間無言で婚姻届を見つめていたかと思うと、おもむろにペンを手に取り届けに記入を始めた。一心に書き続けた菖蒲は、最後に漏れがないか慎重に確認しそれを悟に差し出した。

　悟は素早く受け取ると、いそいそと胸元の内ポケットにしまいこむ。

　その無駄のない動きは悟の結婚への想いの強さを表しているようで、菫は微笑ましい思いで見ていた。

「私も好きだから。本当はすぐにでも結婚したかったの」

　微かに震える声に視線を向けると、菖蒲の目から涙がこぼれ落ちている。

「私、いいんだよね。幼稚園の先生を辞めずに悟君のお嫁さんになっても、いいんだよね」

　手の甲で涙を拭いながら必死で笑顔を作る菖蒲を、悟は胸に抱き寄せた。

「いいに決まってるだろ。俺は菖蒲がなんであれ、愛してる。幼稚園の先生でもなんでも、思い切り楽しんでいい」

　菖蒲の身体を慈しむように抱きしめ、悟は腕の中で涙を流す菖蒲に言い聞かせている。

　その後しばらくの間抱き合うふたりを感慨深く見つめていた菫は、ふと自分は邪魔者なのだと気付き、そっと部屋を出た。

　店員にもうしばらくしてから注文を取りに行ってほしいと頼み店を後にする。

　気になっていた店でなにも食べずに出るのは残念だが、長い間菫に代わって重荷を背負ってきた菖蒲の幸せを目にすることができ、菫は胸がいっぱいでなにも食べられそうになかった。

　その夜菖蒲から電話があり、あの後食事を終えて早速地元に帰り入籍を済ませたと報告を受けた。

　悟が自分の心身の安定のために一刻も早く入籍したいと言い張りそうなったらしい。

『次は菫ちゃんの番だからね』

　菖蒲にそう言われるまでもなく、菫の気持ちは決まっていた。










第六章　同じ未来を生きる幸せ




　黎のロンドンからの帰国を明日に控え、菫はキッチンに立ち料理に励んでいた。

　電話やメッセージで現地での様子を聞くと、仕事量は多く忙しそうだ。それでも今回の出張の目的であるサポート業務については無事に完結し今は雑多な案件を片付けているらしい。

　もしかしたら赴任前の準備をしているのかもしれない。新居を決めたり現地のスタッフと今後の方針について話し合ったり。合間においしいレストランをリサーチしている可能性もある。

　菫は黎の大好物である筑前煮の味をたしかめながら、あれこれ思いを巡らせていた。

「あ、こっちもＯＫ」

　ついさっきできあがりの音が流れたオーブンを開いてみると、中から甘い匂いが流れてくる。ラム酒につけこんだレーズンをふんだんに使った、黎からのリクエストが多い大人向けのパウンドケーキだ。焼きたてもおいしいが、ひと晩寝かせるとさらに風味が増すので明日帰国する黎のために前日の今日焼いておいたのだ。

　取り出したケーキを置いたテーブルには、他にもいくつもの料理が並んでいる。そのどれもが黎の好物で、菫は満足げにそれらを眺めた。

　菫は明日、昼の便で戻ってくる黎を空港に迎えに行く予定なので、今日のうちに黎が喜びそうな料理を作っているのだがテーブルの上には隙間なく料理が並び、作りすぎたと苦笑する。

　ここ最近つわりに波があり、朝起きたときにつらい程度で日中はかなり楽になっている。そのおかげでこうして料理が作れるのだ。

　ひとまず予定していたものすべてを作り終え、菫はしばらく身体を休めようと猫足ソファに腰を下ろした。

　疲れた身体を伸ばし、お腹の赤ちゃんに「おつかれさま」と声をかける。それほど変化もなくまだ胎動も感じないが、ここで赤ちゃんは育っている。そう考えるだけで気持ちが安らぎ落ち着いてくる。菫はローテーブルの上のスマホを手に取り、お気に入りのクラシックを呼び出した。天井に設置されているスピーカーから流れ始めたこの曲は、胎教にいいと知って以来、日に何度か聴いている。

「そうだ、イギリスに土鍋って売ってるのかな」

　ふと疑問に思い、菫はソファの隅にあったタブレットで検索を始めた。

　タブレットが置かれていた周辺にはイギリスのガイドブックが何冊も重なっていて、たくさんの付箋が貼られている。他にも英会話やテーブルマナーなどのテキストが無造作に置かれソファの足元にも似たような本が何冊も積まれている。ここ最近増えた本は他にもあり、菫は時間を見つけては目を通している。

「へえ、日本食のお店って意外に多いんだ」

　イギリスに関するページを眺め、日本食の店以外にも観光地はもちろん病院や保育施設などを確認していく。海外未経験の菫には目新しいことばかりで、つい夢中になる。

　マップ機能を使って紅尾システムソリューションのロンドン支社近辺を見ると、そこは高層ビルが建ち並ぶオフィス街だった。そこで黎は今仕事をしているのだ。そしてきっと、近いうちにそこに異動するのだろう。

　黎がどの辺りに住むのかはまだわからないが、きっとここからさほど遠くないはずだ。菫はあらゆる角度からその周辺を探索し、地理関係を頭に入れる。

　そのとき部屋に来客を告げるベルが鳴り響いた。モニターを覗くとコンシェルジュの女性が立っている。

「お預かりした宅配をお届けにまいりました」

　黎の自宅マンションは宅配業者にかかわらず住人以外の人の出入りに厳しく、届いた荷物はいったん一階フロントが受け取り、その後コンシェルジュが部屋まで届けることになっている。きっとそれを届けてくれたのだろう。

　菫は急いで玄関に向かった。

「毎日すみません。ありがとうございます」

　このところ毎日なにかしらの荷物を部屋まで届けてくれる女性のコンシェルジュに菫は深々と頭を下げる。仕事とはいえ、頻繁に届く荷物を運ぶのは大変だろう。

「とんでもありません。他にもなにかあればいつでもお声がけください」

　コンシェルジュはにこやかにそう言って立ち去っていく。菫はその姿を見送りそっと玄関のドアを閉めた。

　届いたのはそれほど大きくない包みで、菫は送り状を確認して「これ、待ってたのよね」と声を弾ませリビングに戻った。

　早速開梱し取り出したのは、手のひらサイズの翻訳機。スマホよりもひと回り小さなそれは、話した言葉を音声とテキストに翻訳してくれる便利な機械だ。以前笹原が海外旅行に便利だと言っていたのを思い出し注文していたのだ。

　これさえあれば英語が苦手な菫でも、安心して黎の赴任先についていける。

　便利なものを効率的に利用すれば、なんとかなる。菖蒲に言った言葉は菫にも当てはまる。翻訳機の利用もそのひとつで、ネット社会と言われている今は整備された環境をうまく活用すれば世界のどこにいても仕事も完結できる。

　家庭事情によって在宅勤務を選択できる富川製紙が海外での在宅勤務を認めているのかはまだ調べていないが、菫は可能であれば申請したいと考えている。

　黎が海外赴任するのならそれがどこであれついていくつもりだ。そして今の仕事も続けたい。

「そのための翻訳機だよね」

　菫はラグの上に腰を下ろし、うきうきしながら設定を始めた。

　スマホでさえ最低限の機能しか使いこなせていない菫は、何度も説明書を読み返し進めていく。

　そしてようやく無事に完了しホッと息をついたとき、再び部屋に来客のベルが鳴り響いた。

「そうだ、あれかな」

　菫は翻訳機以外にも海外について基本から学ぶために〝しゃべる地球儀〟も注文していたのを思い出し、それが届いたのだろうとモニターを確認することなくいそいそと玄関に向かった。

「何度もすみません。これが最後の宅配だと……え、どうして？」

「おい、モニターでちゃんと確認したのか？　いきなりドアを開けるなって何度も言ってるだろう」

　ドアを開けると、なぜか菫の目の前には明日帰国予定の黎が立っている。

「いくらここがセキュリティ万全でも気をつけろよ」

　黎の手が少し雑に菫の頭を撫でる。いきなりドアを開いたので怒っているようだ。

「どうして？　明日帰ってくるんじゃなかったの？」

　頭を撫でられながら、菫は信じられない思いで黎を見つめた。黎は不機嫌に眉を寄せていて、疲れも見える。

「本物？」

　菫は恐々と黎の顔を覗きこみ、頬に手を当ててみる。その途端、腕を掴まれ引き寄せられた。

「本物に決まってるだろ。なんだよいったい。せっかく前倒しで仕事を終わらせて帰ってきたのに」

「ごめんなさい。だって明日だと思ってたから」

　黎の胸に抱きこまれた菫はおずおずと顔を上げる。すると黎の首筋にある薄い傷痕が目に入り、にっこりと笑った。

「本物の黎君に間違いない。この傷痕、この間私がつけちゃったから、絶対本物」

　黎の首筋にあるほんのり赤い傷痕。それはふたりで一緒に入浴していたときに、菫がうっかり引っ掻いた跡だ。場所が悪くてワイシャツで隠せず焦る菫に対して、黎は気にするでもなく、それどころか妙にうれしそうに鏡越しにそれを眺めていた。

「とりあえず入らせてくれ」

　ぼんやりしている菫の肩を抱き、黎は空いている方の手でスーツケースを引いて玄関に足を踏み入れる。

「ごめんなさい。疲れてるよね、すぐにお風呂に入る？」

「ああ、でもまずはこっち」

「えっ」

　背後でパタンとドアが閉まると同時に菫をドアに押しつけ、黎は当然とばかりに唇を重ねた。

　強引に唇を押しつけられ、熱い舌先で表面が刺激される。たちまち菫の全身に甘い熱が広がり抵抗する気持ちが封じこめられていく。

　角度を変えて何度もキスを繰り返し、お互いの吐息だけが広い玄関に響く。

　切羽詰まった黎の息づかいが色っぽくて、菫の鼓動がとくとく激しく音をたてる。

　菫は黎が帰ってきたのだとようやく実感し、両手で目の前の愛しい人を抱きしめた。




「それって通訳とか翻訳の機械だよな。なに、俺が旅行に行こうって言ったから早速用意したのか？」

　黎は翻訳機を手に取り「へえ、結構使いやすそうだな」と興味深そうに眺めている。外国語に堪能な黎には縁のない代物だから初めて見るのだろう。

「旅行を楽しみにするのはいいけど、極端すぎないか？　ガイドブックや会話本が山積みだぞ」

　黎はラグに座る菫の隣に腰を下ろし辺りに積まれている本を面白がるように眺めている。

「そういうわけでもないんだけど……あれ？」

　菫が散乱しているガイドブックたちの理由を考えながら黎の顔を見ると、少し頬がこけていた。

「ねえ、痩せちゃった？」

「かもな。今回も相当頑張ったから、ワイシャツのサイズも変わった気がする」

　ネクタイを緩めワイシャツのボタンをいくつか外した胸元から鎖骨が綺麗に見えている。

　それが気になった菫は黎の身体にのしかかるように身を寄せ、くっきり表れている鎖骨を指でなぞってみる。

「本当だ、前より少し痩せた感じ。ねえ、ちゃんとご飯食べてたの？」

　胸元から手を差し入れ、細くなった黎の身体を確認する。顔色は悪くないが、前回の出張同様目の下にクマがありかなり疲れているようだ。

「あ、もしかして体調が悪くて早く帰ってきたの？」

　菫は心配そうに黎の顔を見つめる。

　黎は背後のソファに背中を預け、天井を見ながら大きく息を吐き出した。

「そうじゃないから安心しろ。たしかに疲れてるけど、一日早く帰ってきたのはそのせいじゃない」

　黎の腕が菫の身体に回され、そのままぐっと引き上げられる。そして目線の高さが合ったと同時に黎は菫の唇に軽くキスをした。

「ただいま」

「あ……おかえりなさい」

　吐息が重なる至近距離で見つめられ、菫は恥ずかしさに頬を染める。

「ちびも、元気か？　大きくなってるか？」

　菫のお腹に向かって話しかける黎の声に疲れが滲んでいる。

「でも、どうして今日帰ってきたの？　あ、もちろんうれしいけど突然目の前にいるからびっくりした」

「一日でも早く菫に会いたくて仕事を猛烈に頑張ったんだよ。だけど出張のたびにこの有様だ、ほんとに疲れる。俺が社長に就任したら株主総会で菫を連れての出張が認められる案を議題にあげることにする」

　芝居がかった大げさなため息を吐き、黎はくすくす笑う。

「半分冗談で半分本気。だけど菫は俺のことなんて忘れて旅行気分だったみたいだな。このガイドブックの数、世界一周でもするつもりか？」

「そんなことないよ。私だって黎君に早く会いたくて明日は空港に迎えに行こうと思ってて。ほら、今日のうちに料理も仕上げて準備も完璧。黎君だけが私に会いたかったわけじゃないから」

　勢いこんで話す菫の言葉に、黎はキッチンに顔を向けた。

「あれ、全部菫が作ったのか？」

　テーブルに並ぶ料理に気付き、黎は目を丸くする。

「そうなの。黎君好みの料理を並べてみました。あ、お腹がすいてたら早速食べる？」

「いや、かなりうれしいけど、さっきの続きがいい」

　続きとはなんだろうと菫が首をかしげる前に、黎は菫の身体をラグの上にそっと押し倒した。

　仰向けに倒れた菫の顔の両側に肘をつき、黎は顔を近づける。

「こうして菫を抱きしめたくて仕事をさっさと終わらせたんだ。予定ではもう一日早く帰るつもりだったんだけどな」

　菫の頬にかかる髪を指先でもてあそびながら黎は悔しそうに顔をしかめている。

「体を壊すからそんな無理しないで。……まさかご飯も食べてないの？」

　菫は黎の体の下から手を伸ばし、出張前より少し尖った顎を優しく撫でる。菫に早く会いたいがために仕事を前倒ししたと聞いてうれしくないわけはないが、無理はしてほしくない。海外で倒れたら簡単に会いに行けないのだから。

　菫の心配を察したのか、黎は「わかってる」とひとことつぶやき菫の目尻にキスをする。

「前倒しで仕事を終わらせるくらい、菫に夢中なんだ。これから先、出張のたびに痩せて帰ってくるかもな」

「冗談でもそんなこと言わないで。体を壊したら出張どころじゃないでしょう」

　たとえ夢中だと言われても、これだけは譲れないとばかりに菫は語気を強める。

「あながち冗談でもないんだけどな。今回も菫を連れてくればよかったって初日から思ってたし――」

「だったら」

　菫は黎の口を手のひらで塞ぎ、甘い言葉を遮る。

「だったら私が黎君についていくから。たとえどの国に行くことになっても黎君から離れない」

「菫？」

「離れたくないのは私も同じ。英語も苦手で仕事を続けられるのかもわからないけど、ついていくって決めたから。足手まといになったとしても絶対離れない」

「ちょっと、待て」

　口を塞いでいる菫の手を外し、黎は首をひねる。菫の言葉の輪郭がつかめず、答えに困る。

「それって出張についてくるってことか？　それにどの国に行くことになってもって、海外前提の話？」

「うん。パスポートの申請はまだだけど、それは名字が変わってからの方がいいだろうって極さんが教えてくれて」

「は？　なんでここに極が出てくるんだよ。それに名字が変わるって」

　黎は何度も「どういうことだ」と繰り返し、菫に戸惑いの目を向ける。

「あ、えっと。名字の件はその……黎君の海外赴任のタイミングに合わせればいいかなと思うし、あ、婚姻届ならダウンロードして用意しておいたよ」

　黎を見上げてにっこり笑う菫を、黎はぽかんと眺めている。部屋には明るい曲調のクラシックが流れ、そろそろ日暮れだろうかオレンジ色の光がふたりの顔を照らしている。

「菫、聞いていいかな」

「うん、いいけど？　海外赴任の話なら、黎君の足手まといにならないように努力するからついていってもいいかな。離ればなれになるのは嫌なの」

「その話だけど、誰が海外に赴任するんだ？」

「……黎君」

　黎の顔をおずおずと指さし答える菫に、黎は何度も首を横に振った。




「これ、かなり味が染みていてうまい」

　早朝から煮こんだふろふき大根を口に運び、黎は満足げにつぶやいた。ロンドンでは食事や睡眠時間を削って仕事を片付けていて、これが久しぶりのちゃんとした食事だと笑っている。菫は「これからはそんなこと絶対にやめて」ときつく言い聞かせたが、黎は肩をすくめて笑うばかりで返事を濁していた。

「西京焼きも食べてね。黎君、疲れてお肉の気分じゃないときいつもこれを食べてるから用意しておいたの」

　明日食べる予定で作っていた料理を盛大にテーブルに並べ、菫はせっせと黎に食べさせる。しっかり食べて今回痩せてしまった分を取り戻してほしいのだ。

「俺のことはいいから菫も食べろよ」

「食べてるよ。黎君がいない間もしっかり食べてたし。あ、極さんが大粒の苺を送ってくれたから、あとで用意するね。一粒食べたけどすごく甘くておいしかった」

　弾む菫の声に、黎は不機嫌な表情を見せる。

「おいしいのはいいけど、極のいいように後押しされてる場合じゃないだろ」

「あ……ごめん」

「それにうちの両親に会ってるなんて、聞いてなかったぞ」

　黎はやれやれと、肩を落とす。

「大体俺に海外赴任の話があればすぐに菫に話す。前に言っただろ、転勤するとしたら俺はドイツでもどこでも菫を連れていくって。忘れた？」

「今思い出した」

　そうだった。黎はこういう人だったのだ。

　菫の婚約者がドイツに赴任していると聞いたとき、黎は自分なら菫を連れていくのにと言っていた。

「菫の都合もあるけど、赴任先にふたりで行くっていうのは絶対だ。この先可能性はあるからそのつもりでいて」

「わかった」

　なにがあっても黎と一緒にいられる確約をもらえたようで、菫は口元が緩むのを我慢できない。

「菫にそんな誤解をさせた航は、こっぴどく叱っておいたから。たしかに最近海外出張が増えてるけど、だからって海外赴任に結びつけるなんて早とちりもいいところだ。あれで富川製紙の後継者だろ？　菫の会社大丈夫か？」

　黎は菫の誤解を知ってすぐに航に電話し声を荒らげ怒っていた。ふたりは気心が知れた間柄だとは言え、傍らにいた菫はその剣幕にはらはらしていた。

　黎の逆鱗に触れた航は気を落とすこともなく、逆に当面の間黎に海外に赴任する予定はないと知ってかなり喜んでいた。黎の怒りや嫌みなどどうってことないのだろう。

　その後航の誤解を解いてホッとしたのも束の間、黎の母から菫のスマホに電話がかかってきた。安産祈願のお参りに行きましょうとはしゃぐ母の声に、黎は自分を差し置いて話を進めるなとぶつぶつ言いながら菫の手からスマホを取り上げると、これからのことについてあれこれ話しこんでいた。

「で？　明日にでも籍を入れる？」

「……え」

「せっかく婚姻届も用意してくれたし、極に連れられてうちの親に会いに行ったんだろ？」

「う、うん」

　唐突に籍を入れると言われ、菫の胸は高鳴る。手にしていた箸を置き、じわじわせり上がってくる幸せの感情を強くかみしめた。

「それと、これ」

　黎はいつの間に隠していたのか、テーブルに並んだ皿や鉢の間から紺色のコロンとした小さなケースを取り出した。

「菫に婚約者はいないって知ってすぐに注文して、今日空港から帰ってくる途中で受け取ってきた。サイズはまあありがちだけど、寝てる菫の指に糸を結んで確認した」

「え、それって。もしかして、そうだよね」

　黎の手元にあるケースを凝視し、震える声で菫は尋ねる。予想と違ったらどうしようとおろおろし、助けを求めるように黎をチラチラ見る。

「期待に応えられたらいいけどな」

　黎はケースを手に席を立つと、テーブルを回りこみ菫の隣の椅子に腰を下ろした。

　菫の鼓動がばくばく跳ねている。落ち着きを失っている菫を、黎がおかしそうに笑う。

　黎は紺色のケースを菫の目の前に差し出し、もったいぶるようにゆっくりと開いた。

「わあ……綺麗」

　目の前に現れたのは、深い輝きを放つダイヤモンドの指輪だ。センターストーンはかなり大きく一カラット近くありそうで、両サイドにも小粒のダイヤが三個ずつ並んでいる。

「結婚するぞ」

　決して上から押しつけるわけではなく、むしろようやく結婚できる喜びに昂揚している声音で、黎はプロポーズの言葉を贈る。菫の左手を取り、慎重に指輪を薬指に通した。

「ぴったりだな。それに菫によく似合ってる」

　指輪などこれまで自分で買うことがなかった菫は、初めて知るダイヤの輝きに言葉を失った。どの角度から見ても眩しい光を放っている。

「ほんとに綺麗」

　菫は左手を胸に抱きしめ、身体の奥から湧き出てくる喜びに息を止めた。

「結婚指輪は一緒に選ぼう。一生身につけるものだからな」

「うん、うん……ありがとう」

　声を震わせ何度もうなずく菫を、黎は椅子ごと身体を寄せて抱きしめる。

「こちらこそありがとうだ。うちの両親、かわいい娘ができたからまだまだ長生きするってさっきもはしゃいでた。俺が仕事ばかりだからあきらめてたみたいだな」

　菫の身体をあやすように揺らし、黎は笑っている。

「それは、私だって。黎君のお父さんとお母さん、私にも優しかった」

　実の親が菫に見せない優しい顔を、黎の両親は何度も菫に向けてくれた。

「黎君が私の家族になってくれただけでもうれしいのに、さらにふたり。なんだか生まれ変わったみたいで不思議な感じ。あ……でもね。私、電話で……」

　菫は涙で潤む目で黎を見つめる。

「よかったな」

　菫が言いかけて言えずにいる言葉を察し、黎は穏やかに微笑んでいる。

「ひとことふたことでも、お母さんと話せてよかったな」

「そう、そうだね」

　やっぱり黎は知っていたのだ。菫は再び黎の胸に顔を埋めた。




　黎の従兄弟の極から菫に連絡があったのは、黎がロンドンに発った翌日の日曜日だった。

　その前日に菖蒲と悟が入籍し、ふたりそろって実家に顔を出したときに菖蒲は菫も近々結婚する予定で、おまけに妊娠していると話してしまった。

　世間体を気にする菫の両親は結婚前の妊娠を激しく怒り、それはすぐにでも菫を実家に連れ戻すほどの勢いだったらしい。

　けれど菫がショックを受けてお腹の赤ちゃんに万が一のことがあってはいけないと、菖蒲が必死でそれを止めた。そして赤ちゃんの父親が以前母が顔を合わせた弁護士の従兄弟だと思い出し、名刺をたよりに極に連絡を取り事情を話すと、極は驚くどころか面白がる様子を見せたそうだ。

『結婚していないのが問題なら、ふたりを結婚させればＯＫってことだよね。だったら俺に任せて。あ、これは弁護士活動じゃなくて黎の従兄弟としてひと肌脱ぐってことだから』

　極はあっさりそう言って、なにもかもを引き受けたのだ。




「それで菫は極に俺の実家に連れていかれたんだな」

「うん……勝手にごめんね。でも極さんが突然迎えに来たから断れなくて」

「いいよ。想像がつく」

　黎は腕の中に菫を抱き寄せる。食事と入浴を終えた後、ふたりは早めにベッドに入り久しぶりにゆったりとした時間を過ごしていた。

　この一週間で状況が大きく変わったあれこれを、黎はときおり相づちをうちながら聞いている。

「さっきも言ったけどうちの親、菫をかなり気に入ってるからもう逃げられないぞ。世界的大企業の創業家の一員というやっかいな肩書きが菫にプレゼントされたってことだ。正直そんな肩書き押しつけたくないけど、その苦労以上に俺が菫を幸せにするし、一生愛して大切にする」

　菫の頭に顔を埋め、黎はわずかに不安を含んだ声で菫に言い聞かせる。

　大企業を背負う責任とプレッシャーを知っている黎にとって、菫にその荷の一部を背負わせてしまうのが心苦しいのだろう。

「平気。黎君と一緒にいる。私はそれだけでなにもかも万事ＯＫってわかってるから」

　黎が出張で家を空けるたびに、嫌でもそれを痛感した。

「翻訳機とか山積みのガイドブックとか英会話の本を見ればわかるでしょう？　私、とっくに覚悟を決めてるの」

「お、かっこいいな」

　極に連れていかれた黎の実家で、黎の両親はこれは結婚に興味がなかった黎にようやく訪れたチャンスだと喜び、菫に早く結婚してほしいと繰り返していた。

　極が「分割ででも弁護士費用を自分で払おうとするおかしな子だけど、悪くないと思うよ」と微妙な言葉で後押ししたのも大きいかもしれない。

　その後酒が入り浮かれた空気が流れ始めたとき、極が菫の両親に挨拶しておくべきだと唐突に言い出した。菫と母の関係を知っていながらそんなことを言い出した極が理解できず、菫はすぐにでも帰ろうと考えた。

　けれど黎の両親はその気になって盛り上がり、極から聞いた母の番号に電話をかけてしまった。

『お嬢様がうちの愚息と結婚してくださるそうで、本当に喜んでいるんですよ。はい、こちらこそご挨拶が遅れまして申し訳ありません。いえいえ、大切なお嬢様を幸せにするよう息子にはしっかり言い聞かせますのでご安心ください』

　立場上人付き合いが多い黎の母は菫の母とも和やかに会話を進め、近いうちに両家の顔合わせをする手はずまで整えていた。

　そして電話を切る間際、黎の母は菫に電話を手渡した。

『お母様が菫ちゃんに代わってほしいそうよ』

　事情を知らない黎の母の朗らかな笑顔には逆らえず、菫は仕方なく電話に出た。

『もしもし、母さん？』

　どんな厳しい言葉をかけられるのだろうと覚悟し呼びかけると、しばらく沈黙が続いた後、母から思いがけない言葉が返ってきた。

『結婚おめでとう。幸せになりなさい』

　その声を聞いた途端泣き出した菫を、黎の両親はオロオロしながらも優しく見守ってくれた。

『嫁ぐってさびしいわよね。大丈夫よ、結婚してもお母様はお母様。菫ちゃんを想ってくれるわよ。できればそこに私も混ぜてほしいわ。愛想のない息子ひとりでさびしかったのよ』

　菫の涙を誤解した黎の母の明るすぎる声につい笑みを漏らし、菫は涙を止めた。

　菫の母の言葉は、初めて聞く優しい声だった。だからといって長く味わっていた苦しみやさびしさを帳消しにはできないが、黎と新しい生活を始めるタイミングでのその声は、言葉が持つ意味以上に菫の心に大きく響いた。

「それに、黎君のお父さんとお母さんが赤ちゃんのことも喜んでくれてうれしかった。大企業の御曹司ができちゃった結婚なんて世間体が悪いって受け入れてもらえないかもってドキドキしてたから。ホッとした」

　菫はお腹に両手を当て、声をかけるように撫でている。その手の上に黎の大きな手が重なり、ふたりはふっと笑みを浮かべた。

「まだ動かないのか？　それともうちのちびはおとなしすぎるのか？」

　菫のお腹を慎重に撫でながら、黎は期待に満ちた表情を浮かべる。つわりで赤ちゃんの存在を感じる菫と違い、まだなんの手応えもない黎は胎動が待ち遠しくて仕方がないらしい。

「あと一カ月くらいで動くかな。検診のときにエコーで見るとちまちま動いていてかわいかったよ」

「なんだよ、菫だけずるいよな。次の検診っていつ？　俺もついていってちびの顔を見るからな」

「ちびちゃんの顔はまだよくわからないと思うけど、来月予約を入れてるから一緒に来てくれる？」

　菫は期待に満ちた声で黎の顔を覗きこむ。前回の検診のときには黎に妊娠のことを伝えられずにいたせいでひとりで受けたのだ。

「もちろんついていく。そうか、いよいよちびに会えるんだな」

「あ、心臓の音も聞かせてもらえるよ。それを聞くと本当にお腹の中で生きてるんだなってうれしくなるの」

「なにからなにまで菫だけが独占して、本当に悔しくなってきた。おい、ちび。今度は俺にも心臓の音聞かせろよ。スマホに録音して俺も楽しむことにするからな」

　黎は真面目な表情で真剣につぶやいている。どれだけ赤ちゃんを楽しみにしているのだと、半ば呆れ、菫は苦笑した。

　この調子でいくと、出産までの半年で、黎は燃え尽きてしまいそうだ。出産してからの方が大変で先は長いのに大丈夫だろうか。

　出産といえば、と菫はハッとする。

「あ、あのね。今通っているクリニックには出産設備がないから、出産する病院を決めなきゃいけないんだけど。どこか心当たりはある？」

　次の検診でドクターと相談する予定だったことを思い出し、菫は聞いてみる。

「だったら白しら石いし病院。ここから近いしなにより俺が生まれた病院。院長が母さんの親戚だから大丈夫だと思う」

「白石病院……」

　国内でも広く知られた総合病院で、中でも産婦人科は政治家や芸能人の御用達として有名だ。入院費用はかなりのものだと聞いたことがある。

「ね、ねえ、黎君、その病院以外にどこかないかな」

　そこはあまりにも身の丈に合っていない病院だ。菫は他にあてはないのかと聞こうとしたが、すでに黎はスマホを手に電話をかけていた。

「あ、母さん。菫の出産だけど、白石のおじさんに頼めないかな。ああ、まだ決まってないんだ。あ、そうなんだ。ああ、それでいい。こっちのクリニックで書類をもらうんだな。了解。じゃ、おじさんによろしく言っておいて」

　呆然と見守っていた菫がその答えを聞くまでもなく、黎の顔に浮かぶ満足げな表情を見ただけで白石病院での出産が決まったと、菫は理解した。そして御曹司には御曹司のスタイルがあるのだと考え、ひとまず出産する病院が決まったことを喜ぼうと決めた。

「白石のおじさん、あ、院長だけど。たまたま実家に来ていてその場でＯＫだって。ちび、よかったな。あそこなら俺も立ち会いができるし、会えるのが楽しみだな」

　菫のお腹に話しかけ、表情を崩しわくわくしている黎が、菫はたまらなく愛しい。

　そして遠回りしていた二年間、菫をあきらめずにいてくれた黎の強さに心から感謝したい。

　そうでなければ今こうして黎の赤ちゃんを身ごもることなどなかったのだから。

「黎君」

　菫は黎の顔を両手で包みこみふたりの視線を絡ませ合う。すると熱に潤んだ黎の目が、真っすぐ菫を見つめ返す。

　すると身体の奥から熱い想いがこみ上げてきて、口に出さずにはいられなくなる。

「黎君、大好き」

　今日もその言葉を黎に伝えられる幸せをかみしめながら、菫は黎にキスをした。




【完】










あとがき




　こんにちは。惣領莉沙です。

『御曹司の激愛に身を委ねたら、愛し子を授かりました～愛を知らない彼女の婚前懐妊～』をお手に取っていただきありがとうございます。

　今回は大きな誤解のせいで気持ちを寄り添わせることができず、長い間片想いに右往左往してきたふたりが幸せになるまでのお話です。

　ヒロインの菫が抱える悩みや苦しみを、これでもかというほどに大きな愛情で受け止めるヒーロー黎。黎の半端ない溺愛っぷりはため息ものです。そしてうらやましさもかなりのもの……。黎が将来菫だけでなく子どもにもメロメロになるのは間違いありません。

　ふたりの一途すぎる強い想いの行方、そしてさらに続く大きな勘違い。菫のけなげさと的外れな行動。などなど、どうぞお楽しみください。

　これまで何作か書籍化していただいていますが、今作はその中でも『極上の他人』に一部近いお話かなと考えています。ラストの母親の気持ちの変化は違いますが、母親もひとりの人間であり完璧ではないというのは共通の流れかもしれません。

　そして黎の友人として登場している航も、これまでの作品中にちらほら登場しています。そんなつながりも含め、楽しんでいただければと思っています。

　長く続いている落ち着かない日々の中、今作が気分転換や束の間の癒やしのひとつとしてお役に立てれば幸いです。




　今回、初めてのご縁をいただいた編集担当の須藤さん、編集協力の山内さんには大変お世話になりました。これは納得だなというたくさんのご指摘、勉強になりました。

　そして色気のある黎と儚げでかわいらしい菫を描いて下さったｒｅｒａさんにも感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうございました。




　最後になりますが、携わってくださった皆様、そしてなにより読者様、これからも、よろしくお願いいたします。このご縁が末永く続きますよう、いっそう精進いたします。




惣そう領りょう莉り沙さ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。
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